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後
者
の
目
的
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
同
窓
生

に
対
す
る
ケ
ア
を
厳
し
い
予
算
か
ら
ひ
ね
り
出
し
、
一
商
に
学
ん
で
良

か
っ
た
と
同
窓
生
が
思
え
る
よ
う
な
ケ
ア
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
同
窓
会
事
務
所
を
開
放
し
、
ま
た
学
校
施
設
の
一

部
開
放
を
学
校
当
局
に
お
願
い
す
る
所
存
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
肥
大
化
し
た
組
織
を
簡
素
化
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

役
員
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
依
存
し
過
ぎ
て
い
た
従
来
の
運
用

を
改
め
、
活
動
実
費
を
同
窓
会
が
負
担
す
る
よ
う
に
し
、
役
員
会
員
の

過
度
な
経
済
的
負
担
を
緩
和
し
、
誰
で
も
活
動
し
易
い
環
境
に
す
る
所

存
で
す
。厳
し
い
予
算
繰
り
の
中
で
す
の
で
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
く
所
存
で
す
。

３
．
一
商
鉢
山
会
（
同
窓
会
の
愛
称
）
の
運
営
に
関
し
ま
し
て
は
、「
和
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
れ
を
実
践
し
て
き
た
団
体
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
鉢
山
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
昭
和
41
年
１
期
生
以
下
の
錚
々
た
る
経
済
人
文
化
人
が

創
設
し
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
同
窓
会
の
強
力
な
支
援
団
体
と
し
て

活
動
し
、
同
窓
会
活
動
の
両
輪
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

今
春
で
閉
会
し
ま
し
た
。「
鉢
山
」
と
共
に
過
ご
し
て
き
た
私
に
と
り

ま
し
て
、「
鉢
山
」
の
閉
会
と
同
時
期
に
会
長
の
お
話
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
後
事
を
託
さ
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

活
動
メ
ニ
ュ
ー
と
し
ま
し
て
は
、
従
来
か
ら
続
い
て
い
ま
す
春
の
ぶ

ら
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
秋
の
東
京
校
歌
祭
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
事
業

は
今
後
も
従
来
同
様
継
続
し
て
参
る
所
存
で
す
。
今
期
か
ら
は
こ
れ
ら

の
外
、
一
商
祭
へ
の
参
加
と
、
毎
年
２
月
に
新
年
会
を
実
行
し
よ
う
と

計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
新
年
会
は
同
窓
会
が
主
催
し
ま
す
が
、
各
期

の
ク
ラ
ス
会
・
同
期
会
に
も
開
放
し
ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

通
信
、
連
絡
等
の
便
宜
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
同
窓
会
活
動

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
存
じ
ま
す
。
今
後
は
同
窓
会
事
務

所
を
開
放
し
ま
す
の
で
、
近
く
い
ら
し
た
と
き
に
は
是
非
お
立
ち
寄
り

頂
き
ご
利
用
下
さ
い
。

　

ま
だ
現
役
で
時
間
的
な
制
約
が
あ
り
ま
す
が
、
熱
心
な
副
会
長
以
下

の
ご
協
力
を
得
て
微
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
会
長
略
歴　

浅
野
国
際
特
許
事
務
所
所
長
。
弁
理
士
・
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
人
。

首
都
大
学
東
京
大
学
院
非
常
勤
講
師
。
日
本
知
的
財
産
仲
裁
セ
ン
タ
ー
調
停
人
・

仲
裁
人
候
補
者
。中
央
大
学
学
員
会
常
任
幹
事
。２
０
０
４
年
11
月
黄
綬
褒
章
受
章
。

１
．
こ
の
度
同
窓
会
会
長
に
就
任
し
ま
し

た
、
45
期
の
浅
野
勝
美
で
ご
ざ
い
ま
す
。

母
校
は
昨
年
創
立
百
周
年
を
迎
え
、
記
念

式
典
を
盛
大
に
挙
行
で
き
ま
し
た
こ
と

は
ご
同
慶
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
林

誠
校
長
、
菊
池
敏
郎
前
会
長
を
始
め
関
係

者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
式
典
に
続
い
て
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ

ー
東
急
ホ
テ
ル
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
で
行
わ
れ
た
祝
賀
会
に
は
小
池
百
合
子

都
知
事
の
ご
来
臨
頂
き
賑
々
し
く
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
や
産
経
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
一
高
校

の
行
事
に
こ
れ
程
の
態
勢
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
異
例
で
あ
り
、

菊
池
前
会
長
以
下
の
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
名
門
校

の
凄
さ
を
身
近
に
感
じ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

長
期
低
迷
と
い
わ
れ
て
久
し
い
商
業
学
校
の
衰
退
は
、
少
子
化
の
現

在
益
々
激
し
く
な
り
、
天
下
の
一
商
も
こ
の
波
に
も
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
百
周
年
の
一
区
切
り
が
つ
い
た
今
、
同
窓
会
も

組
織
や
運
用
を
再
考
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

２
．
現
在
の
同
窓
会
組
織
は
肥
大
化
し
過
ぎ
て
い
ま
す
の
で
、
身
の
丈

サ
イ
ズ
に
ス
モ
ー
ル
サ
イ
ジ
ン
グ
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
私
は

同
窓
会
の
主
な
目
的
は
２
つ
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
１
つ
は
、
母
校

の
教
育
活
動
の
支
援
。具
体
的
に
は
在
校
生
の
教
育
環
境
の
支
援
で
す
。

他
の
１
つ
は
、
卒
業
し
た
後
の
同
窓
生
の
ケ
ア
で
す
。
従
来
は
、
前
者

の
目
的
が
強
調
さ
れ
、
後
者
の
目
的
は
今
一
つ
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
き

た
憾
が
あ
り
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
一
商
奨
学
会
が
こ
の
４
月
よ
り
公
益
法
人

化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
者
の
目
的
は
同
窓
会
か
ら
分
派
し
た
公
益
財

団
法
人
一
商
奨
学
会
が
主
と
し
て
担
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
恩
恵
は
選

ば
れ
た
一
部
の
人
が
受
け
ま
す
。
同
窓
会
本
体
は
ス
モ
ー
ル
サ
イ
ジ
ン

グ
し
た
支
援
事
業
の
み
行
な
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
一
般
在
校
生
を
対

象
と
し
ま
す
。
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昨
年
の
創
立
百
周
年
記
念
式
典
・
記
念

行
事
並
び
に
記
念
祝
賀
会
の
挙
行
に
際

し
て
は
、
一
商
同
窓
会
か
ら
多
大
な
る
御

支
援
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
百
周
年
を
記
念
し
て
実
施
さ
れ
た
海

外
語
学
研
修
も
、
夏
と
春
に
分
け
て
三
年

生
３
人
、
二
年
生
３
人
、
一
年
生
２
人
を
英
国
に
派
遣
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
派
遣
し
た
生
徒
た
ち
は
帰
国
後
に
た
く
ま
し
く
成
長
し
、

今
で
は
他
の
生
徒
の
よ
い
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
嬉
し
い
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
英
国
に
派
遣
し
た
三
年
生

の
う
ち
１
名
は
、
そ
れ
ま
で
考
え
て
い
た
国
内
大
学
へ
の
進
学
希
望
を

変
更
し
、
英
国
立
バ
ン
ガ
ー
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

海
外
で
の
貴
重
な
経
験
が
生
徒
の
新
た
な
可
能
性
を
切
り
拓
い
て
い
ま

す
。
一
商
同
窓
会
の
御
支
援
に
は
御
礼
の
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
び
、
海
外
語
学
研
修
な
ど
の
支
援
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
一
商
奨
学
会
を
公
益
財
団
化
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に

有
り
難
い
こ
と
で
す
。

　

初
代
陶
山
校
長
の
「
広
い
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
世
界
の
随
所
に
自

己
の
運
命
を
開
拓
す
る
、
品
性
高
潔
な
る
商
業
人
で
あ
れ
」
と
い
う
一

商
の
教
え
は
、
現
在
で
も
「
知
識
技
能
、
国
際
感
覚
、
人
柄
を
磨
き
、

新
し
い
時
代
を
担
う
人
材
の
育
成
す
る
」
と
い
う
本
校
の
ス
ピ
リ
ッ
ト

と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
今
後
と
も
母
校
の
発
展
の

た
め
、
生
徒
の
自
己
実
現
の
た
め
に
御
支
援
・
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
７
月
の
総
会
で
退
任
さ
れ
た
菊

池
敏
郎
前
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
記
念
式
典
や
祝
賀
会
、
石
碑
建
立
や
海
外
語
学
研
修
の
実
施
な
ど

様
々
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
紙
面
に
書
き
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
学
校
を
代
表
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
百
年
に
向
け
て

東
京
都
立
第
一
商
業
高
等
学
校
長　
大
林
　
誠

好
奇
⼼
を
刺
激
し
成
⻑
　
⺟
校
の
新
た
な
取
り
組
み

　

朝
日
新
聞
四
月
一
日
発
行
東
京
版
に
、
一
商
の
新
た
な
取
り
組
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
10
月
か
ら
始
め
ら
れ
た
授
業
で
、
一
年
生
が
関
心
の
あ
る
企
業
や
職
人
な
ど
を
訪
ね
て
話
を
聞
き
、
そ
の
体
験
を

報
告
す
る
も
の
で
す
。
コ
ー
チ
役
と
し
て
社
会
人
や
大
学
生
が
参
加
し
助
言
し
て
く
れ
、
お
互
い
に
成
長
で
き
る
か
た
ち

で
す
。
大
林
校
長
は
「
授
業
で
社
会
と
接
点
を
持
て
ば
よ
い
変
化
が
期
待
で
き
る
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
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平
成
23
年
３
月
11
日
一
商
卒
業
式

に
参
列
し
、
神
田
の
事
務
所
に
戻
っ

た
時
に
あ
の
東
日
本
大
震
災
が
発

生
。
私
が
事
務
所
に
日
参
し
始
め
た

日
の
出
来
事
で
し
た
。

　

平
成
12
年
か
ら
副
会
長
を
拝
命
し

て
い
ま
し
た
が
、
任
期
は
無
い
よ
う
で
し
た
。

　

平
成
20
年
の
母
校
90
周
年
祝
賀
会
の
会
場
で
、
小
林
三
郎
先
輩

（
30
期
）
か
ら
同
窓
会
事
務
所
を
渋
谷
の
学
校
近
辺
に
移
動
し
て

は
ど
う
か
と
い
う
提
案
を
受
け
ま
し
た
。
神
田
で
鉢
山
ク
ラ
ブ
と

一
緒
の
事
務
所
で
し
た
か
ら
。
経
費
は
50
％
負
担
で
し
た
。
海
老

名
会
長
が
病
気
で
祝
賀
会
で
の
ご
挨
拶
が
や
っ
と
と
い
う
状
況
で

し
た
。
で
す
が
、
何
も
私
が
で
し
ゃ
ば
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
30
期
（
新
制
高
校
１
期
生
）
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

平
成
23
年
６
月
総
会
に
て
、
大
槻
實
会
長
（
30
期
）
の
も
と
、

事
務
局
長
（
初
代
）
兼
総
務
委
員
長
と
し
て
会
長
を
支
え
て
き
ま

し
た
。
他
校
同
窓
会
を
数
か
所
訪
問
し
て
色
々
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
会
長
就
任
以
来
、
多
く
の
後
輩
た
ち
に
支
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
員
の

女
性
も
そ
れ
ぞ
れ
有
能
な
人
達
で
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
渋
谷
区
南
平
台
町
に
事
務
所
を
移
し
て
か
ら
は
、
母

校
の
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
生
方
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆

様
と
の
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
昨
年
の
１
０
０
周
年
記

念
事
業
の
成
功
に
繋
が
り
ま
し
た
。
当
日
の
式
典
や
祝
賀
会
が
盛

大
か
つ
立
派
に
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に

皆
様
方
の
お
陰
で
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

合
わ
せ
ま
し
て
、
１
０
０
周
年
記
念
募
金
に
多
大
な
る
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
同
窓
生
の
皆
様
に
も
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
で
思
い
ま
す
が
、
90
周
年
の
時
の
小
林
三
郎
先
輩
の
先
見

性
に
「
鳥
の
目
」
を
感
じ
ま
す
。
野
村
證
券
で
鍛
え
た
株
屋
の
先

見
力
に
感
謝
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
０
０
周
年
を
機
に
、
同
窓
会
活
動
の
方
向
性
を
見
直
す
良
い

時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
今
ま
で
は
、「
卒
業
生
同
士
の

た
め
に
」
と
の
思
い
で
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
時
代
の
変
化

と
と
も
に
同
窓
会
が
果
た
す
役
割
も
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
現
在
の
卒
業
生
の
進
路
は
、
進
学
率
が
高
ま
り
約
70
％

が
上
級
学
校
へ
進
学
す
る
た
め
、
一
商
は
最
終
学
校
で
は
な
く
通

過
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
子
生
徒
が
約
70
％
を
占
め
、

多
い
時
で
は
91
％
ま
で
に
達
し
ま
し
た
。
男
女
比
率
が
逆
転
し
た

今
、
卒
業
後
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
な
変
化
を
遂
げ
る
女
性

も
参
加
し
や
す
い
活
動
内
容
へ
と
変
化
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。

　

も
う
一
つ
の
目
的
、
学
校
支
援
・
在
校
生
へ
の
支
援
を
考
え
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
年
４
月
１
日
、
奨
学
会
は
山
口

善
久
氏
（
39
期
）
の
ご
努
力
に
よ
り
公
益
財
団
法
人
の
認
可
を
東

京
都
か
ら
受
け
て
登
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
大
林
校
長
が
イ
ギ
リ

ス
へ
の
海
外
研
修
へ
７
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
が
５
年

く
ら
い
前
か
ら
色
々
資
料
を
学
校
に
持
ち
込
ん
で
実
施
の
検
討
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
三
菱
商
事
の
副
社
長
（
Ｃ
Ｆ

Ｏ
）
を
し
て
き
た
水
野
一
郎
氏
（
39
期
）
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

実
は
、
私
が
会
長
就
任
し
た
時
に
同
期
の
人
か
ら
奨
学
会
に
高

額
の
寄
付
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
は
体
制
が
整

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、一
時
話
は
流
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
、
条
件
が
揃
い
ま
し
た
の
で
そ
の
彼
か
ら
は
大
口
の
寄
付
を
戴

い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
在
校
生
の
海
外
研
修
を
続
け
て
い

く
こ
と
で
一
商
を
目
指
し
て
優
秀
な
生
徒
が
集
ま
る
こ
と
で
一
商

の
評
価
が
高
ま
り
、
内
容
が
充
実
し
て
く
れ
ば
「
天
下
の
一
商
」

の
再
来
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

今
後
は
、
公
益
財
団
法
人
一
商
奨
学
会
へ
の
ご
支
援
を
、
皆
様

に
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
お
一
人
参
千
円
以
上
、
年
間
で

１
０
０
名
以
上
の
ご
寄
付
を
毎
年
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
何
卒
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
六
月
二
十
五
日
）

［
常
任
理
事
］

但
野
　
聖
奈
　
　
野
津
李
莉
茄

伊
神
真
菜
美
　
　
森
本
　
力
輝

［
理
事
］

大
東
　
海
月
　
　
半
杭
　
桃
子

入
戸
野
美
希
　
　
山
科
　
華
蓮

八
賀
か
れ
ん
　
　
村
石
　
葵

相
島
　
喜
媛
　
　
関
根
　
茉
子

H31年度3月卒業（96期）
常任理事・理事

ご卒業おめでとう

退
任
の
ご
挨
拶

前
会
長　

菊
池
　
敏
郎
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●
職
員
異
動
●

母
校
一
商

●
部
活
動
実
績
（
運
動
部
）
●

⽔
泳
部　

渋
谷
区
民
水
泳
大
会
個
人
種
目
入
賞　

春
季
大
会

　

出
場　

秋
季
大
会
出
場

卓
球
部　

関
東
大
会
予
選
出
場　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
出
場

　

東
京
都
国
公
立
大
会
出
場

野
球
部　

夏
季
大
会
出
場　

秋
季
大
会
出
場　

春
季
大
会
出

　

場
（
ベ
ス
ト
16
）

⼥
⼦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部　

公
立
選
手
権
第
３
位　

公
立
新
人

　

戦
ベ
ス
ト
８　

春
季
大
会
ベ
ス
ト
16

バ
ト
ン
部　

え
び
す
ふ
れ
あ
い
広
場
出
演　

１
０
０
周
年
行
事

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部　

関
東
大
会
予
選
出
場　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

　

予
選
出
場　

新
人
大
会
出
場　

冬
季
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場

ダ
ン
ス
部　

高
校
生
ラ
イ
ブ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ　

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
動
画

　

選
考
通
過　

一
商
祭
総
合
優
勝

サ
ッ
カ
ー
部　

商
業
大
会

硬
式
テ
ニ
ス
部　

商
高
連
大
会
男
子
団
体
戦
第
４
位

●
部
活
動
実
績
（
⽂
化
部
）
●

珠
算
・
電
卓
部　

第
66
回
全
国
高
等
学
校
珠
算
・
電
卓
競
技

　

大
会
（
珠
算
の
部
）
個
人　

読
上
暗
算
、
読
上
算
競
技　

　

第
３
等

簿
記
部　

第
６
回
東
京
都
高
等
学
校
簿
記
コ
ン
ク
ー
ル
新
人

　

戦
２
級
部
門　

団
体
優
勝　

個
人
優
勝 

茶
道
部　

一
商
祭
お
茶
会　

猿
楽
祭
お
茶
会

軽
音
楽
部　

軽
音
楽
連
盟
主
催
夏
季
軽
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
準

　

決
勝
進
出

平成30年度　転出平成31年度　転入●平成30年度卒業生進路先内訳●

区　分
民間企業＊1

公 務 員＊1

　　　　 計
　　 大　　学＊2

短期大学＊3

専門学校＊4

　　　　 計
進学準備･その他

総　計

男子
6
2
8

24

19
43
8

59

女子
47

47
32
9

26
67
7

121

合計
53
2

55
56
9

45
110
15

180

就
職

進
　
学

就職　　　 大学　　　 短期大学
専門学校　　　 進学準備･その他　　　

就職
30.6％

大学  31.1％

短期大学 5.0％

専門学校
25.0％

進学準備･その他
8.3％

＊１関電工、芝信用金庫本店、世田谷信用
金庫、THK、東急百貨店、東洋製缶、
一般社団法人 日本海事協会、日本郵便、
ネスレ日本、ミドリ安全、目黒信用金庫、
ヤマト運輸、YKK AP、警視庁

＊２亜細亜大学、英国国立バンガー大学、
桜美林大学、大妻女子大学、國學院大
学、駒澤大学、産業能率大学、専修大学、
中央大学、東京経済大学、東洋大学、
日本大学、日本体育大学、法政大学、
武蔵野美術大学、明治大学

＊３有明教育芸術、城西、戸板女子、目白大学
＊４大原情報ビジネス、大原簿記、神田外

語学院、東京IT会計、東京医薬、東
京コミュニケーションアート、東放学園、
早稲田速記医療福祉

仁
井
田　

梢　

公
民　

晴
海
総
合
（
全
）

藤
田　

真
人　

数
学　

福
生
（
全
）

大
内　
　

稔　

商
業　

退
職

田
沼　

則
和　

商
業　

退
職

幸
田　

佳
代　

商
業　

王
子
総
合
（
全
）

馬
場　

千
秋　

商
業　

八
王
子
桑
志
（
全
）

野
崎　

明
男　

商
業　

期
限
付
任
用
終
了

中
居　

茉
莉　

国
語　

産
休
代
替
終
了

野
村　

玲
子　

数
学　

産
休
代
替
終
了

藤
松
千
代
子　

家
庭　

産
休
代
替
終
了

小
板
橋
奏
恵　

実
習
支
援
専
門
員　

退
職

池
田　

愛
美　

実
習
支
援
専
門
員　

退
職

芳
澤　

雄
樹　

経
営
企
画
室
主
事　

中
部
支
援
セ
ン
タ
ー
経
理

川
島
く
み
子　

経
営
企
画
室　

契
約
終
了

小
林　

大
輔　

公
民　

篠
崎
（
全
）

萩
原　

左
近　

数
学　

浅
草
（
定
）

神
藤
伊
佐
男　

数
学　

芝
商
業
（
全
）

遠
藤　

耕
二　

商
業　

千
早
（
全
）

山
本　

睦
美　

商
業　

八
王
子
桑
志
（
全
）

山
縣　

文
嗣　

商
業　

赤
羽
商
業
（
全
）

野
崎　

明
男　

商
業　

新
規
採
用

和
田　

尚
子　

国
語　

復
帰

亀
谷
の
ぞ
み　

数
学　

復
帰

長
内　

清
美　

家
庭　

復
帰

菅
野
由
美
子　

実
習
支
援
専
門
員　

新
規
採
用

（
未
定
）　　

実
習
支
援
専
門
員　

新
規
採
用

華
道
部　

一
商
祭
で
の
作
品
展
示

パ
ソ
コ
ン
部　

全
東
京
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会 

第
５
位

写
真
部　

一
商
祭
で
の
作
品
展
示

　
資
格
取
得
奨
励
賞
に
つ
い
て

　

昨
年
度
ま
で
は
全
商
８
資
格
の
う
ち
、
４
冠
以
上
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
該
当
者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
今
年
度
は
３
冠
以
上
と
し
、
ま
た
日
商
簿
記
２

級
合
格
者
を
含
め
る
こ
と
を
事
前
に
学
校
へ
お
伝
え
し
て
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
近
年
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
商
品
を

贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。
生
徒
達
に
人
気
が
あ
る
こ
と
と
、
何

よ
り
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
の
取
締
役
営
業
部
長
経
験
者

で
あ
る
37
期
の
夏
井
靖
則
氏
の
協
力
を
得
、
多
数
の
商
品
の

内
よ
り
選
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
昨
年
度
は
、
入
手
困
難
な
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

30
周
年
記
念
限
定
商
品
の
腕
時
計
（
男
女
兼
用
）
を
確
保
し
、

４
冠
以
上
の
７
名
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

日
商
簿
記
合
格
者
27
名
に
対
し
て
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
の
腕
時
計
（
男
女
兼
用
）
を
、
ま
た
、
全
商
３
冠
の
14
名

に
対
し
て
は
、
男
女
兼
用
の
折
り
た
た
み
傘
（
晴
雨
兼
用
）

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
表
彰
の
５
冠
の
男
子
１
名
に
は
、
銀
座
服
部
和
光
の

置
時
計
（
地
球
儀
付
き
）
に
名
入
れ
し
て
特
別
包
装
で
贈
呈

し
ま
し
た
。

５
冠　
　
　
　
　
　

置
時
計　
　
　
　
　
　

４
冠　
　
　
　
　
　

限
定
腕
時
計　
　
　
　

日
商
簿
記
２
級　
　

腕
時
計　
　
　
　
　

３
冠　
　
　
　
　
　

折
り
た
た
み
傘　
　
　

合
計
（
49
名
）　
　

２
８
８
，
５
４
０
円

※
全
商
＝
全
国
商
業
高
等
学
校
協
会

　

電
卓
、
簿
記
、
情
報
処
理
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
章
、
英
語
、

　

商
業
経
済
、
会
計
実
務
、
秘
書
、
販
売
士

　

右
記
９
項
目
の
１
級
合
格
者　

１
３
０
名

　

卒
業
生
１
８
５
名
の
70
％

※
日
商
＝
日
本
商
工
会
議
所

　

簿
記
１
級
合
格
者　

３
名　
　

簿
記
２
級
合
格
者　

24
名
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●
23
期
一
土
会
※

　

年
月
日
…
令
和
元
年
５
月
13
日
㈪
11
時
30
分

　

会　

場
…
竹
橋
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
12
階「
り
ら
」

　

出
席
者
…
８
名

　

幹　

事
…
家
田
和
利

　

毎
月
一
回
開
催

●
25
期
１
年
１
組
（
午
の
会
）
※

　

年
月
日
…
平
成
30
年
６
月
10
日
㈰

　

会　

場
…
東
京
駅
前
「
菜
な
」

　

出
席
者
…
９
名

　

幹　

事
…
中
島
守
博
、
大
内
鋭
一

　

米
寿
の
会
と
し
て
開
催

○
25
期
１
年
１
組
（
午
の
会
）

　

年
月
日
…
令
和
元
年
６
月
10
日
㈪

　

会　

場
…
未
定

　

幹　

事
…
中
島
守
博
、
大
内
鋭
一

●
29
期
同
期
会

　

年
月
日
…
平
成
30
年
11
月
14
日
㈬
13
時

　

会　

場
…
渋
谷
道
玄
坂
パ
ン
ダ
レ
ス
ト
ラ
ン

　

出
席
者
…
24
名

　

幹　

事
…
青
木
、
海
口
、
長
坂
、
谷
口
、

　
　
　
　
　

酒
井
、
宮
崎

　

次
回
は
最
終
回
と
し
て
、
２
０
２
０
年
に
開

　

催
予
定
会
費
５
，
０
０
０
円

●
30
期
松
友
会
（
Ｄ
組
）
※	

　

年
月
日
…
平
成
31
年
４
月
18
日
㈭

　

会　

場
…
「
南
国
酒
家
」
原
宿
店

　

出
席
者
…
３
名

　

幹　

事
…
大
槻   

實

毎
年
、
６
～
７
名
の
集
ま
り
で
し
た
が
、
皆

そ
れ
ぞ
れ
外
出
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
、

欠
席
者
多
数
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
ど
う

な
り
ま
す
か
？

●
32
期
３
２
１
の
会
※	

　

年
月
日
…
平
成
31
年
３
月
２
日
㈯
13
時

　

会　

場
…
銀
座
７
丁
目
ラ
イ
オ
ン
ビ
ア
ホ
ー
ル

　

出
席
者
…
21
名

　

代　

表
…
田
中
健
一
、
菊
池
敏
郎

第
19
回
同
期
会
と
し
て
開
催
（
例
年
３
月
２

日
午
後
１
時
に
通
知
な
し
で
開
催
）

●
33
期
Ａ
組
ク
ラ
ス
会
※	

　

年
月
日
…
平
成
31
年
１
月
23
日
㈬

　

会　

場
…
銀
座
ラ
イ
オ
ン
銀
座
七
丁
目
店

　

出
席
者
…
13
名 

　

幹　

事
…
稲
村
良
作
、
飯
塚
忠
司

●
34
期
Ａ
組
ク
ラ
ス
会
※	

　

年
月
日
…
平
成
30
年
４
月
５
日
㈬

　

会　

場
…
銀
座
ア
ス
タ
ー
東
横
店 

　

出
席
者
…
７
名 

　

幹　

事
…
草
深
源
吉

●
34
期
Ｂ
組
ク
ラ
ス
会
※

　

年
月
日
…
平
成
30
年
11
月
17
日
㈯
12
時

　

会　

場
…
東
京
ガ
ス
青
山
ク
ラ
ブ

　

出
席
者
…
13
名 

　

幹　

事
…
大
橋　

昇

ク
ラ
ス
会
と
し
て
開
催
。
故
釣
流
先
生
の
奥

様
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
34
期
Ｂ
組
ク
ラ
ス
会
※	

　

年
月
日
…
平
成
31
年
２
月
21
日
㈭
17
時

　

会　

場
…
八
千
代
市
「
は
な
の
舞
」 

同
期
会
・
ク
ラ
ス
会
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
会
開
催

　
　
　

●
令
和
元
年
６
月
迄
に
開
催
済

凡
例　

○
令
和
元
年
６
月
以
降
に
開
催

　
　
　

※
写
真
あ
り

23期一土会

25期1年1組（午の会）

30期松友会（D組）

32期321の会



(7) はちやま・一商鉢山会会報　№55 2019年（令和元年）8月7日

◦一商同窓会の活動は皆様の年会費と賛助会費で運営されております。
◦　都立一商同窓会　http://www.isshou.jp/ 検索

　

出
席
者
…
８
名 

　

幹　

事
…
大
橋　

昇

大
橋
氏
の
富
士
山
写
真
展
個
展
鑑
賞
に
合
わ

せ
て
、
新
年
会
と
し
て
開
催
。

○
34
期
Ｂ
組
ク
ラ
ス
会	

　

年
月
日
…
令
和
元
年
11
月
30
日
㈯
17
時

　

会　

場
…
東
京
ガ
ス
青
山
ク
ラ
ブ

　

幹　

事
…
大
橋　

昇

●
35
期
同
期
会
※	

　

年
月
日
…
令
和
元
年
６
月
６
日
㈭
12
時

　

会　

場
…
Ｎ
Ｅ
Ｃ
芝
ク
ラ
ブ

　

出
席
者
…
80
名

　

会　

費
…
５
，
０
０
０
円 

　

幹　

事
…
伊
藤
俊
一
、
伊
藤　

治 

●
37
期
珊
瑚
会
※	

　

年
月
日
…
平
成
31
年
３
月
５
日
㈫
13
時

　

会　

場
…
銀
座
七
丁
目
ラ
イ
オ
ン
５
階

　
　
　
　
　

音
楽
プ
ラ
ザ

　

出
席
者
…
24
名

　

会　

費
…
７
，
０
０
０
円 

　

代　

表
…
田
島
嗣
也

●
38
期
３
Ｈ
ク
ラ
ス
会
※	

　

年
月
日
…
平
成
30
年
６
月
８
日
㈮

　

会　

場
…
ク
ル
ー
ズ
ク
ル
ー
ズ
新
宿 

　

出
席
者
…
15
名 

　

幹　

事
…
鈴
木　

清
、
持
田
信
重

昨
年
の
学
年
合
同
の
同
期
会
に
次
い
で
、
今

回
は
３
Ｈ
単
独
の
開
催
。

各
人
、
近
況
・
体
況
な
ど
を
披
露
。
笑
い
の

絶
え
な
い
あ
っ
と
い
う
間
の
３
時
間
で
し
た
。

○
38
期
同
期
会	

　

年
月
日
…
令
和
元
年
５
月
28
日
㈫
12
時
30
分

　

会　

場
…
ク
ル
ー
ズ
ク
ル
ー
ズ
新
宿

　

会　

費
…
８
，
０
０
０
円

　

代　

表
…
加
瀬
田
知
敬

　

最
後
の
第
６
回
同
期
会
と
し
て
開
催

●
41
期
同
期
会

　

年
月
日
…
平
成
30
年
６
月
23
日
㈯
14
時

　

会　

場
…
四
谷
主
婦
会
館
「
プ
ラ
ザ
Ｆ
」

　

出
席
者
…
52
名

　

幹　

事
…
山
本　

剛
、
磯
部 

宏
次

た
っ
た
２
時
間
の
た
め
に
大
阪
か
ら
も
駆
け

つ
け
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
仲
間
は
大
切
だ
、

と
つ
く
づ
く
思
う
。

●
41
期
同
期
会

　

年
月
日
…
平
成
31
年
１
月
26
日
㈯
16
時

　

会　

場
…
ミ
ラ
イ
ザ
四
ツ
谷
駅
前
店

　

出
席
者
…
31
名

　

幹　

事
…
山
本　

剛
、
磯
部
宏
次

前
年
の
同
期
会
で
復
活
が
決
ま
っ
た
＂
な
ん

と
な
く
集
ま
ろ
う
会
＂。

１
年
１
度
、
な
ん
と
な
く
集
ま
っ
て
旧
交
を

温
め
る
、
そ
ん
な
同
期
会
。

●
44
期
３
Ｅ
ク
ラ
ス
会

34期A組クラス会

34期B組クラス会（平成30年11月17日）

34期B組クラス会（平成31年2月21日）

35期同期会 33期A組クラス会
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テ
ニ
ス
部
、
バ
ト
ン
部
、
野
球
部
、
男
子
バ

レ
ー
部
、
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
愛
好
会
、
他
。

生
演
奏
、
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

●
54
期
還
暦
３
Ａ
ク
ラ
ス
会
※

　

年
月
日
…
平
成
31
年
３
月
24
日
㈰
12
時

　

会　

場
…
ザ
・
プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
Ｂ
１

　
　
　
　
　

パ
ー
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

　

出
席
者
…
16
名

　

会　

費
…
５
，
５
０
０
円

　

幹　

事
…
川
崎
、
松
尾

還
暦
を
迎
え
、
全
員
赤
い
も
の
を
身
に
着
け

て
の
参
加
で
す
。

●
数
研
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
※

　

年
月
日
…
平
成
30
年
11
月
７
日
㈬
12
時

　

会　

場
…
東
京
ガ
ス
四
ツ
谷
ク
ラ
ブ

　

出
席
者
…
16
名 

　

幹　

事
…
梶
浦   

征
治
（
36
期
）

　

年
月
日
…
令
和
２
年
２
月
８
日
㈯
13
時

　

会　

場
…
南
国
酒
家
原
宿
店

　

幹　

事
…
岩
佐
芳
一 

殆
ど
の
皆
さ
ん
が
「
古
希
」
を
迎
え
て
い
る

は
ず
。昨
年
５
月
、桜
井
正
美
君
逝
去
。合
掌
。

●
47
期
３
Ｃ
同
窓
会

　

年
月
日
…
平
成
30
年
11
月
17
日
㈯
11
時

　

会　

場
…
Ｊ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
六
本
木
ク
ラ
ブ

　

出
席
者
…
17
名

　

会　

費
…
５
，
５
０
０
円 

　

幹　

事
…
太
田
守
洋
、
溝
口
理
恵
子

　

今
年
も
、
10
月
～
11
月
に
開
催
予
定
。

●
54
期
還
暦
合
同
Ｏ
Ｂ
会
※

　

年
月
日
…
平
成
31
年
２
月
10
日
㈰
15
時

　

会　

場
…
目
黒
Ｋ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ

　

出
席
者
…
35
名

　

会　

費
…
４
，
０
０
０
円

　

幹　

事
…
佐
藤
光
夫

　

年
月
日
…
平
成
30
年
11
月
17
日
㈯
13
時

　

会　

場
…
東
京
地
下
街

　

出
席
者
…
15
名

　

幹　

事
…
樽
見
正
敏

10
年
前
よ
り
、
忘
年
会
を
兼
ね
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

●
44
期
１
Ｃ
ク
ラ
ス
会
※

　

年
月
日
…
平
成
30
年
12
月
１
日
㈯
12
時

　

会　

場
…
渋
谷
駅
周
辺

　

出
席
者
…
10
名

　

幹　

事
…
樽
見
正
敏

　

１
Ｃ
ク
ラ
ス
会
は
卒
業
後
初
開
催
。

　

次
回
、
令
和
元
年
６
月
22
日
㈯
開
催
を
決
定

○
44
期
３
Ｃ
ク
ラ
ス
会
・
星
の
会

　

年
月
日
…
令
和
元
年
７
月
12
日
㈮
12
時

　

会　

場
…
渋
谷
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急

　

幹　

事
…
鈴
木
正
男

○
45
期
同
期
会

37期珊瑚会

38期3Hクラス会

44期1Cクラス会

54期還暦合同OB会

54期還暦3Aクラス会
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幹　

事
…
田
島
嗣
也
（
37
期
）

　

次
回
は
、
10
月
開
催
予
定
。

●
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
（
一
柔
会
）
※

　

年
月
日
…
平
成
31
年
４
月
13
日
㈯
12
時

　

会　

場
…
え
ん
渋
谷
店

　

出
席
者
…
22
名 

　

代　

表
…
井
上
七
郎
（
39
期
）

○
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
（
一
柔
会
）	

　

年
月
日
…
令
和
２
年
４
月
第
２
週
～
至
３
週

　
　
　
　
　
（
曜
日
未
定
）
12
時

　

会　

場
…
未
定

　

代　

表
…
井
上
七
郎
（
39
期
）

○
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
（
響
会
）

　
「
石
田
さ
ん
（
三
回
忌
）
を
偲
ぶ
会
」

　

年
月
日
…
令
和
元
年
12
月
10
日
㈫
13
時

　

会　

場
…
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ

　

幹　

事
…
岩
佐
芳
一
（
45
期
）

詳
細
は
、
後
日
連
絡

数
研
第
１
期
か
ら
第
13
期
ま
で
が
出
席
。

次
回
は
、
令
和
元
年
11
月
６
日
㈬
、
同
会
場

に
て
開
催
決
定
。

●
陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
会
※

　

年
月
日
…
平
成
30
年
11
月
10
日
㈯
13
時

　

会　

場
…
コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
銀
座

　
　
　
　
　

コ
リ
ド
ー
店

　

出
席
者
…
８
名

　

会　

費
…
６
，
０
０
０
円

　

代　

表
…
宇
田
尻
信
一
（
33
期
） 

　

幹　

事
…
田
島
嗣
也
（
37
期
）

●
陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
会
※

　

年
月
日
…
平
成
31
年
４
月
６
日
㈯
13
時

　

会　

場
…
コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
銀
座

　
　
　
　
　

コ
リ
ド
ー
店 

　

出
席
者
…
８
名

　

会　

費
…
６
，
０
０
０
円

　

代　

表
…
宇
田
尻
信
一
（
33
期
）

数研OB・OG会

陸上競技部OB会（平成30年11月10日）

陸上競技部OB会（平成31年4月6日）

柔道部OB会（一柔会）

　

昭
和
四
十
一
年
に
卒
業
生
有
志

で
発
足
し
た
鉢
山
ク
ラ
ブ
は
こ
の

た
び
五
十
三
年
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

鉢
山
ク
ラ
ブ
で
は
創
立
当
初
か

ら
会
報
誌
「
鉢
山
ク
ラ
ブ
」
を
季

刊
で
発
行
し
、
行
事
報
告
、
会
員

の
エ
ッ
セ
イ
、
切
り
絵
、
川
柳
、

俳
句
等
の
文
芸
を
掲
載
し
会
員
相

互
の
情
報
源
を
果
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
鉢
山
ク
ラ
ブ
の
解
散
に

伴
い
当
二
〇
〇
号
を
も
っ
て
終
刊

の
や
む
な
き
に
至
り
ま
し
た
。

　

会
報
誌
「
鉢
山
ク
ラ
ブ
」
は
会
員
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
確

信
い
た
し
ま
す
。
解
散
後
も
会
員
の
皆
様
に
は
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
時
々
繙ひ
も
とい
て
頂
き
、
鉢

山
ク
ラ
ブ
で
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
存
じ
ま
す
。

　

永
年
に
わ
た
る
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
今
後
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
松
夫（
46
期
）
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戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
都
立
一
商
出
身
者
に
対
す
る

見
方
は
、
大
店
の
跡
継
ぎ
で
あ
ろ
う
と
の
一
方
、
そ
こ
か

ら
専
門
性
を
深
め
て
税
理
士
の
道
に
進
ま
れ
た
方
も
い
る
。

岩
田
氏
は
「
山
に
登
れ
る
稼
業
だ
か
ら
」
と
税
理
士
を
選

ば
れ
た
由
、
業
務
多
忙
の
中
、
２
月
１
日
、
中
野
駅
近
く

の
昴
星
事
務
所
応
接
室
で
、
菊
池
会
長
に
秦
副
会
長
を
交

え
、
幅
広
く
経
歴
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

部
屋
壁
面
の
書
籍
か
ら
多
様
な
活
動
の一
端
を
伺
え
た
。

都
立
一
商  

母
校
に
感
謝
を
こ
め
て

― 

簿
記
・
ソ
ロ
バ
ン
・
登
山
修
得
の
三
年
間 

―

私
の
在
学
は
、
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
年
）
４
月
よ
り
昭

和
32
年
（
１
９
５
７
年
）
３
月
の
第
34
期
生
で
す
。

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）
８
月
15
日
、終
戦
の
詔
書
は
、

北
海
道
上
川
郡
鷹
栖
村
と
い
う
７
月
に
入
植
し
た
疎
開
先

で
聴
き
ま
し
た
。
そ
れ
こ
そ
「
昭
和
の
屯
田
兵
」
と
言
っ

て
ね
。

酷
寒
の
冬
４
歳
を
経
て
、
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
年
）
２

月
に
、昭
和
20
年（
１
９
４
５
年
）５
月
24
日
の
東
京
大
空

襲
で
焼
け
た
生
れ
育
っ
た
中
野
区
上
町
に
戻
り
ま
し
た
。

以
前
は
中
野
で
も
は
や
っ
て
い
る
場
所
で
八
百
屋
を
や
っ

て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
は
ほ
か
の
八
百
屋
が
出
店
し

て
い
た
の
で
、
裏
店
で
八
百
屋
を
再
開
し
ま
し
た
。
で
も

長
男
の
私
を
頭
に
弟
妹
各
２
人
の
家
族
７
人
の
生
活
は
苦

し
く
、
小
学
校
帰
宅
後
手
伝
う
の
は
当
然
の
時
代
。
以

来
、
仲
町
小
、
中
野
九
中
、
一
商
、
昭
和
37
年
（
１
９
６

２
年
）
に
中
央
大
学
夜
間
部
卒
業
す
る
ま
で
苦
労
は
続
き

ま
し
た
。

中
学
時
代
は
毎
年
夏
に
な
る
と
一
週
間
く
ら
い
緑
陰
教
室

が
あ
り
、
１
年
の
時
は
蓼
科
山
。
２
年
は
臨
海
教
室
、
３

年
で
は
奥
日
光
か
ら
尾
瀬
沼
で
し
た
。

一
商
へ
は
、「
八
百
屋
の
後
継
ぎ
は
、大
学
進
学
不
要
。『
日

本
一
の
商
業
高
校
』と
教
師
に
勧
め
ら
れ
進
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
簿
記
は
、
町
田
先
生
に
大
変
よ
く
教
え
て
頂
き
、

英
語
は
世
界
の
50
％
だ
が
簿
記
は
１
０
０
％
世
界
に
通
じ

る
と
、
税
理
士
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

税
理
士
の
道
へ

昭
和
37
年
（
１
９
６
２
年
）
３
月
に
中
大
を
卒
業
、
そ
の

記
念
山
行
に
積
雲
期
黒
部
十
字
峡
横
断
（
長
野
県
鹿
島
槍

ヶ
岳
牛
首
尾
根
十
字
峡
立
木
切
倒
し
で
架
橋
→
富
山
県
剱

沢
左
岸　

ガ
ン
ド
ウ
尾
根　

剱
岳　

早
月
尾
根
）
直
登
を

選
び
ま
し
た
。

新
し
い
記
録
と
山
仲
間
に
高
評
価
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
日

遅
れ
て
帰
京
し
た
た
め
、父
の
逆
鱗
に
ふ
れ「
勘
当
」さ
れ
、

「
山
狂
い
の
お
前
に
八
百
屋
を
継
い
だ
ら
三
日
で
潰
れ
る
」

と
申
し
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
小
学
校
学
歴
に
父
兄
同
伴
の
中
大
卒
業
式

招
待
状
の
最
大
の
楽
し
み
を
裏
切
っ
た
こ
と
で
し
た
。

そ
の
と
き
私
は
、
若
気
の
至
り
、
詫
び
る
ど
こ
ろ
か
反
抗

し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
山
岳
部
の
浦
野
稔
雄
先
輩
（
29

期
）
を
頼
り
居
候
し
つ
つ
、
求
職
活
動
を
行
い
、
そ
の
結

果
、
品
川
の
会
計
事
務
所
で
住
込
書
生
生
活
一
年
六
か
月

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
、
簿
記
論
、
財
務
諸
表
論
、
所
得
税
法
、
相
続
税

法
と
合
格
し　

翌
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
年
）
法
人
税
法

で
税
理
士
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
浅
草
の
事
務
所
へ
転
職
５
年
、
そ
こ
で
勉
強
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
「
自
分
の
給
料
の
３
倍
は
稼

げ
」
と
集
金
し
て
来
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
よ
。
お
礼

奉
公
３
年
間
の
の
ち
、
の
れ
ん
分
け
５
件
の
お
客
様
を
頂

き
昭
和
43
年
（
１
９
６
８
年
）
１
月
、
一
商
山
岳
部
等
山

仲
間
と
、
父
の
同
業
八
百
屋
の
協
力
で
13
件
の
お
客
様
を

得
て
生
ま
れ
育
っ
た
中
野
区
に
事
務
所
を
開
設
す
る
に
至

岩
田
克
夫
（
い
わ
た  

か
つ
お
）さ
ん  

34
期

人
物
訪
問

そ
の
　
　5
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先
生
の
告
別
式
に
は
山
岳
部
Ｏ
．
Ｂ
．
総
員
参
加
。
荻
窪

駅
近
く
の
居
酒
屋
で
の
合
同
精
進
落
と
し
に
野
球
部
、
水

泳
部
ｅ
ｔ
ｃ
．
他
の
ク
ラ
ブ
か
ら
も
敬
意
を
こ
め
て
多
く

が
列
席
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
人
徳
？
で
し
ょ
う
。

故
町
田
利
雄
先
生

町
田
利
雄
先
生（
ア
メ
リ
カ
式
簿
記
論
、経
済
学
担
当
）＝

高
校
３
年
時
の
山
岳
部
々
長
＝
の
こ
と
：

僕
は
町
田
先
生
が
大
好
き
で
、
お
宅
ま
で
遊
び
に
行
っ
た

り
し
ま
し
た
。

３
年
生
で
の
夏
山
合
宿
（
第
２
班
）
は
「
大
滝
山
―
蝶
ケ

岳
―
常
念
岳
―
槍
ケ
岳
―
上
高
地
」
の
コ
ー
ス
で
、

三
崎
先
生
（
化
学
担
当
）（
オ
バ
ケ
）
も
自
主
参
加
な
さ

い
ま
し
た
。
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
あ
だ
名
同
様
遅
れ
な
が
ら
ツ
キ

ま
と
い
、
化
学
教
室
か
ら
持
出
し
（
？
）
休
憩
毎
に
ク
エ

ン
酸
を
配
布
、
効
能
を
述
べ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

夜
は
、３
０
０
０
ｍ
近
い
稜
線
で
の
天
体
観
測
。天
の
川
上

に
飛
ぶ
白
鳥
座
。
主
星
の
デ
ネ
プ
。
嘴
の
ア
ル
ビ
レ
オ
。

夜
明
前
の
流
星
群
に
は
何
の
願
い
か
け
た
の
か
、
男
女
共
学

で
あ
っ
た
が
女
子
山
岳
部
々
員
の
い
な
い
登
山
隊
で
し
た
。

恋
人
と
伴
に
草
の
褥
に
寝
こ
ろ
ん
で
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ

神
話
の
星
の
物
語
を
夢
見
た
も
の
で
す
。

初
め
て
リ
ー
ダ
ー
を
拝
命
、
心
得
と
し
て
「
カ
ス
リ
傷
一

つ
負
わ
さ
ず
家
族
の
元
へ
」。
そ
の
根
源
は
理
想
の
リ
ー

ダ
ー
と
尊
敬
す
る
サ
ー
ア
ー
ネ
ス
ト
・
シ
ャ
ッ
ク
ル
ト
ン

の
考
。
即
ち
、
人
類
初
南
極
点
争
い
に
は
、
ア
ム
ン
ゼ
ン

や
ス
コ
ッ
ト
に
遅
れ
を
と
っ
た
が
、
エ
ン
デ
ュ
ア
ラ
ン
ス

号
、
南
極
、
ウ
ェ
ッ
デ
ル
海
遭
難
に
際
し
、
２
年
近
い
年

月
を
か
け
全
隊
員
を
無
事
家
族
元
へ
帰
し
た
こ
と
か
ら
の

引
用
と
後
日
知
り
ま
し
た
。

資
産
の
「
学
校
法
人
大
原
学
園
」
に
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

現
在
も
安
部
理
事
長
と
の
御
縁
は
続
い
て
お
り
ま
す
。

山
岳
部
々
長
先
生

近
藤
隆
英
先
生　
（
大
陸
式
簿
記
論
担
当
）（
コ
ン
チ
ャ
ン
）

の
こ
と
：

一
商
を
語
る
時
、
コ
ン
チ
ャ
ン
を
知
ら
ぬ
人
は
な
く
、
多

く
の
卒
業
生
が
学
恩
を
亨
け
た
先
生
で
す
。

記
憶
に
残
る
12
月
14
日
の
授
業
は
、「
赤
穂
浪
士　

吉
良

邸
討
入
の
段
一
席
」
と
、「
君
た
ち
は
昭
和
32
年
（
１
９

５
７
年
）
卒
だ
か
ら
プ
ラ
ス
２
で
『
34
期
生
』
だ
」
と
宣

言
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
そ
の
上
、
ご
子
息
が
麻
布
高
校
山
岳
部
員
、
会

報
「
岩
燕
」
を
持
参
・
来
校
の
際　

更
に
交
友
を
深
め
た

次
第
で
す
。

ま
た
、
日
本
登
山
ガ
イ
ド
協
会
設
立
な
ど
も
そ
の
功
績
で

す
。

池
田
鉄
喜
先
生
（
体
操
担
当
）（
テ
ッ
キ
）
の
こ
と
：

６
尺
豊
か
な
美
丈
夫
で
、
体
育
大
学
在
学
中
か
ら
同
校
女

子
大
生
の
憧
れ
の
的
と
、
世
間
は
狭
く
憧
れ
の
ま
ま
老
婆

に
な
っ
た
体
育
教
師
よ
り
30
年
後
に
お
聴
き
し
ま
し
た
。

３
年
生
の
昭
和
31
年
（
１
９
５
６
年
）
７
月
夏
山
準
備
山

行
（
八
ヶ
岳
縦
走
）
同
行
で
は
、
一
年
生
バ
テ
姿
を
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
不
足
と
叱
り
、
荷
を
背
負
う
と
申
出
さ
れ
、
同

期
の
故
上
野
勝
義
が
近
く
の
岩
石
を
も
包
ん
で
お
願
い

し
、
幕
営
地
即
引
取
り
し
た
の
も
両
国
生
れ
の
イ
タ
ズ
ラ

心
（
？
）
で
し
ょ
う
か
。
さ
す
が
の
テ
ッ
チ
ャ
ン
も
バ
テ

気
味
で
し
た
。

り
ま
し
た
。
東
中
野
の
日
本
閣
の
反
対
側
の
ち
い
ち
ゃ
な

ビ
ル
の
４
階
で
す
。

税
理
士
の
道
を
選
ん
だ
の
は「
山
に
登
れ
る
稼
業
だ
か
ら
」

で
し
た
が
、
始
め
て
み
る
と
、
確
定
申
告
・
年
度
末
決
算

な
ど
超
繁
忙
期
が
続
く
の
で
事
務
所
を
休
む
わ
け
に
も
い

か
ず
涙
を
の
み
ま
し
た
。

今
年
52
年
目
を
迎
え
、
中
野
駅
南
口
多
機
能
ト
イ
レ
を
持

つ
40
坪
「
げ
た
履
き
よ
ろ
ず
相
談
所
」
を
新
設
し
、
さ
さ

や
か
な
が
ら
地
域
貢
献
を
し
て
お
り
ま
す
。

「
税
理
士
法
人 

昴
星
（
す
ば
る
）」
の
名
前
は
、
山
岳
部

で
山
歩
き
す
る
と
、
星
の
話
や
植
物
の
話
を
す
る
か
ら
、

そ
う
い
う
の
を
一
商
で
学
習
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
五
島
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
出
来
た
こ
ろ
当
時
は
会
員
で

し
た
か
ら
、
雨
が
降
っ
た
り
す
る
と
み
ん
な
で
よ
く
見
に

行
っ
て
、土
曜
日
は「
星
と
音
楽
の
夕
べ
」と
い
う
こ
と
で
、

彼
女
を
引
っ
張
り
込
ん
で
デ
ー
ト
す
る
の
も
い
ま
し
た
。

恩
師
を
偲
ん
で

武
市
春
男
校
長　
（
土
佐
独
特
の
気
質　
強
情
ガ
ン
コ
一

徹
）
の
こ
と
：

「
竜
馬
が
ゆ
く
」
司
馬
遼
太
郎
の
武
市
半
平
太
の
一
族
で

あ
る
こ
と
を
誇
り
、
一
商
退
職
後
、
其
の
簿
記
普
及
に

と
、
商
業
高
校
教
員
の
質
の
向
上
、
生
活
改
善
（
薄
給
補

充
）
自
己
の
教
育
理
念
実
現
の
た
め
大
原
簿
記
学
校
を
再

興
し
、
豊
島
区
か
ら
都
議
会
議
員
の
立
候
補
（
落
選
）
す

る
な
ど
豪
快
な
男
で
し
た
。

故
町
田
利
雄
先
生
等
と
放
課
後
、
休
日
に
は
大
原
簿
記
学

校
で
簿
記
教
育
に
進
ん
で
協
力
な
さ
る
と
同
時
に
、
自
己

生
活
の
改
善
し
つ
つ
、
今
日
の
大
原
簿
記
学
校
を
現
在
有

し
、
全
国
79
ヶ
所
に
校
舎
を
持
つ
１
，
０
０
０
億
円
近
い
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９
５
６
年
）
５
月
９
日
３
年
生
の
折
、
マ
ナ
ス
ル
（
８
，

１
６
３
ｍ
）
日
本
隊
が
登
頂
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
球
に
い
ま
で
も
人
類
未
踏
の
白
い
地
図
が
残

る
若
い
地
球
。
日
本
が
、
世
界
が
、
発
展
す
る
無
限
の
可

能
性
を
秘
め
て
い
た
時
代
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
の
で
す
。

残
念
な
こ
と
に
膝
を
痛
め
て
手
術
し
た
た
め
、
４
級
の
障

害
者
に
な
り
ま
し
た
。だ
か
ら
登
山
は
も
う
出
来
ま
せ
ん
。

特
に
下
り
が
ダ
メ
。
そ
れ
で
去
年
、
南
極
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
南
極
は
昔
か
ら
の
夢
で
し
た
か
ら
。
ヒ
ョ
ウ
ア
ザ

ラ
シ
が
ペ
ン
ギ
ン
を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
や
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
も
見
ま
し
た
。
狭
い
ル
メ
ー
ル
海
峡
を
船
で
通
っ
て
南

極
半
島
に
上
陸
す
る
と
「
ペ
ン
ギ
ン
に
近
づ
い
て
は
い
け

な
い
」
と
注
意
さ
れ
る
が
、
ペ
ン
ギ
ン
の
ほ
う
か
ら
寄
っ

て
来
る
ん
で
す
。
ペ
ン
ギ
ン
た
ち
は
オ
キ
ア
ミ
や
イ
カ
を

食
べ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
南
極
に
は
温
泉
が
２
か
所
あ

る
ん
で
す
が
、
旅
行
者
は
使
用
不
可
と
の
こ
と
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
私
の
社
会
福
祉
の
こ
と
で
す
。

人
形
劇
の
一
番
最
初
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
チ
ロ
リ
ン
村
と
く

る
み
の
木
」
で
す
が
、
昭
和
44
年
（
１
９
６
９
年
）
４
月

に
公
益
財
団
法
人 

現
代
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
の
放

送
が
終
わ
っ
た
時
で
し
た
。
で
す
か
ら
私
が
今
、
一
生
懸

命
に
や
っ
て
い
る
の
は
、
社
会
福
祉
関
係
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、「
人
生
は
旅
」「
健
康
で
長
生
き
」
頭
の
ボ

ケ
ぬ
限
り
、
生
涯
現
役
と
し
て
、
税
理
士
と
し
て
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

書
起
こ
し
＝
岩
佐
芳
一
、
文
責
＝
秦
和
夫

松
本
駅
前
の
や
よ
い
食
堂
で
ザ
ッ
ク
を
置
き
、
浅
湯
で
山

の
汚
れ
を
洗
い
落
し
、「
夢
（
女
）
の
里
」
？
東
京
に
は

比
較
に
な
ら
ぬ
が
小
さ
な
色
街
だ
っ
た
が
・
・
・
。

こ
の
合
宿
は
、
町
田
先
生
を
先
頭
に
隊
列
を
組
ん
で
行
軍

し
た
の
も
想
い
出
で
す
。
そ
し
て
、
最
後
尾
に
は
オ
バ
ケ

（
三
崎
先
生
）
ま
で
。

81
年
の
人
生
を
省
み
て

一
商
は
タ
ッ
タ
の
３
年
間
で
あ
っ
た
が
、
簿
記
、
ソ
ロ
バ

ン
、
登
山
を
修
得
し
ま
し
た
。

一
生
の
仕
事 

税
理
士
に
、
趣
味
の
山
登
り
、
恩
師
、
良

き
友
に
恵
ま
れ
感
謝
以
外
に
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、「
昭
和
」
を
50
年
、「
平
成
」
を
30
年
、そ
し
て
「
令

和
」。
人
生
経
験
は
「
上
皇
陛
下
」
の
人
生
に
近
い
。

そ
の
間
、
六
度
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
三
度
の
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
、
二
度
の
チ
ベ
ッ
ト
行
、
南
極
大
陸
上
陸
、

二
度
の
北
極
圏
旅
行
な
ど
、
山
登
り
に
夢
中
に
な
っ
た
青

春
が
あ
り
ま
す
。

一
番
の
思
い
出
は
、
平
成
10
年
（
１
９
９
８
年
）
プ
レ
モ

ン
ス
ー
ン
（
３
月
～
６
月
）
現
役
5
人
登
頂
の
エ
ベ
レ
ス

ト
へ
登
山
で
す
。
故
樽
木
正
保
先
輩
（
28
期
）
の
結
果
は

８
，
３
０
０
ｍ
ま
で
登
っ
た
も
の
の
残
念
な
が
ら
撤
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

登
山
仲
間
が
「
男
に
と
っ
て
『
第
一
の
場
は
仕
事
』『
第

二
の
場
は
家
庭
』
そ
し
て
『
第
三
の
場
が
必
要
で
あ
る
』」

と
力
説
し
、
そ
の
第
三
の
場
は
「
我
々
に
と
っ
て
は
『
登

山
』
だ
」
と
一
同
異
議
な
く
賛
意
を
表
し
た
も
の
で
す
。

因
み
に
、
英
国
の
エ
ベ
レ
ス
ト
（
８
，
８
４
８
ｍ
）
初
登

頂
は
、
昭
和
27
年
（
１
９
５
２
年
）
５
月
29
日
。
エ
リ
ザ

ベ
ス
女
王
の
載
冠
式
の
日
で
し
た
。
ま
た
、昭
和
31
年（
１
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て
得
ら
れ
た
気
づ
き
や
感
想
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　

英
国
の
一
般
的
な
家
庭
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
、英
国
の
歴
史
は
実
際
に
史
跡
な
ど
の
訪
問
、

積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
英
語
文

化
へ
の
関
心
を
深
め
英
語
の
勉
強
を
続
け
て
い

き
た
い
思
い
を
強
め
た
印
象
で
し
た
。

　

後
輩
た
ち
の
大
い
な
る
進
化
に
期
待
し
た

い
。

　

母
校
の
創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
一
商

同
窓
会
の
支
援
の
も
と
海
外
語
学
研
修
に
生
徒

を
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

学
校
支
援
、
在
校
生
へ
の
支
援
と
し
て
５
年

に
わ
た
り
検
討
さ
れ
て
き
た
菊
池
前
会
長
と
母

校
大
林
校
長
が
協
力
さ
れ
実
現
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
、平
成
30
年
（
２
０
１
８
）
夏
期
（
７

月
21
日
～
８
月
３
日
）
に
３
年
生
３
名
が
海
外

短
期
留
学
に
参
加
し
ま
し
た
。

 
一
商
奨
学
会
事
業

 
一
商
奨
学
会
事
業

　

さ
ら
に
平
成
31
年
春
期
（
３
月
26
日
～
４
月

６
日
）
と
し
て
、
１
年
生
２
名
、
２
年
生
２
名

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
先
は
、
英
国
国
立
バ
ン
ガ
ー
大
学
日
本

研
究
所
ト
リ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
英
国
の
文
化
に
触
れ
る
）
で
す
。

　

海
外
研
修
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
海
外
で
の

貴
重
な
経
験
が
、
在
校
生
の
新
た
な
可
能
性
を

切
り
ひ
ら
い
て
い
き
ま
す
。

　

実
際
に
こ
の
研
修
を
う
け
海

外
の
大
学
に
進
学
す
る
ケ
ー
ス

も
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
在
校
生
へ

の
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

海
外
研
修
報
告
会

（
夏
期
）

　

平
成
30
年
11
月
25
日
に
母
校

で
開
か
れ
た
同
窓
会
主
催
「
同

期
会
・
ク
ラ
ス
会
を
活
発
に
開

催
す
る
た
め
の
情
報
交
換
会
」

の
中
で
一
商
奨
学
金
に
よ
る
同

年
夏
期
の
英
国
語
学
研
修
の
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
、
但
野
聖

奈
さ
ん
、
赤
垣
汐
音
さ
ん
、
島

妃
麗
さ
ん
の
３
名
か
ら
留
学
し

在
校
生 

英
国
語
学
研
修
始
ま
る
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親
切
に
丁
寧
に
お
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
少

し
ず
つ
不
安
は
取
り
除
か
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
は
料
理
を
作
る
の
が
上
手

で
、
こ
こ
は
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
か
と
ま
で

思
わ
せ
る
料
理
を
毎
日
作
っ
て
く
れ
て
、
毎
日

毎
日
感
謝
と
幸
せ
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

英
国
研
修
最
終
日
。
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
と
の
お

別
れ
の
時
、
涙
で
の
お
別
れ
は
良
く
な
い
と
思

い
、
笑
顔
で
い
よ
う
と
心
に
決
め
て
い
た
は
ず

な
の
に
、
い
ざ
お
別
れ
と
な
る
と
勝
手
に
涙
が

こ
ぼ
れ
、
笑
顔
に
な
ら
な
き
ゃ
と
思
え
ば
思
う

ほ
ど
、
涙
が
止
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
マ
ザ
ー
も
涙
を
流
し
、「
ま
た
す
ぐ
に
来
て

い
い
か
ら
ね
。」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
い
つ
か
会
え
る
時
が
来
る
こ
と
を
私
は
信

じ
て
い
ま
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
た
英
国
研
修
。

こ
れ
を
書
い
て
い
る
今
で
も
昨
日
の
事
の
よ
う

に
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
の
中
で

た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
知
識

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
や
周
り

の
仲
間
そ
し
て
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
に
助
け
ら
れ
、

人
生
で
１
番
充
実
し
た
春
休
み
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
こ
の
日
本
で
、
英

国
研
修
と
い
う
も
の
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
、
実
際
に
英
語
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の

経
験
を
糧
に
こ
れ
か
ら
先
の
人
生
、
も
っ
と
も

っ
と
英
語
に
関
わ
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。　

　

最
後
に
こ
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
同

窓
会
の
皆
様
、
校
長
先
生
、
副
校
長
先
生
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

先
も
様
々
な
こ
と
に
対
し
、
挑
戦
し
努
力
し
頑

張
り
ま
す
!!

こ
と
だ
け
で
も
一
苦
労
で
し
た
。
し
か
し
、
先

生
方
は
優
し
く
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
、
徐
々
に
徐
々
に
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
聞

く
だ
け
で
な
く
理
解
す
る
こ
と
も
出
来
ま
し

た
。
普
通
の
授
業
の
他
に
も
日
本
に
は
文
化
の

な
い
ド
ラ
マ
の
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。
ド
ラ
マ

の
授
業
で
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
歴
史
を
ひ
と
つ
の

短
い
劇
と
し
て
発
表
す
る
た
め
の
レ
ッ
ス
ン
を

し
ま
し
た
。
最
初
は
発
生
や
表
情
、
動
き
な
ど

恥
ず
か
し
さ
も
残
り
つ
つ
、
み
ん
な
で
仲
良
く

楽
し
く
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
授
業
の

成
果
を
各
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
見
せ
る
修
了
式
で
は
、
私
は
ビ
ー
ト
ル

ズ
の
役
を
演
じ
さ
せ
て
も
ら
い
、
最
後
のA

ll 
Y

ou N
eed Is Love

（
愛
こ
そ
す
べ
て
）
を

歌
っ
た
時
に
達
成
感
と
と
も
に
楽
し
か
っ
た
な

と
思
い
出
を
振
り
返
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

お
昼
ご
飯
や
買
い
物
の
時
間
で
は
初
め
は
硬

貨
を
使
い
こ
な
す
こ
と
が
難
し
く
、
財
布
の
中

は
硬
貨
が
た
く
さ
ん
…
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
何
か
を
頼
む
こ
と
さ
え
難
し
く
、
頼

む
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
最

後
の
方
に
は
硬
貨
を
使
い
こ
な
す
こ
と
も
出
来

る
よ
う
に
な
り
、
頼
む
こ
と
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

な
り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
で
は
そ
の
日
の
授
業

で
教
え
て
頂
い
た
こ
と
を
も
と
に
第
一
商
業
と

い
う
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら

観
光
を
し
ま
し
た
。
授
業
で
教
わ
っ
た
こ
と
を

実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
楽
し
み
で
あ
り
不
安
で
も

あ
っ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
初
め
は
私
た
ち
の
精

一
杯
の
英
語
が
上
手
く
通
じ
ず
、
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
時
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
の
方
が
と
て
も

　
英
国
研
修
を
終
え
て
…

３
年
Ｆ
組
　
鈴
木
　
果
乃
　

　

高
校
２
年
生
か
ら
３
年
生
へ
と
変
わ
る
春
、
私

は
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

始
ま
り
は
高
校
２
年
生
の
11
月
。「
英
国
研

修
」
こ
の
話
に
対
し
私
は
大
き
な
好
奇
心
に
駆

ら
れ
ま
し
た
。
去
年
の
夏
に
ひ
と
足
早
く
英
国

研
修
に
行
っ
た
先
輩
方
の
お
話
や
校
長
先
生
か

ら
の
お
話
に
と
て
も
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
私

は
海
外
へ
と
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
海
外
に
興

味
が
あ
り
、
英
語
を
日
常
生
活
の
中
で
使
っ
て

み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
英
語

が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
そ
ん
な
経
験
が
出
来
る

の
は
こ
の
英
国
研
修
し
か
な
い
、
そ
う
思
い
ま

し
た
。

　

高
校
２
年
生
の
２
学
期
終
業
式
の
日
。
英
国

研
修
に
行
く
こ
と
が
決
ま
り
、
喜
び
が
込
み
上

げ
ま
し
た
。
そ
れ
と
共
に
責
任
感
も
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
は
旅
行
で
は
な
い
、
様
々
な
勉
強
を

し
に
行
く
場
だ
、
そ
う
思
い
な
が
ら
副
校
長
先

生
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
り
に
行
っ
た
り
、
物
品
の

準
備
を
し
た
り
と
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
、
出
発
の
日
と
な
り
ま
し
た
。
行
き
の
飛
行

機
で
は
乗
り
換
え
の
飛
行
機
に
乗
れ
な
い
と
い

う
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
英
語
で

空
港
の
方
に
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
伝
え
る
の
は
大

変
で
苦
労
も
し
ま
し
た
が
、
他
校
の
人
達
と
協

力
し
合
っ
た
お
か
げ
で
仲
良
く
な
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

２
日
目
か
ら
は
バ
ン
ガ
ー
大
学
で
の
授
業
と

バ
ン
ガ
ー
周
辺
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
を
し

ま
し
た
。
英
語
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
で
の
授
業
は

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
難
し
く
、
最
初
は
聞
く
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拝
啓

　

寒
さ
厳
し
き
中
に
も
、
少
し
ず
つ
日
も
長
く

な
り
は
じ
め
春
が
近
づ
い
て
く
る
思
い
が
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
は
奨
学
金
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

陰
様
で
高
校
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
三
年
間
、
勉
強
、
部
活
動
、
委
員
会
活

動
、
生
徒
会
活
動
と
忙
し
く
も
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
私
の
心
に

残
っ
て
い
る
も
の
は
生
徒
会
活
動
で
す
。
二
学

年
の
後
期
か
ら
生
徒
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
文
化
祭
や
歓
迎
会
、
歓
送
会
の
運
営
、

署
名
活
動
や
目
安
箱
を
使
っ
た
意
見
の
取
り
入

れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
六
月
に
は
本
校
百
周

年
の
挨
拶
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
つ

一
つ
が
ど
れ
も
大
変
で
、
苦
労
す
る
も
の
ば
か

り
で
し
た
が
何
よ
り
も
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く

れ
た
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

三
年
間
本
校
で
培
っ
て
き
た
こ
と
を
生
か

し
、
卒
業
後
は
留
学
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
と

て
も
険
し
い
道
だ
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
を
信

じ
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
不
安
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
一
商
で
過

ご
し
て
き
た
三
年
間
で
多
く
の
事
を
学
ん
だ
の

で
、
そ
れ
を
頼
り
に
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
第
一
商
業
で
様
々
な
人
と
め
ぐ
り
合
え

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
勉
強
や
生
活
面

な
ど
、
辛
く
て
く
じ
け
て
し
ま
い
そ
う
な
時
、

い
つ
も
周
り
の
仲
間
や
担
任
の
先
生
が
支
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
い
ま
の
私
が
あ
る
の
は
周

り
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
そ
ん
な
人
づ
く

り
も
第
一
商
業
高
校
が
造
っ
た
も
の
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
学
校
だ
と
心
か
ら
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
康
と

貴
団
体
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日三

年
Ａ
組　

Ｋ
・
Ｈ

❖　

❖　

❖　

❖

拝
啓

　

立
春
と
は
名
ば
か
り
の
厳
し
い
残
寒
が
続
き

ま
す
が
、
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
度
は
一
商
奨
学
金
に
採
用
し
て
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
高
校
二

年
生
か
ら
二
年
間
御
支
援
を
賜
り
、
第
一
商
業

高
校
で
勉
学
を
続
け
さ
せ
て
い
た
き
ま
し
て
こ

と
を
大
変
幸
せ
に
感
じ
る
と
と
も
に
皆
様
に
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
一
商
奨
学
金
を
い
た
だ
き
、
進
学
の
入

学
金
と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
学
生
の
時
か
ら
鍼
灸
師
の
資
格
を
取
得
す
る

こ
と
が
夢
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
専

門
学
校
へ
行
き
卒
業
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

入
学
す
る
の
に
は
高
額
な
お
金
が
か
か
り
ま

す
。家
計
的
に
進
学
を
諦
め
よ
う
と
し
た
時
に
、

こ
の
よ
う
な
制
度
が
あ
る
こ
と
を
先
生
に
勧
め

て
い
た
だ
き
、進
学
を
諦
め
ず
に
済
み
ま
し
た
。

同
窓
会
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
、
夢
へ
一
歩
近

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
資
格
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
た
ら
、
婦
人
科
へ
の
就
職
す
る
こ

と
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。
就
職
す
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
女
性
な
ら
で
は
の
悩
み
を
解
決
す

る
支
え
に
な
り
た
い
で
す
。
女
と
し
て
心
の
サ

ポ
ー
ト
に
も
自
信
が
あ
る
の
で
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

　

一
商
奨
学
金
を
い
た
だ
い
て
い
る
間
は
、
良

い
成
績
を
取
る
こ
と
が
恩
返
し
だ
と
思
い
頑
張

っ
て
き
ま
し
た
。
第
一
商
業
高
校
を
卒
業
し
て

か
ら
は
新
し
い
学
校
で
夢
の
実
現
に
向
け
、
資

格
取
得
の
た
め
に
一
生
懸
命
勉
学
に
励
み
ま

す
。
感
謝
の
意
を
表
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
重
ね
て
御
礼
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
康
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

敬
具

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日

三
年
Ｅ
組　

Ａ
・
Ｍ

❖　

❖　

❖　

❖

拝
啓

　

厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
同
窓

会
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
は
一
商
奨
学
金
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
た
だ
い
た
奨
学
金
は
、
日
商
簿
記
検
定
や
秘

書
検
定
な
ど
の
受
験
料
や
テ
キ
ス
ト
代
、
ま
た

学
校
へ
通
う
た
め
の
交
通
費
と
し
て
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
奨
学
金
の
お
か
げ
で
、

秘
書
検
定
三
級
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
無
事
に
株
式
会

社
東
急
百
貨
店
に
経
理
事
務
と
し
て
内
定
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
四
月
か
ら
社
会

人
と
し
て
の
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、
私
は
内
定
先
で
少
し
で
も
発
展
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
社
員
皆
さ
ま
か
ら
信
頼

し
て
も
ら
え
る
社
会
人
に
な
り
た
い
と
い
う
目

標
が
あ
り
ま
す
。
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
精

一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
一
商
業
に
入
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し

て
き
ま
し
た
。
商
業
の
勉
強
が
で
き
、
た
く
さ

ん
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び

や
、
人
と
関
わ
る
こ
と
の
大
切
さ
、
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
こ
れ
ら
が
私
を
成
長
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と

貴
団
体
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日

三
年
Ｆ
組　

Ｃ
・
Ｂ
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申
請
書
の
原
案
作
り
か
ら
、
添
付
を
求
め
ら

れ
た
書
類
や
契
約
書
な
ど
膨
大
な
作
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
作
っ
た
文
案
も
、
こ

の
記
号
は
使
え
な
い
な
ど
と
細
か
な
指
摘
も
あ

り
書
き
直
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
公
益
法
人
担
当
か
ら
、
当
初
、
11
月

１
日
設
立
の
法
人
で
は
キ
ャ
リ
ア
不
足
だ
し
事

務
能
力
に
欠
け
て
い
る
と
の
疑
念
か
ら
、
４
月

１
日
に
認
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
発
言

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
４
月
１
日
認
定

を
目
指
し
て
意
思
を
変
え
ず
準
備
を
進
め
ま
し

た
。

　

申
請
準
備
作
業
は
、
菊
池
会
長（
32
期
）、
山

口
公
認
会
計
士（
39
期
）、
中
澤
さ
ん（
39
期
）、

櫻
井
公
認
会
計
士（
39
期
）、
山
本
税
理
士（
41

期
）、
飯
塚
公
認
会
計
士（
47
期
）、
福
崎（
41
期
）

が
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
作
り
、
実
務
的
に
は
山

口
公
認
会
計
士
が
中
心
と
な
り
、
必
要
な
都
度

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

公
益
認
定
の
申
請
は
、
事
業
計
画
書
そ
の
他

文
章
で
表
現
す
る
も
の
は
、
細
大
漏
ら
さ
ず
文

章
化
し
、
証
憑
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
財
政
基
盤
に
関
し
て
は

収
支
予
算
書
、
貸
借
対
照
表
な
ど
に
加
え
、
維

持
財
産
と
奨
学
金
支
出
見
込
み
及
び
そ
の
財
源

に
つ
い
て
は
長
期
的
な
推
移
予
測
が
求
め
ら
れ

る
な
ど
作
成
に
当
た
っ
て
は
膨
大
な
時
間
を
か

け
た
作
業
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
京
都
公
益
法
人
担
当
と
の
メ
ー
ル
に
よ
る

質
疑
の
や
り
取
り
は
、
延
べ
数
十
回
に
及
び
ま

し
た
。
し
か
し
、
相
手
の
東
京
都
公
益
法
人
担

当
の
方
も
一
商
奨
学
会
の
希
望
に
沿
う
形
で
の

公
益
認
定
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
ら
、
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　

一
商
奨
学
会　

福
崎
達
哉

　

し
か
も
、
昨
年
、
一
商
は
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
、
そ
れ
を
機
に
在
校
生
数
名
を
毎
年
継

続
し
て
短
期
海
外
留
学
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
の
で
、そ
の
原
資
（
１
名
当
た
り
約
50
万
円
）

を
ど
こ
か
ら
か
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

原
資
と
な
る
基
本
財
産
（
資
本
）
を
棄
損
さ

せ
ず
に
、
か
つ
、
積
極
的
に
資
金
を
調
達
す
る

必
要
性
に
迫
ら
れ
ま
し
た
。

︿
公
益
認
定
を
受
け
る
意
思
を
固
め
た
﹀

　

公
益
認
定
を
受
け
れ
ば
利
子
は
非
課
税
と
な

り
、
実
利
は
年
42
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

同
時
に
寄
付
金
控
除
が
受
け
ら
れ
る
な
ら
ば

寄
付
を
し
て
く
れ
る
方
々
の
増
加
と
、
寄
付
金

額
の
増
額
が
期
待
で
き
る
。

　

そ
う
な
れ
ば
、
短
期
海
外
留
学
に
派
遣
す
る

生
徒
の
人
数
も
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
在

学
生
が
そ
れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
し
て
勉

学
が
進
む
。

　

一
方
、
入
学
志
望
者
も
そ
の
魅
力
に
惹
か
れ

て
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
期
待
が

大
き
く
膨
ら
ん
だ
。

　

と
い
う
こ
と
な
ら
ば
と
、
公
益
法
人
を
目
指

す
、
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

︿
公
益
認
定
に
向
け
て
の
裏
話
﹀

　

昨
年
の
11
月
１
日
に
設
立
さ
れ
た
一
般
財
団

法
人
一
商
奨
学
会
で
す
が
、
翌
年
４
月
１
日
付

の
公
益
認
定
に
向
け
て
作
業
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

時
間
は
５
カ
月
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京
都

公
益
法
人
担
当
か
ら
は
、
４
月
初
め
に
認
定
さ

れ
る
た
め
に
は
最
低
３
か
月
か
か
る
と
教
示
さ

れ
ま
し
た
。

こ
と
で
、
直
接
的
に
非
課
税
の
恩
恵
を
受
け
る

の
は
国
債
や
定
期
預
金
の
利
子
が
非
課
税
に
な

る
こ
と
（
お
お
よ
そ
年
42
万
円
）、
当
会
に
寄

付
し
て
い
た
だ
い
た
方
（
法
人
を
含
む
）
に
は

所
得
税
や
法
人
税
の
寄
付
金
控
除
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
財
団
法
人
一
商
奨
学
会
に
し
て

も
公
益
財
団
法
人
一
商
奨
学
会
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
支
え
る
の
は
、
都
立
一
商
同
窓
会
、
都

立
一
商
、
都
立
一
商
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
構
成
員
で
あ
る

私
た
ち
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
公
益
財
団
法
人
一
商
奨
学
会

の
事
業
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
勢
力
に
利
益
を

集
中
さ
せ
な
い
た
め
、
評
議
員
お
よ
び
理
事
、

監
事
の
役
員
は
特
定
の
勢
力
が
支
配
で
き
な
い

構
成
に
な
る
よ
う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

︿
公
益
認
定
を
受
け
る
必
要
性
が
高
ま
っ
た
﹀

　

約
30
年
間
、
都
立
一
商
奨
学
会
と
し
て
毎
年

20
名
か
ら
27
名
の
奨
学
生
に
奨
学
金
を
支
給
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
原
資
は
、
１
９
８
７
年
（
昭
62
）
７
月

に
丹
沢
寮
を
売
却
し
た
際
の
１
億
３
１
０
０
万

円
と
利
子
を
加
え
た
１
億
４
０
０
０
万
円
を
平

成
15
年
30
年
国
債
で
運
用
し
た
利
子
の
年
間
約

２
８
０
万
円
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
２
８
０
万
円
は
利
子
課
税
が

か
か
り
、
年
間
42
万
円
、
10
年
間
に
す
る
と
４

２
０
万
円
が
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
25
日
㈪
午
後
、
東
京
都
の
公
益
認
定
審

議
会
で
「
一
般
財
団
法
人
一
商
奨
学
会
」
が
公

益
認
定
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
「
公
益
財
団
法

人
一
商
奨
学
会
」
と
し
て
組
織
と
名
称
が
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

︿
一
商
奨
学
会
の
奨
学
金
給
付
事
業
は
将
来
社

会
に
役
立
つ
人
づ
く
り
の
た
め
に
﹀

　

一
商
奨
学
会
は
「
認
定
法
」
で
定
め
ら
れ
て

い
る
公
益
事
業
「
児
童
又
は
青
少
年
の
健
全
な

育
成
を
目
的
と
す
る
事
業
」
を
行
な
う
者
と
し

て
公
益
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
商
在
校
生
の
健
全
な
育
成
を
目
的
と
し
て

奨
学
金
給
付
事
業
を
行
な
う
の
で
一
商
奨
学
会

を
公
益
法
人
に
し
て
ほ
し
い
と
申
請
し
、
そ
れ

が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

公
益
法
人
は
国
か
ら
税
制
上
の
優
遇
措
置
を

受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
、
会
社
や
そ
の
他
の
法

人
と
大
き
く
違
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
そ
れ
が
許
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
は
、

公
益
法
人
が
厳
密
な
資
格
条
件
を
満
た
し
た
事

業
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
だ
と
国
に
認
め
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

だ
か
ら
、一
般
の
営
利
会
社
や
団
体
と
比
べ
、

社
会
が
私
た
ち
を
見
る
目
は
、
信
用
度
、
ス
テ

ー
タ
ス
を
含
め
社
会
的
評
価
は
極
め
て
高
い
も

の
が
あ
る
の
で
す
。

　

ま
ず
、
そ
の
こ
と
を
私
た
ち
は
十
分
自
覚
し

た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
一
商
奨
学
会
が
公
益
認
定
を
受
け
た
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し
て
大
正
一
五
年
一
一
月
に
開
館
さ
れ
た
。
図

書
館
設
置
は
開
校
当
初
か
ら
の
希
望
で
あ
っ
た

が
、
費
用
の
関
係
か
ら
実
現
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
、
第
三
回
卒
業
生
父
兄
か
ら
図
書
購
入
費

と
し
て
一
、
四
〇
〇
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
の

で
、
こ
れ
を
基
に
し
て
文
庫
開
設
の
た
め
日
比

谷
図
書
館
そ
の
他
で
経
営
・
組
織
・
手
続
き
等

を
研
究
し
て
準
備
を
整
え
開
館
の
運
び
と
な
っ

た
。
以
来
昭
和
七
年
三
月
ま
で
、
毎
年
卒
業
生

父
兄
か
ら
一
、
三
〇
〇
円
～
一
、
六
〇
〇
円
の

寄
付
を
仰
い
で
い
た
。
昭
和
六
年
度
の
「
学
校

一
覧
」
に
よ
る
と
、
図
書
購
入
費
は
三
、
〇
〇

〇
円
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
寄
付
金
の
外
に
校

友
会
費
・
保
護
者
会
費
か
ら
出
費
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
年
の
蔵
書
数
は
約
六
千
冊
に

達
し
て
い
た
。
文
庫
の
場
所
は
二
階
正
面
の
八

坪
く
ら
い
の
小
室
を
書
庫
と
し
、
そ
の
向
い
側

の
教
室
の
一
部
を
閲
覧
室
に
当
て
て
い
た
。
か

く
て
十
有
余
年
の
歳
月
を
経
て
、
学
校
の
発
展

に
伴
っ
て
そ
の
拡
張
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
創
立

十
五
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
図
書
館
建

設
の
計
画
が
進
め
ら
れ
た
。

 　

図
書
館
の
建
設
と
そ
の
精
神

　　

従
来
は
「
一
商
文
庫
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
国

書
施
設
が
、
昭
和
十
年
秋
に
、
待
望
の
図
書
館

と
し
て
建
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

本
館
は
独
立
し
た
宏
壮
優
美
な
木
造
二
階
建

て
で
建
坪
延
べ
一
三
五
坪
、
校
門
を
入
っ
て
右

側
に
位
置
し
、
鉤か
ぎ
か
た形

に
な
っ
て
中
庭
を
抱
い
て

い
た
。
本
館
か
ら
教
職
員
室
ま
で
を
約
二
〇
ｍ

の
地
下
道
で
通
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
階
上

階
下
に
は
両
閲
覧
室
・
書
架
・
書
庫
・
参
考
資

料
室
・
職
員
図
書
室
・
事
務
室
等
が
あ
っ
た
。

閲
覧
方
式
は
、
閲
覧
者
の
便
を
図
り
、
図
書
館

設
の
充
実
を
図
っ
た
。
約
一
万
坪
に
わ
た
る
土

地
の
農
園
作
業
場
で
の
先
生
・
生
徒
の
集
団
勤

労
、「
清
明
原
」
な
る
大
運
動
場
、「
田
園
家
塾
」

な
る
修
養
道
場
、
大
武
道
館
・
図
書
館
・
衛
生

室
等
の
整
備
拡
充
に
、
偉
大
な
足
跡
を
残
さ
れ

た
。
し
か
も
、
そ
の
一
貫
し
た
教
育
方
針
は
、

あ
く
ま
で
も
生
徒
の
自
主
的
・
自
発
的
な
活
動

を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
っ
て
、
全
教
科
に
わ
た

っ
て
も
こ
の
方
針
の
徹
底
に
力
を
注
が
れ
た
。

そ
し
て
教
科
に
対
し
て
の
中
心
的
施
設
の
存
在

が
、
図
書
館
の
整
備
拡
充
に
あ
っ
た
。
昭
和
十

年
秋
、
相
当
規
模
の
図
書
館
を
建
設
し
、
生
徒

に
自
学
自
習
の
活
動
を
推
進
、
読
書
の
価
値
を

高
揚
す
る
と
と
も
に
、
兼
ね
て
教
師
の
研
鑽
・

知
識
の
殿
堂
と
さ
れ
た
。

　

一
商
文
庫
の
創
設

　

一
商
文
庫
は
、
生
徒
の
自
学
自
習
を
目
的
と

　

わ
が
東
京
都
立
第
一
商
業
高
等
学
校
（
渋
谷

区
鉢
山
町
）
の
創
立
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
が

終
わ
り
を
告
げ
よ
う
と
す
る
大
正
七
年
（
一
九

一
八
）
十
月
で
あ
る
。
府
立
と
し
て
は
た
だ
一

校
の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
当
初
は
東
京
府
立
商

業
学
校
と
呼
ば
れ
た
。
翌
年
、
八
王
子
に
二
番

目
の
府
立
商
業
学
校
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
府
立

第
一
商
業
高
校
と
改
名
さ
れ
、
昭
和
二
五
年
、

教
育
委
員
会
法
に
基
づ
い
て
「
都
立
」
に
改
称

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
鬱う
っ
そ
う蒼
た
る
緑
の
木
立
の
中

に
オ
リ
ー
ブ
色
の
、
一
部
三
階
建
て
の
気
品
に

溢
れ
た
木
造
校
舎
で
あ
っ
た
。（
校
地
全
面
漬

一
七
、
一
四
九
・
九
一
㎡
）

　

初
代
校
長
陶す
や
ま山

先
生
は
、
当
時
と
し
て
は
珍

し
い
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
出
身
で
、
独
創
的
な

新
し
い
教
育
方
針
を
う
ち
出
さ
れ
た
。
す
な
わ

ち
語
学
教
育
を
重
視
し
て
、
英
語
の
外
に
、
ド

イ
ツ
語
・
ロ
シ
ア
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
中
国
語

等
の
講
座
を
開
き
、
す
べ
て
外
人
の
講
師
に
指

導
を
委
任
さ
れ
た
。
ま
た
全
国
に
率
先
し
て
タ

イ
プ
を
教
育
課
程
の
中
に
採
り
入
れ
、
今
日
で

言
う
特
別
教
育
活
動
を
重
ん
じ
て
、林
間
学
校
・

水
泳
・
登
山
な
ど
を
盛
ん
に
奨
励
し
、
修
学
旅

行
な
ど
は
、
当
時
の
朝
鮮
・
北
支
・
満
州
・
南

洋
方
面
へ
も
出
か
け
た
。
し
か
も
驚
く
べ
き
こ

と
に
、
学
校
給
食
す
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
自
由
主
義
に
徹
し
た
、・
の
び
や
か
な
学
校

生
活
を
送
ら
せ
、
た
だ
東
京
の
商
業
人
を
作
る

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
全
国
的
な
視
野

に
立
つ
人
物
の
養
成
に
主
眼
を
置
か
れ
た
。
こ

う
し
た
基
礎
づ
く
り
の
跡
を
引
き
継
い
で
拡
大

強
化
さ
れ
た
の
が
、
昭
和
七
年
就
任
の
三
代
目

校
長
金
井
先
生
で
あ
る
。

　

金
井
校
長
も
、そ
の
卓
越
し
た
教
育
識
見
と
、

激
し
い
教
育
へ
の
情
熱
と
で
事
に
当
た
り
、
当

時
と
し
て
は
一
歩
も
二
歩
も
前
進
し
た
教
育
施

  

百
年
の
歴
史
か
ら
〝
一
商
文
庫
〟

こ
の
時
代
に
こ
ん
な
図
書
館
が

「
一
商
文
庫
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
図
書
施
毀
が
出
来
た
の
は
、
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）。
卒
業
生
父

兄
か
ら
の
寄
付
が
続
け
ら
れ
蔵
書
数
は
６
，
０
０
０
冊
ほ
ど
に
達
し
昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）
に
校

舎
か
ら
独
立
し
た
待
望
の
図
書
館
が
建
設
さ
れ
た
。
公
開
書
架
式
を
採
用
す
る
な
ど
当
時
と
し
て
は

非
常
に
先
進
的
な
も
の
だ
っ
た
。
名
実
と
も
に
天
下
一
の
商
業
学
校
図
書
館
と
称
さ
れ
る
に
至
っ
た

職
員
、生
徒
の
力
を
伝
え
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
月
刊
「
学
校
図
書
館
」
昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）

６
月
号
所
載
。
鈴
木
清
一
先
生
（
昭
和
24
年
～
55
年
在
職
）
執
筆

  

「
一
商
文
庫
」
と

  

　
　
　
　
自
学
自
習

鈴
木
　
清
一

1918 1926 1935 1945 1955 1965 1975 1989 2000 2010 2019

大正 昭和 平成 令和
一商創立 一商文庫 図書館本館
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そ
の
他
数
十
項
（
以
上
は
立
憲
政
治
展
）
等
で

あ
っ
た
。

　

生
徒
は
放
課
後
こ
れ
を
参
観
し
、
係
り
の
先

生
が
こ
れ
を
解
説
し
指
導
し
た
の
で
、
生
徒
は

選
挙
に
つ
い
て
の
正
し
い
認
識
を
得
、
絶
大
な

効
果
を
あ
げ
た
。
平
常
に
お
い
て
も
参
考
資
料

室
内
に
は
貴
重
な
文
献
・
資
料
を
陳
列
し
、
生

徒
の
教
養
を
高
め
る
よ
う
努
力
し
た
。参
考
に
、

そ
の
当
時
の
生
徒
出
品
物
の
一
つ
と
し
て
の
選

挙
粛
正
標
語
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

　

聖
旨
奉
戴
こ
の
一
票
、

　

正
し
き
一
票
皇
国
の
栄
、

　

清
き
一
票
輝
く
憲
政
、

　

天
地
に
恥
じ
ぬ
誠
の
投
票
、

　

明
る
い
政
治
を
も
た
ら
す
一
票
、

　

父
の
一
票
無
言
の
教
訓
、

　

選
挙
粛
正
は
東
京
か
ら
、

　

選
挙
に
現
せ
日
本
精
神
、

　

挙
っ
て
投
票
誓
っ
て
粛
正
、

　

断
じ
て
汚
す
な
選
挙
と
国
土
、

　

憲
政
の
消
長
こ
の
選
挙
に
あ
り
、

　

捨
て
る
な
汚
す
な
貴
き
一
票
。

　

仰
げ
日
の
丸
護
れ
よ
一
票
、

　

政
治
の
明
暗
此
の
一
票
、

　

此
の
一
票
も
御
奉
公
、

　

積
弊
破
っ
て
明
る
い
選
挙
、

　

信
念
を
固
く
投
票
を
清
く
、

　

神
に
誓
っ
て
正
し
い
選
挙
、

　　

右
の
標
語
そ
の
も
の
ほ
、
用
語
と
い
い
、
字

句
の
使
い
方
と
い
い
、
ま
こ
と
に
稚
拙
の
感
に

堪
え
な
い
が
、
当
時
の
生
徒
の
選
挙
に
対
す
る

清
純
さ
と
情
熱
溢
れ
る
心
意
気
と
が
示
さ
れ
て

興
味
深
い
。

　

で
、
一
日
の
閲
覧
者
数
は
三
〇
〇
名
か
ら
四
〇

〇
名
に
も
上
る
盛
況
を
呈
し
、
創
館
以
来
常
に

満
員
を
続
け
、図
書
館
利
用
率
は
、以
前
の
六
・

七
倍
に
も
達
す
る
激
増
ぷ
り
を
示
し
た
。

　
４
、
館
外
閲
覧
の
開
始

　　

こ
の
年
の
三
学
期
か
ら
、
館
外
に
図
書
閲
覧

を
開
始
し
た
。
即
ち
、
土
曜
日
に
一
人
一
冊
を

限
り
館
外
帯
出
を
許
可
し
、
翌
々
月
曜
日
に
返

還
さ
せ
る
と
い
ぅ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
館

内
で
の
数
時
間
の
閲
覧
で
は
あ
ま
り
ま
と
ま
っ

て
一
冊
の
本
を
読
み
切
る
に
は
困
難
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
、
そ
の
不
便
さ
は
こ
の

図
書
の
館
外
帯
出
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
、
一
商

文
庫
は
生
徒
の
家
庭
に
ま
で
延
長
し
た
。
こ
れ

が
文
庫
利
用
者
を
増
加
さ
せ
た
有
力
な
原
因
と

も
な
っ
た
。　

　
５
、
選
挙
粛
正
標
語

　　

こ
こ
に
ま
た
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
当
時
の

帝
国
議
会
が
解
散
し
、
画
期
的
な
粛
正
の
第
三

回
普
選
が
全
国
的
に
行
わ
れ
よ
う
と
し
た
と

き
、
生
徒
に
立
憲
政
治
な
ら
び
に
選
挙
の
意
義

と
精
神
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
、「
選
挙
粛
正
並

び
に
立
憲
政
治
に
関
す
る
展
覧
会
」を
開
催
し
、

全
校
生
徒
に
観
覧
さ
せ
、
父
兄
に
も
案
内
状
を

発
送
し
て
来
校
を
願
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

概
要
を
示
す
と
、
陳
列
品
は
参
考
資
料
室
を
中

心
と
し
て
、
本
館
の
階
上
階
下
両
閲
覧
室
の
壁

面
・
衝
立
を
利
用
し
、
各
種
の
印
刷
物
・
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
・
写
真
等
を
展
示
し
た
。
そ
の
出
品

物
の
主
な
る
も
の
は
、
生
徒
の
手
に
成
る
粛
正

標
語
、
各
府
県
の
粛
正
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、そ
の
他
数
十
項（
以
上
ほ
粛
正
展
）、

帝
国
議
会
の
権
限
、
貴
衆
両
院
の
組
織
図
解
、

選
挙
法
、
選
挙
権
被
選
挙
権
の
図
解
、
判
例
集

　
３
、
開
架
方
式
に
よ
る
効
果

　　

昭
和
十
年
頃
と
し
て
ほ
、
最
も
理
想
的
か
つ

斬
新
と
さ
れ
て
い
た
開
架
方
式
に
よ
る
閲
覧
法

は
、
閲
覧
者
の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
社
会
的

道
義
心
に
信
頼
し
て
の
ち
始
め
て
行
わ
る
べ
き

も
の
で
あ
つ
て
、
訓
育
の
充
実
を
誇
る
本
校
が

率
先
実
施
し
た
こ
と
は
、
当
を
得
て
い
た
。
こ

の
方
式
は
す
で
に
周
知
の
如
く
、
閲
覧
者
が
自

ら
書
架
内
を
自
由
に
探
索
し
て
、
自
分
の
望
む

書
物
を
自
由
に
選
べ
る
方
法
で
、
生
徒
が
自
主

的
に
図
書
に
親
し
み
を
持
ち
、
研
究
心
を
も
湧

き
起
こ
さ
せ
た
い
と
い
う
考
え
か
ら
も
こ
の
方

式
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
書

架
内
の
蔵
書
は
、
ど
れ
で
も
自
由
に
手
に
取
っ

て
検
索
で
き
、
簡
易
便
利
な
た
め
に
、
果
然
向

上
心
に
富
む
若
い
生
徒
た
ち
の
旺
盛
な
読
書
欲

を
刺
激
し
、閲
覧
成
績
は
驚
く
ほ
ど
上
昇
し
た
。

　

当
時
の
生
徒
数
は
約
一
、
八
〇
〇
名
く
ら
い

活
用
の
能
率
推
進
の
た
め
に
公
開
書
架
式
を
採

用
し
た
。
こ
の
方
式
、
当
時
と
し
て
は
非
常
に

先
進
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
１
、
記
念
事
業

　　

図
書
館
設
立
を
永
遠
に
記
念
す
る
た
め
、「
一

商
文
庫
」
の
創
設
か
ら
始
め
て
図
書
館
の
建
設

さ
れ
る
経
過
、
そ
の
設
計
・
工
事
・
経
費
、
建

設
上
の
記
録
な
ど
、
い
っ
さ
い
を
あ
げ
て
本
館

玄
関
脇
の
記
録
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。（
こ

れ
ら
の
貴
重
な
記
録
類
は
、
後
述
の
大
空
襲
で

す
べ
て
を
焼
失
）
ま
た
記
念
樹
と
し
て
槐
え
ん
じ
ゅが
植

え
ら
れ
、
図
書
館
の
誕
生
を
寿
ぐ
と
と
も
に
そ

の
発
展
を
祝
っ
た
。
ま
た
落
成
を
記
念
す
る
た

め
に
催
し
た
図
書
館
資
料
展
を
始
め
、
文
献
と

用
具
に
よ
る
商
業
の
今
昔
展
、
百
科
辞
典
の
原

稿
か
ら
一
冊
の
本
に
な
る
ま
で
の
実
物
展
、
そ

の
他
参
考
資
料
・
教
科
書
・
優
良
図
書
・
各
種

統
計
展
な
ど
多
彩
の
陳
列
が
意
外
の
好
評
を
博

し
て
、
各
学
校
の
参
観
者
で
館
内
を
埋
め
尽
く

す
ほ
ど
の
盛
況
を
呈
し
、
新
設
図
書
館
の
誕
生

に
は
、
こ
の
上
な
い
祝
儀
と
な
っ
た
。

　
２
、
設
立
の
精
神

　　

教
室
は
学
科
修
業
の
道
場
で
あ
り
、
文
庫
は

人
格
を
陶
冶
し
知
識
を
広
め
る
研
鑽
の
道
場
で

あ
り
、文
庫
は
教
室
そ
の
も
の
の
延
長
で
あ
る
。

こ
こ
に
新
図
書
館
の
建
設
を
見
、
図
書
館
こ
そ

は
文
明
の
象
徴
で
あ
り
、文
化
の
殿
堂
で
あ
る
、

と
の
精
神
か
ら
職
員
・
生
徒
共
に
一
致
協
力
し

て
文
庫
の
充
実
発
展
を
図
っ
た
た
め
に
、「
一

商
文
庫
」
の
名
は
、
当
時
の
わ
が
国
の
中
等
学

校
界
に
称
賛
の
声
と
な
っ
て
響
か
せ
た
の
で
あ

っ
て
、
以
来
終
戦
ま
で
隆
盛
へ
の
道
を
歩
み
続

け
て
き
た
の
で
あ
る
。

昭
和
10
年
設
立
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「
最
新
健
康
講
座
（
テ
ト
ラ
社
）」
等
。
以
上
を

も
つ
て
見
て
も
、
現
在
で
は
稀
少
価
値
の
あ
る

良
書
ば
か
り
で
、
図
書
選
択
に
対
す
る
心
構
え

も
伺
え
る
。　

　
８
、
図
書
館
資
料
展

　　

図
書
館
に
対
す
る
一
般
の
認
識
を
深
め
た
い

目
的
で
、
全
国
主
要
国
書
館
の
図
書
館
関
係
資

料
展
が
開
か
れ
、
こ
れ
が
関
係
方
面
に
非
常
な

好
意
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
て
、
幾
多
の
貴
重
な

資
料
の
出
品
を
申
し
受
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の

催
し
は
、
各
種
図
書
館
を
比
較
研
究
す
る
好
個

の
材
料
と
し
て
、
ま
た
一
般
に
図
書
館
の
機
能

を
直
観
的
に
了
解
さ
せ
る
資
料
と
し
て
、
来
賓

者
や
生
徒
た
ち
に
多
大
の
感
銘
を
与
え
た
の
で

あ
る
。

　
９
、
商
業
の
今
昔
展

　

温
故
知
新
と
い
う
こ
と
が
読
書
目
的
の
一
つ

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
徳
川
時
代
か
ら
明

治
・
大
正
・
昭
和
に
わ
た
っ
て
、
わ
が
国
の
商

業
経
営
に
用
い
ら
れ
た
資
料
を
集
め
て
催
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

東
西
古
今
に
わ
た
る
算そ
ろ
ば
ん盤

・
古
銭
・
藩
札
・

古
書
簡
・
古
証
文
・
文
房
具
品
の
変
遷
・
古
地

図
・
古
写
真
・
商
業
に
関
す
る
古
文
書
・
古
本
・

一
流
商
店
の
家
憲
・
一
流
百
貨
店
の
沿
革
年
表

な
ど
、
中
に
ほ
再
見
不
可
能
な
も
の
も
多
数
あ

っ
た
。

　
10
、
原
稿
か
ら
本
に
な
る
ま
で

　

こ
れ
は
富
士
房
の
出
品
に
よ
る
も
の
で
、
英

語
教
科
書
や
国
民
百
科
大
辞
典
、
大
言
海
・
大

日
本
国
語
辞
典
や
漠
文
大
系
本
な
ど
に
よ
り
、

原
稿
か
ら
書
物
に
な
る
ま
で
の
経
過
を
実
物
で

説
明
を
加
え
た
も
の
で
、
参
観
者
に
大
い
に
興

徒
は
、
絶
え
ず
図
書
の
研
究
に
余
念
が
な
か
っ

た
。　
　

　
７
、
文
庫
の
蔵
書

　
「
一
商
文
庫
」
が
大
正
一
五
年
呱こ

こ々

の
声
を

あ
げ
て
か
ら
昭
和
一
〇
年
図
書
館
の
建
設
を
見

る
ま
で
の
間
、
蔵
書
は
逐
年
増
加
の
一
途
を
た

ど
り
、
同
年
一
〇
月
に
発
行
さ
れ
た
「
一
商
文

庫
図
書
目
録
」
を
見
る
と
、

　

第
一
類　

総
記　
　
　
　
　
　
　

三
〇
一
冊

　

第
二
類　

経
済
・
財
政
・
統
計　

二
六
〇
冊

　

第
三
類　

商
業
・
交
通　
　
　
　

二
七
六
冊

　

第
四
類　

諸
産
業　
　
　
　
　
　

一
一
五
冊

　

第
五
類　

法
制
・
社
会
・
軍
事　

二
六
五
冊

　

第
六
類　

哲
学
・
宗
教
・
教
育　

三
五
八
冊

　

第
七
類　

美
術
・
音
楽
・
体
操　

四
〇
五
冊

　

第
八
類　

文
学
・
語
学　
　

一
、
三
八
四
冊

　

第
九
類　

歴
史
・
地
理　
　

一
、
〇
三
五
冊

　

第
十
類　

数
学
・
自
然
科
学
・
医
学　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
五
三
冊

　
　

合
計　
　
　
　
　

四
、
九
五
二
冊

と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
誇
り
得
べ
き
蔵
書
の
数

量
で
あ
る
が
、
質
の
上
に
も
よ
く
良
書
の
選
択

に
配
慮
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
点
を
「
図

書
目
録
」
の
中
か
ら
覗の
ぞ

い
て
み
る
。「
大
百
科

辞
典
（
平
凡
社
）」「
明
治
文
化
全
集
（
日
本
評

論
社
）」「
世
界
音
楽
全
集
（
春
秋
社
）」「
経
済

論
叢
（
京
大
経
済
学
会
編
）」「
世
界
美
術
全
集

（
平
凡
社
）」「
日
本
文
学
大
系（
国
民
図
書
）」「
有

朋
堂
文
庫
（
有
朋
堂
書
店
）」「
漢
籍
国
字
解
全

書（
早
大
出
版
部
）」「
シ
ェ
ク
ス
ビ
ア
叢
書（
研

究
社
・
早
大
出
版
部
）」「
新
註
皇
学
叢
書
（
広

文
庫
刊
行
会
）」「
東
洋
史
・
西
洋
史
講
座
（
雄

山
閣
）」「
大
日
本
地
理
大
系
（
改
造
社
）」「
日

本
風
俗
史
講
座
（
雄
山
閣
）」「
最
新
科
学
図
鑑

（
ア
ル
ス
社
）」「
日
本
産
魚
類
図
説
（
丸
善
）」

の
自
主
・
自
治
の
精
神
が
上
級
生
委
員
と
下
級

生
委
員
と
の
親
睦
・
交
友
関
係
に
も
つ
な
が
り
、

心
と
心
と
の
触
れ
合
い
も
生
ま
れ
て
、
文
庫
と

生
徒
と
の
関
係
が
よ
り
密
着
の
度
合
い
を
加
え

て
、
文
庫
の
目
覚
ま
し
い
発
展
ぶ
り
に
も
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
。

　

文
庫
委
員
の
勤
務
時
間
は
、
第
一
本
科
（
全

日
）
の
委
員
が
二
時
か
ら
四
時
ま
で
、
第
二
本

科
（
定
時
）
が
八
時
か
ら
一
〇
時
三
〇
分
ま
で

で
、
第
二
本
科
の
委
員
は
土
曜
日
ご
と
に
学
年

別
の
交
替
で
、
五
年
生
の
指
導
の
も
と
．
書
庫

の
大
掃
除
や
整
理
を
行
い
、
ま
た
一
年
に
数
回

図
書
の
整
備
を
や
っ
て
生
徒
の
閲
覧
の
改
善
を

図
っ
た
。

　

委
員
の
最
も
重
要
な
任
務
は
、
書
物
の
内
容

を
十
分
に
知
悉
し
て
そ
れ
を
生
徒
に
紹
介
す
る

こ
と
に
あ
り
、
従
っ
て
委
員
に
任
ぜ
ら
れ
た
生

　
６
、
文
庫
の
事
務

　　
「
一
商
文
庫
」
が
新
し
い
図
書
館
設
立
に
と

も
な
っ
て
外
観
形
式
ば
か
り
で
な
く
、精
神
的
・

内
面
的
に
も
一
大
躍
進
を
遂
げ
て
い
っ
た
と
い

う
こ
と
に
、
文
庫
の
事
務
分
掌
の
役
割
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　

従
来
そ
の
事
務
は
係
り
の
先
生
が
ほ
と
ん
ど

執
っ
て
い
た
か
、
昭
和
十
年
の
図
書
館
建
設
を

機
に
、
生
徒
委
員
の
自
治
的
訓
練
の
た
め
、
文

庫
の
事
務
に
関
し
て
は
す
べ
て
生
徒
委
員
の
手

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
係
り
の

先
生
は
大
局
的
立
場
か
ら
の
指
導
に
と
ど
ま

り
、
五
年
生
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
統
制
し
、

自
発
的
に
す
べ
て
立
案
計
画
し
．
四
年
生
以
下

の
委
員
は
そ
の
指
導
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
分
の
作
業
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

昭和8年（1933）平面図に「図書館」加筆
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㈤　

移
動
文
庫

　

週
報
・
写
真
週
報
中
、
時
局
的
色
彩
の
濃
い

も
の
を
選
び
、
補
欠
時
間
を
活
用
し
て
各
学
級

単
位
に
閲
覧
さ
せ
た
。
こ
れ
は
特
に
三
年
生
以

上
の
生
徒
に
週
報
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
読

書
欲
の
促
進
を
図
る
狙
い
を
も
っ
て
で
あ
る
。

　　

結
び

　

昭
和
一
二
年
七
月
、
蘆
溝
橋
で
の
一
発
が
、

つ
い
に
有
史
以
来
の
大
戦
乱
の
端
緒
と
な
り
、

日
本
国
土
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
戦
争
態
勢
が

強
化
さ
れ
、
世
は
ま
さ
に
軍
国
時
代
一
色
に
塗

り
つ
ぶ
さ
れ
た
。
そ
し
て
国
民
総
動
員
の
名
の

も
と
に
行
わ
れ
た
学
徒
勤
労
動
員
・
軍
事
教

練
・
食
糧
増
産
等
の
軍
国
主
義
教
育
が
強
調
さ

れ
、
学
校
は
第
一
線
後
続
部
隊
の
養
成
機
関
と

な
り
、
軍
需
工
場
へ
と
学
徒
動
員
き
れ
た
生
徒

た
ち
は
、
戦
士
と
同
じ
よ
う
な
立
場
で
酷
使
さ

れ
た
。
こ
う
し
て
戦
争
の
本
格
的
苛
烈
化
に
伴

い
、
名
実
共
に
天
下
第
一
の
商
業
学
校
図
書
館

と
称
さ
れ
た
わ
が
「
一
商
文
庫
」
も
、
同
一
九

年
、
時
の
海
軍
報
道
部
（
？
）
の
強
制
接
収
す

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
図
書
館
と
し
て
の
機
能
を

全
く
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
同
二
〇
年

五
月
の
大
空
襲
に
よ
る
焼
夷
弾
攻
撃
で
、
本
校

も
完
全
に
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
焼
け
残

っ
た
も
の
わ
ず
か
に
金
庫
の
み
と
い
う
あ
わ
れ

な
戦
災
を
被
っ
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
て
同
年
八
月
、
詔
勅
の
放
送
と
と
も
に

敗
戦
を
迎
え
、
こ
れ
よ
り
本
校
も
大
苦
難
の
時

代
が
始
ま
っ
た
。
バ
ラ
ッ
ク
校
舎
の
完
成
を
機

会
に
、
二
教
室
を
図
書
館
に
当
て
て
そ
の
活
動

を
再
開
し
た
の
が
同
二
二
年
七
月
で
あ
っ
た
。

　
（
前
・
束
京
都
立
第
一
商
業
高
等
学
校
教
諭
）

㈡　

辞
書
の
レ
ッ
テ
ル
貼
り
替
え

　

辞
書
の
レ
ッ
テ
ル
は
書
架
に
あ
る
図
書
即
ち

貸
出
し
得
る
図
書
と
同
種
の
も
の
で
あ
る
の
で

混
同
す
る
憂
い
も
あ
り
、
そ
の
番
号
も
単
に
継

続
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
し
、
ま
た
辞
書
と
し

て
独
立
す
る
必
要
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ

を
別
の
レ
ッ
テ
ル
に
貼
り
替
え
、
分
類
も
、
漢

和
・
英
和
・
和
英
、
あ
る
い
は
人
名
・
図
鑑
な

ど
と
し
、
番
号
の
整
理
の
一
元
化
を
図
っ
た
。

　
㈢　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

　

も
と
文
庫
に
は
、
一
般
図
書
雑
誌
・
辞
書
類

を
備
え
付
け
て
一
般
の
閲
覧
に
供
し
て
い
た

が
、
本
年
度
（
昭
和
一
六
年
）
か
ら
、
こ
の
雑

誌
と
単
行
本
と
の
中
間
に
立
っ
て
こ
の
両
者
を

折
衷
し
た
長
所
を
持
つ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
各

部
門
別
に
分
け
て
排
列
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
は
単
行
本
の
よ
う
な
煩
わ
し
さ
が
な
く
、
雑

誌
の
よ
う
な
単
純
さ
も
な
く
、
事
象
の
本
質
を

簡
潔
に
捉
え
る
点
に
特
色
が
あ
っ
た
。

㈣　

新
購
入
図
書

　

新
購
入
図
書
は
、
閲
覧
者
の
要
求
に
応
じ
て

科
学
方
面
、
時
局
向
き
、
南
方
関
係
の
も
の
を

主
と
し
、
そ
の
他
商
業
経
済
の
も
の
相
当
数
を

購
入
し
、
新
購
入
棚
を
設
け
て
一
括
し
て
陳
列

し
た
。
こ
の
方
法
の
効
果
は
大
き
く
、
生
徒
た

ち
の
人
気
を
呼
ぶ
に
至
り
、
彼
ら
の
大
半
が
こ

の
事
棚
に
集
ま
り
、
熱
心
に
読
書
に
耽
っ
た
。

と
く
に
「
我
が
闘
争
」「
フ
ラ
ン
ス
敗
れ
た
り
」

「
ノ
ロ
高
地
」
等
は
相
当
数
読
ま
れ
た
本
で
あ

る
。
な
お
、
あ
と
か
ら
の
図
書
購
入
に
資
す
る

た
め
、
辞
書
棚
横
に
投
書
箱
を
設
け
る
こ
と
に

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

味
の
眼
を
向
け
さ
せ
た
。　

　
11
、
参
考
書
資
料

　

生
徒
た
ち
が
そ
の
学
習
に
当
た
り
、
参
考
書

の
選
択
に
苦
労
し
て
い
る
こ
と
を
慮
お
も
ん
ば
かり
、
各
学

科
担
当
の
先
生
に
委
嘱
し
て
、
そ
の
査
定
推
薦

に
よ
る
標
準
図
書
名
を
各
学
科
に
わ
た
っ
て
各

学
年
に
配
当
す
る
一
覧
表
を
作
成
し
、
各
生
徒

の
参
考
に
資
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
覧
表
作

成
は
生
徒
の
読
書
意
欲
を
そ
そ
り
、
進
学
の
方

向
づ
け
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。　

　
12
、
図
書
要
項
の
作
成

　
「
一
商
文
庫
」
が
そ
の
設
備
の
近
代
化
と
関

係
職
員
や
生
徒
委
員
た
ち
の
協
力
に
よ
っ
て
、

ま
す
ま
す
充
実
の
度
を
加
え
、
生
徒
の
自
学
自

習
の
中
心
的
殿
堂
と
な
っ
て
、
名
実
と
も
に
天

下
一
の
商
業
学
校
図
書
館
と
称
さ
れ
る
に
至
っ

た
陰
の
力
に
、
昭
和
一
六
年
に
図
書
関
係
職
員

や
生
徒
委
員
の
幹
部
が
立
案
計
画
し
た
図
書
要

項
の
作
成
が
あ
っ
た
こ
と
も
書
き
添
え
て
置
き

た
い
。
そ
の
要
項
の
大
略
を
挙
げ
て
み
る
。

㈠　

入
館
証
使
用

　

入
館
者
の
個
人
別
統
計
を
取
る
目
的
で
、
入

館
証
の
制
度
を
実
施
し
た
。
こ
の
制
度
は
入
退

館
の
と
き
に
係
り
に
呈
示
し
、
委
員
も
そ
の
つ

ど
帳
簿
に
記
入
す
る
も
の
で
、
か
な
り
面
倒
さ

を
伴
っ
た
方
法
で
は
あ
っ
た
が
、
利
用
者
・
委

員
共
に
こ
の
制
度
の
目
的
を
よ
く
理
解
し
、
進

ん
で
協
力
的
な
態
度
を
示
し
た
。
た
だ
、
入
館

証
の
紛
失
・
遺
忘
の
た
め
に
入
館
で
き
ず
、
時

に
む
な
し
く
帰
る
生
徒
の
出
た
こ
と
は
、
閲
覧

規
律
厳
守
の
た
て
ま
え
か
ら
や
む
を
得
な
い
こ

と
で
あ
っ
た
。

設　立：平成24年６月
行　事：句会…年６回（奇数月  第1月曜日  13時30分～16時）３句出句、同窓会事務所で開催
　　　　吟行…年１回程度
会　費：ナシ
会　員：10名
連絡先：垂井道夫（28期）電話 03（3726）3169　　西村和子（35期）電話 03（3381）7829
　　　　飯泉善一郎（31期）電話 03（3707）5586

1918 1926 1935 1945 1955 1965 1975 1989 2000 2010 2019

大正 昭和 平成 令和
一商創立 一商文庫 図書館本館
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♪
こ
れ
ま
で
の
歴
史

　

平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）
に
第
１
回
が
開

催
さ
れ
、
そ
の
後
毎
年
秋
に
行
な
わ
れ
、
今
年

は
第
27
回
を
数
え
ま
す
。
一
商
の
参
加
は
、
第

５
回
（
平
成
９
年
＝
１
９
９
７
年
）
か
ら
続
い

て
い
ま
す
。

♪
母
校
の
「
校
歌
」
を

　
舞
台
で
歌
い
ま
す

　

各
校
の
持
ち
時
間
は
、
舞
台
へ
の
出
入
り
も

含
め
10
分
で
す
。
多
く
の
学
校
は
、
校
歌
と
も

う
一
曲
を
歌
い
ま
す
。
伴
奏
は
殆
ど
の
学
校
が

ピ
ア
ノ
で
、
中
に
は
吹
奏
楽
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
一
商
は
近
年
、
校
歌
「
都
の
空
」
と
、

学
生
歌
「
あ
あ
一
商
」
の
２
曲
を
ピ
ア
ノ
伴
奏

で
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
舞
台
で
歌
わ
な
い
時
間
は
、
客
席
に

座
っ
て
他
校
の
演
奏
を
聴
い
て
い
ま
す
。

♪
参
加
校

　

参
加
校
は
、
都
立
高
校
１
８
６
校
の
う
ち
、

昨
年
は
20
校
で
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
、
中
学

校
時
代
の
お
友
だ
ち
に
会
え
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
ね
。東
京
校
歌
祭
を
見
習
っ
て
始
め
た
の
が
、

神
奈
川
県
立
高
校
の「
青
春
か
な
が
わ
校
歌
祭
」

で
、
14
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
、
昨
年
の
参
加
校

は
26
校
を
数
え
ま
し
た
。

昨
年
の
参
加
校

石
神
井
高
校
・
白
鷗
高
校
・
竹
早
・
千
歳
・
両

国
・
小
石
川
・
小
松
川
・
新
宿
・
武
蔵
丘
・
小

山
台
・
九
段
・
隅
田
川
・
江
北
・
豊
多
摩
・
立

川
・
戸
山
・
西
・
文
京
・
三
商
・
一
商

♪
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　（
昨
年
の
場
合
）

　

場
所
は
、
杉
並
公
会
堂
（
荻
窪
駅
・
徒
歩
７

分
）
で
す
。（
今
年
も
同
じ
で
す
）

　

１
校
目
が
12
時
30
分
か
ら
演
奏
し
、
最
後
の

高
校
が
16
時
20
分
に
歌
い
終
わ
り
ま
し
た
。（
昨

年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
）

　

途
中
20
分
間
の
休
憩
が
あ
り
、
そ
の
前
後
に

は
全
員
で
「
故
郷
」
や
「
花
は
咲
く
」
を
歌
い

ま
す
。　
　
　
　

♪
当
日
の
流
れ

・
受
付
の
あ
と
、
客
席
で
他
校
の
演
奏
を
鑑
賞

・
出
演
時
間
の
お
よ
そ
一
時
間
前
に
、
リ
ハ
ー

　

サ
ル
室
で
20
分
間
歌
う
練
習

・
そ
の
後
、
舞
台
で
「
本
番
」

・
全
校
の
演
奏
終
了
後
閉
会
し
、
二
次
会
へ

・
昨
年
は
52
人
の
皆
様
が
歌
っ
て
く
だ
さ
い
ま

　

し
た
。

♪
費
用
は
？

　

参
加
費
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
場
ま

で
の
交
通
費
は
各
自
ご
負
担
で
す
。

　

懇
親
会
（
自
由
参
加
）
参
加
者
は
実
費
４
千

円
で
し
た
。

い
か
が
で
す
か
？

声
高
ら
か
に
、大
き
な
舞
台
で

校
歌
を
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

  
平
成
30
年 

第
26
回
東
京
校
歌
祭
の
ご
報
告

  
平
成
30
年 

第
26
回
東
京
校
歌
祭
の
ご
報
告

  
「
東
京
校
歌
祭
」
は
、
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
す

つりに行きたくなったら当店へ! 常時バーゲン価格で
品数豊富

竜雲つり具店
伊藤　方夫（54期）

○船用品　○ルアー用品
○河用品　○趣味の和竿
○へら用品

＊営業時間　AM9：00～PM8：00
＊定 休 日　毎週日曜日・祝祭日

港区高輪1-1-1
（魚らん銀座商店会）

TEL.（3446）8826
FAX.（3446）8827
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　本年も「東京校歌祭」が開催され我が一商も参加し、校歌「都の空」と学生歌「あゝ一商」の２曲を歌う予定
です。杉並公会堂の素晴らしい音響効果の大ホールで、皆で思いっきり歌ってみませんか。とても気持ちの良い
ものです。
　皆様多数のご参加をお願い申し上げます。

1、東京校歌祭開催日
2019年（令和元年）10月27日（日）14時集合　

2、会場
杉並公会堂
東京都杉並区上荻１－２３－１５　　電話　０３－３２２０－０４０１
最寄駅「荻窪」北口より徒歩７分

3、懇親会（校歌祭終了後に開催）
会場　ジュノン
電話　０３－３３９８－６１２１
会費　４，０００円

4、東京校歌祭実行委員会
山本　　剛（41期）　福崎　達哉（41期）　磯部　宏次（41期）
芥川　英子（41期）　山﨑　松夫（46期）
指揮者：早川　守（45期）
ピアノ：松田葉子（52期）

5、参加申込
同封の行事参加申込用紙をご利用下さい。

☆ 申込締め切り：令和元年10月12日（土）

第27回 東京校歌祭に参加しよう！

杉並公会堂

懇親会会場
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曇
り
空
で
寒
い
中
を
ス
タ
ー
ト
。
Ｒ
２
４
６
か
ら
山
手
通
り
に
曲
が
る
こ

ろ
、
雨
も
だ
い
ぶ
降
っ
て
来
て
、
更
に
傘
が
オ
チ
ョ
コ
に
な
る
く
ら
い
風
も

強
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
西
郷
山
を
目
指
し
て
行
進
は
続
き
ま
す
。

　

西
郷
山
到
着
後
、
開
花
し
て
い
た
サ
ク
ラ
の
前
で
集
合
写
真
を
撮
り
、
予

定
の
コ
ー
ス
で
あ
る
目
黒
川
沿
い
に
進
も
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
寒
さ
の
た

め
断
念
。
そ
の
代
わ
り
に
、
山
手
通
り
向
か
い
側
に
あ
る
母
校
に
立
ち
寄
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

正
門
脇
か
ら
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
雪
が
舞
う
ほ
ど
の
寒
さ
。
そ
こ
で
、
福

崎
さ
ん
が
副
校
長
先
生
に
声
掛
け
し
て
く
だ
さ
り
、
校
舎
の
中
に
入
れ
て
い

た
だ
き
、
ト
イ
レ
も
貸
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
日
ご
ろ
か
ら
の
人

間
関
係
の
賜
物
で
す
ね
。
因
み
に
「
眞
澄
」
の
記
念
碑
の
前
で
も
集
合
写
真
。

パ
チ
ッ

　

再
び
山
手
通
り
に
戻
り
、
旧
朝
倉
家
住
宅
を
目
指
し
ま
す
。
10
時
半
前
に

到
着
し
、
早
速
中
に
。
入
場
料
は
大
人
１
０
０
円
で
す
が
、
あ
り
が
た
い
こ

と
に
60
歳
以
上
は
「
無
料
」。
も
ち
ろ
ん
全
員
「
無
料
」
で
す
。
小
一
時
間

の
自
由
散
策
の
あ
と
、
徒
歩
数
分
で
中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
に
。
円
卓
３
台
に
分

か
れ
て
楽
し
い
食
事
を
と
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
菊
池
会
長
の
た
つ
て
の
ご
希
望
で
、
一
商
創
設
に
ご
尽
力
く
だ

さ
っ
た
西
郷
従
徳
氏
・
朝
倉
虎
次
郎
氏
ゆ
か
り
の
地
を
回
る
コ
ー
ス
で
し
た
。

距
離
も
２
㎞
強
と
短
か
く
て
、
雨
と
寒
さ
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
終
了
で
き

ま
し
た
。

（
文
責
：
岩
佐
）

平
成
最
後
の
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

〜
西
郷
山
か
ら
朝
倉
邸
へ
〜

第
６
回
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

•

実
施
日
：
平
成
31
年
（
２
０
１
９
年
）
３
月
23
日
（
土
）

•

コ
ー
ス
：
西
郷
山
～
旧
朝
倉
家
住
宅
～
レ
ス
ト
ラ
ン

　
集
合
は
、
午
前
９
時
30
分
。

　
渋
谷
マ
ー
ク
シ
テ
ィ
３
階
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
前
で
、
23
人
が
集
い
ま
し
た
。

参
加
者

飯
泉
善
一
郎
（
31
期
）　

大
久
保
良
子
（
32
期
）　

大
類
文
作
（
32
期
）　

小
林
静
司
（
32
期
）

白
井
健
介
（
32
期
）　

田
中
健
一
（
32
期
）　

吉
田
清
一
（
32
期
）　

芝
山
展
昌
（
33
期
）

大
橋
佳
夫
（
35
期
）　

加
藤
時
子
（
35
期
）　

小
林
三
郎
（
36
期
）　

小
林
三
和
子

秦　

和
夫
（
37
期
）　

平
野
栄
子
（
37
期
）　

市
毛
桂
子
（
41
期
）　

高
戸
利
子
（
41
期
）

福
崎
達
哉
（
41
期
）　

渡
辺
成
子
（
41
期
）　

浅
野
勝
美
（
45
期
）　

小
野
富
治
（
45
期
）　

太
田
道
夫
（
45
期
）　

岩
佐
芳
一
（
45
期
）　

山
﨑
松
夫
（
46
期
）

西郷山公園の桜　

　母校100周年記念碑「眞澄」を囲んで
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ぶらりウォーキングのご案内
第７回　都心の庭園 小石川植物園から後楽園へ

同窓生の親睦を図る「ぶらりウォーキング」、多くの方にご参加いただいております。
この秋も安全で健康的な代表的な国内有数の緑豊かな公園２つを
選びました。
最初は小石川植物園です。今から300年前の徳川幕府が設けた

「小石川薬園」の日本最古の植物園です。
園内には「ニュートンのリンゴの木」など由緒ある樹や植物、
そして変化に富む地形に植物が植えられています。
次は小石川後楽園、東京に残るこれまた江戸時代の深山幽谷です。
庭園は水戸徳川家二代藩主、光圀の時代に完成の

「回遊式築山泉水庭園」と呼ばれています。

●日　　　時　令和元年10月19日(土)
　　　　　　　集合10時　　出発10時15分
●集 合 場 所　白山駅(都営地下鉄三田線)改札口
●行　　　程　白山駅→小石川白山教会→
　　　　　　　小石川植物園→伝通院→小石川後楽園
●会　　　費　１，０００円（入園料、傷害保険料）
　　　　　　　昼食会(自由参加)会費実費
●申込締切日　令和元年９月30日(月)

第８回　神宮外苑から新宿御苑
第８回目となります「ぶらりウォーキング」、選びましたコースは
来るべく2020年開催の東京オリンピックで何かと注目を浴びた
話題の新国立競技場の近辺をウォークしてみようと思います。
見学がてら周辺の施設、絵画館や新宿御苑に回ってみようと思います。
特に季節は春、新宿御苑の桜も見ごろを迎えるころだと思われます。

●日　　　時　令和２年３月28日(土)
　　　　　　　集合10時　　出発10時15分
●集 合 場 所　外苑前駅（地下鉄銀座線）改札口
●行　　　程　外苑前駅→絵画館前→国立競技場前
　　　　　　　→千駄ヶ谷駅→新宿御苑
●会　　　費　５００円（入園料、傷害保険料）
　　　　　　　昼食会(自由参加)会費実費
●申込締切日　令和２年３月14日(土)

●幹　　　事　親睦委員会
●参 加 申 込　別刷り「同窓会行事参加申込書」をご利用下さい。　

幕府が設けた旧小石川薬園前

絵画館

東京都体育館 新宿御苑

ニュートンのリンゴの木 ソメイヨシノ林
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平
成
28
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
一
商
祭
に
初
め
て
「
パ
ネ
ル
と
歴
史

資
料
展
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
現
役
の
生
徒
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ご
父
母
、

さ
ら
に
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
参
観
し
て
い
た
だ
き
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
の
一
商
祭
に
は
第
３
回
と
し
て
、
こ
の
年
、
一
商
１
０
０

周
年
記
念
行
事
祝
賀
会
で
披
露
さ
れ
た
記
念
展
示
の
リ
メ
イ
ク
版
「
都

立
一
商
１
０
０
年
の
歴
史
展
」
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
展
示
は
従
来

の
校
舎
１
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
ロ
ビ
ー
に
加
え
１
階
廊
下
中
庭
側
ガ

ラ
ス
面
を
使
い
見
や
す
く
し
ま
し
た
。
廊
下
使
用
に
つ
い
て
は
母
校
側

の
ご
理
解
ご
協
力
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
展
示
中
に
は
大
林
校
長

自
ら
「
一
商
丹
沢
寮
」
の
木
製
実
物
看
板
を
校
長
室
か
ら
運
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

展
示
は
、
先
ず
は
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
さ
の
「
一
商
年
表
」、

学
内
の
出
来
事
、
職
員
在
職
、
生
徒
、
社
会
な
ど
網
羅
さ
れ
目
を
ひ
き
、

「
一
商
１
０
０
年
の
歴
史
展
」
に
続
く
構
成
で
し
た
。
そ
の
内
容
は
次

の
通
り
で
す
。

　

府
立
商
業
学
校
か
ら
都
立
一
商
、
そ
の
１
０
０
年
間
を
振
り
返
る

　

朝
倉
虎
治
郎
氏
、
西
郷
従
徳
侯
爵　

こ
の
お
二
人
が
生
み
の
親

Ⅰ　

東
京
に
＂
天
下
（
日
本
）
第
一
＂
の
商
業
学
校
を
創
る

Ⅱ　

田
園
家
塾
、東
光
原
な
ど
教
室
外
の
教
場
で
一
商
生
の
精
神
鍛
錬
、

　
　

人
格
練
成
に
努
め
る

Ⅲ　

廃
墟
か
ら
の
復
興
を
成
し
遂
げ
る

Ⅳ　
（
一
流
で
は
な
い
）「
我
ら
劣
等
生
」が
社
会
の
中
核
を
担
っ
て
い
る

Ⅴ　

一
商
生
徒
の
女
子
比
率
が
90
％
に
近
づ
き
女
子
校
化
が
現
実
に

　
　

創
立
１
０
０
周
年
ま
で
あ
と
秒
読
み
、
そ
し
て
今
日
そ
の
時
が
き

　
　

た

　

・〈
定
時
制
生
徒
た
ち
〉「
勤
倹
力
行
」「
刻
苦
勉
励
」
を
旨
と
し
た

　

・「
一
商
と
い
え
ば
こ
の
先
生
」

　

・
大
き
く
羽
ば
た
く
先
輩
た
ち　

な
ど

　

こ
れ
ら
の
パ
ネ
ル
展
示
と
と
も
に
、「
お
手
に
と
っ
て
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
」
と
、
記
念
誌
・
卒
業
証
書
・
級
長
免
状
・
通
信
簿
・
昭
和
20

年
教
務
日
誌
・
大
正
、
昭
和
初
期
の
教
科
書
な
ど
の
普
段
見
ら
れ
な
い

興
味
あ
ふ
れ
る
展
示
を
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
も
同
窓
会
参
加
「
歴
史
展
」
な
ど
９
月
29
日
㈰
に
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
商
祭
は
手
作
り
で
制
作
さ
れ
た
展
示
、
模
擬
店
、

舞
台
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
各
教
室
や
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ
を
ぜ
ひ
回
っ
て
観
ら
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

一商祭・同窓会企画　都立一商100年の歴史展
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今
年
の
一
商
祭
は
九
月
二
十
八
日
㈯
二
十
九
日
㈰
の
両
日
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

例
年
通
り
、
二
十
八
日
は
在
校
生
と
ご
父
兄
の
皆
さ
ん
、
二
十
九

日
は
同
窓
生
も
観
覧
で
き
ま
す
。（
受
付
で
お
名
前
と
卒
業
年
次
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
）　

　

そ
の
、
今
年
の
一
商
祭
で
、
私
た
ち
同
窓
会
は
、
定
番
の
「
一
商

１
０
０
年
の
歴
史
展
」
に
加
え
、初
め
て
の
「
一
商
同
窓
生
芸
術
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
ん
な
も
の
か
と
い
え
ば
、
私
た
ち
の
同
窓
生
の
中
で
、
類
ま
れ

な(

？)

素
晴
ら
し
い
才
能
を
お
持
ち
の
方
に
、
そ
の
発
露
と
し
て
の

絵
画
や
書
、
手
工
芸
な
ど
の
作
品
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
一
商
祭
に

集
う
多
く
の 

方
々
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
企
画
で
す
。

　

私
た
ち
の
中
に
潜
む
意
外
性
、
え
っ
、
あ
の
人
が
こ
ん
な
絵
を
、

こ
ん
な
書
を
描
い
た
の
…
と
び
っ
く
り
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
必
定

か
も
。

　

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
、
あ
な
た
の
中
に
潜
む
能

力
が
刺
激
さ
れ
、
新
し
い
分
野
の
人
生
が
広
が
る
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　

そ
の
可
能
性
は
誰
に

で
も
あ
る
の
で
す
。

　

そ
れ
と
、
同
窓
生
と

銘
打
っ
て
い
ま
す
が
、

同
窓
生
以
外
で
も
、
先

生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ

ん
、
現
役
の
生
徒
の

方
々
か
ら
の
出
展
も
大

歓
迎
で
す
。

　

出
展
申
し
込
み
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、別
途
、

同
窓
会
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

や
メ
ル
マ
ガ
で
ご
案
内

し
ま
す
。　
（
事
務
局
）

▼雰囲気のイメージ写真です。この通りにはなりません。

　

新
年
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

同
窓
会
で
は
初
め
て
の
企
画
で
す
。
来
年
の
２
月
に
新
年
会
を
開
催
。

　

そ
の
新
年
会
に
お
友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

あ
る
い
は
皆
さ
ま
の
ク
ラ
ス
会
、
同
期
会
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

◦
日
時　

令
和
２
年
２
月
８
日
㈯　

13
時
～
15
時

　

◦
会
場　

南
国
酒
家
原
宿
店
、
迎
賓
館
（
原
宿
駅
前
）

　
　
　
　
　

渋
谷
区
神
宮
前
６

－

３
５

－

３
コ
ー
プ
オ
リ
ン
ピ
ア
内　
　
　

　
　
　
　
　

０
３

－

３
４
０
０

－

０
０
３
１

　

◦
会
費　

６
，
５
０
０
円

南
国
酒
家
は
中
国
料
理
の

名
店
。
そ
の
宴
会
場
で
丸

テ
ー
ブ
ル
を 

囲
ん
で
食

事
。
ク
ラ
ス
会
単
位
で
丸

卓（
座
席
）を
決
め
ま
す
。 

そ
の
各
テ
ー
ブ
ル
ご
と
で

食
事
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま

す
が
、
開
会
の
挨
拶
と
終

宴
近
く
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

に
は
参
加
し
て
下
さ
い
。

　

幹
事
さ
ん
に
協
力

　

ご
参
加
頂
く
ク
ラ
ス
会
の
幹
事
さ
ん
へ
同
窓
会
よ
り
少
し
の
特
典
。

　

◦
ク
ラ
ス
単
位
の
宛
名
シ
ー
ル
無
料
印
刷

　

◦
南
国
酒
家
地
図
入
り
案
内
状
無
料
提
供

　

◦
幹
事
打
合
せ
用
と
し
て
同
窓
会
事
務
室（
渋
谷
駅
徒
歩
７
分
）の
使
用

（
事
務
局
）

令
和
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
年
か
ら
始
ま
る

 「
合
同
新
年
会
」企
画
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
我
が
国
最
大
の
俳
句
大
会
で
あ
り
、
今
回
は
第
二
十

回
の
記
念
大
会
と
し
て
一
月
二
十
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
二
月
九
日
放
映
）

　

こ
の
大
会
へ
は
今
回
、
国
内
外
か
ら
約
四
万
四
千
句
の
投
句
（
自
由
題
で
約
三
万
三
千
句
、
題
詠

で
一
万
一
千
句
）
が
あ
り
、
第
一
次
選
考
で
約
八
千
九
百
句
が
入
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
十
八
名
の
選
者
が
本
選
を
行
い
、
各
選
者
ご
と
に
特
選
三
句
（
自
由
題
第
一
席
、
第

二
席
の
各
一
句
、
題
詠
一
句
）
を
選
び
、
併
せ
て
秀
作
句
、
佳
作
句
を
選
ぶ
と
い
う
仕
組
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

小
生
は
第
一
回
（
平
成
十
一
年
度
）
か
ら
連
続
し
て
投
句
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
特
選

第
一
席
と
な
り
ま
し
た
の
は
、

　
「
狼
の
消
え
て
秩
父
の
余
寒
か
な
」

と
い
う
句
で
、
坊
城
俊
樹
先
生
が
選
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
句
は
、
昨
年
二
月
二
十
日
に
九
十
八
歳
で
逝
去
さ
れ
た
俳
句
革
新
を
高
ら
か
に
唱
え
、
実
践

さ
れ
て
き
た
金
子
兜
太
先
生
を
追
悼
し
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
翌
日
に
詠
み
ま
し
た
。
選
者
の
坊
城
先

生
か
ら
は
、「
狼
は
太
古
の
こ
ろ
に
は
秩
父
山
脈
に
も
居
た
だ
ろ
う
。
日
本
狼
が
消
え
て
し
ま
っ
た

現
代
は
と
て
も
淋
し
い
。
そ
の
狼
を
金
子
兜
太
氏
と
重
ね
合
わ
せ
た
句
と
思
っ
た
。
秩
父
は
氏
の
古

里
で
あ
り
、
狼
の
句
は
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
氏
が
亡
く
な
っ
た
の
も
二
月

と
い
う
余
寒
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。」
と
の
選
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
は
、
壇
上
の
選
者
の
先
生
方
の
左
右
に
題
詠
の
特
選
者
十
七
名
と
自
由
題
第
一

席
の
特
選
者
十
八
名
が
座
っ
て
、
句
の

披
講
と
先
生
方
の
選
評
を
受
け
ま
し

た
。

　

な
お
、
小
生
は
永
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で

学
ん
だ
成
果
を
特
選
に
結
実
さ
せ
た
と

い
う
理
由
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習

賞
ま
で
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
同
窓
会
の
鉢
山
俳

句
会
の
皆
様
ほ
か
関
係
者
の
方
々
の
ご

指
導
と
お
励
ま
し
の
賜
物
と
心
よ
り
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

五
月
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
十
九
日
、
殿と
の
が
や
と

ヶ
谷
戸

庭
園
で
、令
和
第
一
回
の
吟
行
句
会
が
行
わ
れ
た
。

国
分
寺
駅
か
ら
徒
歩
数
分
で
、
こ
こ
が
東
京
か
と

思
わ
れ
る
程
ふ
ん
だ
ん
に
緑
が
溢
れ
た
名
庭
園
に

到
着
す
る
。
当
庭
園
は
武
蔵
野
段
丘
の
「
国
分
寺

崖が
い

線
」
と
呼
ぶ
段
丘
崖が
け

の
下
端
部
付
近
の
礫れ
き

層
か

ら
浸
出
す
る
湧
水
を
利
用
し
、
雑
木
林
の
風
致
を

生
か
し
て
作
ら
れ
た
近
代
の
別
荘
庭
園
で
、
戦
後

三
菱
財
閥
か
ら
都
が
買
収
し
整
備
管
理
す
る
都
立

文
化
財
九
庭
園
の
一
つ
で
あ
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
乍
ら
、

和
気
藹
々
と
庭
園
を
散
策
す
る
。

　

句
会
場
は
庭
内
の
紅
葉
亭
。
数
寄
屋
造
り
風
の

茶
室
で
、
選
句
後
の
選
評
で
は
、
同
窓
生
仲
間
で
し
か
得
ら
れ
な
い
親
し
さ
と
活
発
な

意
見
交
換
が
あ
っ
た
。

　

句
会
に
出
さ
れ
た
句
を
順
不
同
、
敬
称
略
で
一
人
一
句
ず
つ
並
べ
て
み
た
。

　　
　
　

新
緑
の
ま
っ
た
だ
中
に
我
ひ
と
り　
　

細
野　

和
子
（
32
期
）

　
　
　

は
じ
め
て
の
吟
行
句
会
殿
ヶ
谷
戸　
　

白
井　

健
介
（
32
期
）

　
　
　

若
楓
芝
生
の
影
も
緑
め
く　
　
　
　
　

飯
泉
善
一
郎
（
31
期
）

　
　
　

新
緑
と
水
の
香
に
酔
う
ハ
ケ
の
道　
　

垂
井　

道
夫
（
28
期
）

　
　
　

馬
頭
観
音
夏
の
雲
行
く
崖は

け線
の
上　
　

西
村　

和
子
（
35
期
）

　
　
　

こ
の
広
い
芝
生
に
一
人
大
の
字
に　
　

大
久
保
良
子
（
32
期
）

　
　
　

茶
室
よ
り
見
お
ろ
す
若
葉
の
湧
水
池　

平
野　

栄
子
（
37
期
）

　
　
　

紫
陽
花
に
雨
と
晴
れ
と
の
二ふ

た
心　
　

小
林　

静
司
（
32
期
）

　

入
会
ご
希
望
の
方
は
、見
学
も
含
め
同
窓
会
事
務
所
ま
た
は
左
記
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

垂
井　

道
夫
（
〇
三

－

三
七
二
六

－

三
一
六
九
）

　

西
村　

和
子
（
〇
三

－

三
三
八
一

－

七
八
二
九
）

　

飯
泉
善
一
郎
（
〇
三

－

三
七
〇
七

－

五
五
八
六
）

鉢
山
俳
句
会
ご
案
内

吟
行
句
会
報
告
　
垂
井　

道
夫
（
28
期
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
で
の

特
選
受
賞
の
記　
飯
泉
　
善
一
郎
（
31
期
）
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平成30年は一商100周年記念の年として、記念式典・記
念祝賀会が行われ、それとともに記念刊行物が発行され
ているので紹介します。
記念刊行物は、いずれも販売・配付は終了しています。

②「100年の歩み　ダイジェスト版」　80p　A4　平成30.6.2発行　
　一商編集　在校生配付済

①「100年の歩み」　407p　A4箱入り　平成30.9.25発行　完売
　一商、PTA、同窓会編集　平成23年準備開始 記念誌編集委員会

③「しおり」　12p　A4　平成30.6.2発行　
　PTA編集　式典・祝賀会配付済

④「温故知新」　56p　A4横　年表折込　平成30.6.2発行　
　同窓会編集　祝賀会配付済
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を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

母
校
の
後
輩
に
な
る
方
の
お
役
に
立
て
る
こ

と
を
父
も
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
一
商
の
み
な
さ
ま
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
30
年
10
月
１
日　

齋
藤
今
恵
、
松
本
早
苗
』

　

斎
藤
さ
ん
の
ご
遺
志
は
一
商
奨
学
会
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
合
掌

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

斎
藤
さ
ん
は
若
か
り
し
頃
か
ら
そ
の
能
力
は

卓
越
し
た
も
の
が
あ
り
、
税
務
・
会
計
実
務
に

秀
で
理
論
的
に
も
日
本
を
牽
引
す
る
学
者
と
し

て
も
評
価
が
高
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
次
に

示
し
た
経
歴
で
十
分
分
か
る
と
思
う
。

　

一
商
卒
業
生
で
は
番
場
先
生
が
有
名
だ
が
、

そ
れ
に
匹
敵
す
る
存
在
感
を
持
た
れ
た
凄
い
方

だ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。（
山
口
善
久
さ
ん
39

期
、
談
）

［
斎
藤
奏
先
輩
の
経
歴
］

昭
和
26
年　

早
稲
田
大
学
商
学
部
卒
業

昭
和
29
年　

公
認
会
計
士
第
３
次
試
験
合
格

昭
和
42
年　

国
税
庁
通
達
整
備
審
議
会
委
員

昭
和
46
年　

日
本
公
認
会
計
士
協
会
常
務
理
事

昭
和
52
年　

監
査
法
人
サ
ン
ワ
東
京
丸
の
内
事
務
所

　
　
　
　
　

代
表
社
員

昭
和
61
年　

サ
ン
ワ
・
等
松
青
木
監
査
法
人
代
表
社

　
　
　
　
　

員

平
成
２
年　

監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
代
表
社
員
、
通
産

　
　
　
　
　

省
産
業
構
造
審
議
会
臨
時
委
員

平
成
３
年　

専
修
大
学
大
学
院
講
師

平
成
５
年　

財
団
法
人
日
本
資
産
流
動
化
研
究
所
理

　
　
　
　
　

事

平
成
６
年　

作
新
学
院
大
学
教
授
、
平
成
７
年
作
新

　
　
　
　
　

学
院
大
学
大
学
院
教
授

平
成
10
年　

法
政
大
学
大
学
院
講
師

平
成
12
年　

作
新
学
院
大
学
大
学
院
客
員
教
授

（
主
な
著
書
）「
会
社
経
理
の
実
務
」（
財
経
詳
報
社
）、

「
新
企
業
会
計
の
理
論
と
実
務
」（
税
務
研
究
会
）、「
新

会
計
三
規
則
の
比
較
詳
解
」（
税
務
経
理
協
会
）、「
法

人
税
の
計
算
実
務
」（
税
務
経
理
協
会
）、「
銀
行
監

　

そ
し
て
、
約
束
し
た
当
日
の
11
時
、
小
雨
が

ぱ
ら
つ
い
て
い
る
中
で
し
た
が
母
校
に
到
着
、

岩
﨑
副
校
長
の
出
迎
え
を
い
た
だ
き
校
長
室
に

迎
え
入
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
約
１
時
間
、
身
内
な
ら
で
は
の
陶
山

校
長
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
大
林
校
長
か
ら
は
国
際

的
か
つ
自
由
主
義
的
教
育
方
針
が
今
に
つ
な
が

る
伝
統
の
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
和
気

藹
々
と
会
話
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

校
長
室
の
壁
に
掛
け
ら
れ
た
陶
山
校
長
の
肖

像
写
真
か
ら
は
、
見
上
げ
る
田
代
さ
ん
た
ち
に

目
を
細
め
て
喜
ば
れ
て
い
る
、
そ
ん
な
雰
囲
気

が
漂
っ
て
き
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
？
の
は

私
の
気
の
せ
い
か
。

︿
故
齋
藤　
奏
さ
ん（
24
期
）の
ご
遺
志
が
込
め

ら
れ
た
お
手
紙
﹀

　

故
齋
藤　

奏
さ
ん
は
本
年
３
月
に
逝
去
さ

れ
、
そ
の
お
嬢
様
か
ら
同
窓
会
へ
お
手
紙
が
寄

せ
ら
れ
併
せ
て
過
分
な
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

少
し
長
く
な
り
ま
す
が
、全
文
掲
載
し
ま
す
。

　
『
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
こ
の
度
は
１
０
０

周
年
の
記
念
の
年
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
良
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

父
は
趣
味
が
勉
強
と
い
う
く
ら
い
の
人
で
、

昨
年
、
体
調
を
崩
す
ま
で
は
、
毎
日
、
新
聞
を

２
紙
読
み
、
読
書
、
書
き
物
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
き
ど
き
、
一
商
へ
は
中
野
の
自
宅
か
ら
ゲ

ー
ト
ル
を
巻
い
て
歩
い
て
通
っ
た
と
、
懐
か
し

そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
商
で
学
ん
だ
こ
と
が
後
の
基
礎
と
な
り
、

お
陰
様
で
80
歳
を
超
え
る
ま
で
仕
事
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

僭
越
な
が
ら
、
同
封
し
ま
し
た
経
歴
と
著
作

の
一
覧
（
詳
細
は
下
記
に
掲
出
）
で
父
の
仕
事

た
と
こ
ろ
、
祖
父
・
曾
祖
父
が
築
い
て
初
代
校

長
を
務
め
た
府
立
一
商
の
今
の
姿
を
見
て
み
た

い
。
正
門
前
で
写
真
を
撮
り
た
い
、
そ
う
い
う

熱
い
気
持
ち
が
湧
き
あ
が
り
、
そ
れ
な
ら
ば
と

意
を
決
し
て
同
窓
会
に
訪
問
の
可
否
を
尋
ね
ら

れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
秋
（
９
月
18
日
）
か
ら
同
窓
会
会
報

電
子
版
、
メ
ル
マ
ガ
「
き
ず
な
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

　

１
年
１
回
の
発
行
に
限
ら
れ
る
同
窓
会
会
報

「
は
ち
や
ま
」
に
は
で
き
な
い
、
軽
い
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

を
お
届
け
す
る
の
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

　

編
集
部
（
と
い
っ
て
も
ま
だ
一
人
）
が
四
苦

八
苦
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
記
事
を
提
供
す
べ
く
、
こ

れ
か
ら
も
奮
闘
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

支
援
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
そ
の
「
き
ず
な
」
も
、
い
つ
の
間

に
か
12
号
を
数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
、
と
い
っ
て

も
数
知
れ
て
い
ま
す
が
、
お
読
み
い
た
だ
い
て

お
ら
れ
な
い
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
い
く
つ
か
を
選
ん
で
ご
紹
介
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

︿
陶
山
斌
次
郎
初
代
校
長
の
お
孫
さ
ん
と
曾
孫

さ
ん
の
４
名
が
母
校
を
表
敬
訪
問
﹀

　
（
昨
年
）
９
月
27
日
㈭
陶
山
初
代
校
長
の
お

孫
さ
ん
、
曾
孫
さ
ん
４
名
の
方
々
が
母
校
に
来

校
さ
れ
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
産
経
新
聞
（
デ
ジ
タ
ル
）
の
一

商
１
０
０
周
年
の
記
事
、
曾
孫
の
田
代
さ
ん
が

ご
覧
に
な
り
、
お
母
さ
ん
、
従
妹
…
に
お
話
し

「
き
ず
な
」は
フ
レ
ッ
シ
ュ
＆

タ
イ
ム
リ
ー
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
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《「
一
土
会（
い
ち
ど
か
い
）」、
御
年
90
歳
の
ク

ラ
ス
会
》

　

11
月
７
日
、
御
年
90
歳
の
大
先
輩
が
７
名
参

加
し
て
の
ク
ラ
ス
会
が
竹
橋
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

　

家
田
さ
ん
、
清
水
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、
永
井

さ
ん
、
蓜
島
さ
ん
、
山
下
さ
ん
、
米
沢
さ
ん
。

今
か
ら
73
年
前
、
昭
和
20
年
、
日
本
が
戦
争
に

敗
れ
た
激
動
の
年
に
卒
業
さ
れ
た
23
期
生
。
今

な
お
、
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
お
元
気
だ
。

　

４
年
５
組
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
卒
業
当
時
に

50
人
い
た
者
が
十
数
名
と
な
り
、
本
日
、
参
加

さ
れ
た
の
は
７
名
。

　

し
か
も
、
74
年
間
、
そ
の
う
ち
何
年
か
は
仕

事
の
関
係
で
抜
け
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
毎
月
１
回
の
開
催
頻

度
は
凄
い
。

　

３
／
４
世
紀
で
す
よ
。
そ
れ
だ
け
で
ギ
ネ
ス

級
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
申
請
し
た
ら
い

か
が
で
す
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
、
家
田
先
輩
か

ら
ダ
メ
だ
と
断
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
）

　

こ
こ
ま
で
く
る
と
「
伝
説
」。
一
商
歴
史
年

表
に
載
せ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

《
数
学
研
究
部
、
昭
和
26
年
か
ら
続
く
第
67
回

の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
》

　

こ
の
会
は
、
１
９
５
１
年
（
昭
和
26
）
か
ら

始
ま
っ
て
67
年
続
い
て
い
る
そ
う
だ
。
そ
れ
だ

け
で
も
凄
い
の
に
、
第
１
回
か
ら
参
加
さ
れ
て

い
る
方
が
今
回
も
お
元
気
に
参
加
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
お
元
気
は
素
晴
ら
し
い
。
そ
の
源
に
は

ひ
ょ
っ
と
し
て
数
学
で
鍛
え
た
何
も
の
か
が
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。（
ボ
ケ
防
止
に
は

麻
雀
を
や
る
と
い
い
、
と
か
の
よ
う
に
）

　

そ
う
い
え
ば
、
数
年
前
、
三
崎
先
生
（
化
学
）

査
の
実
務
」（
税
務
経
理
協
会
）、「
税
務
会
計
の
要

点
と
対
策
」（
共
著
）（
第
一
法
規
）、「
海
外
取
引
の

会
計
と
税
務
」（
共
著
）（
清
文
社
）、「
特
定
引
当
金

の
理
論
と
実
務
」（
商
事
法
務
研
究
会
）、「
リ
ー
ス

の
法
律
、
会
計
、
税
務
」（
第
一
法
規
）、「
消
費
税

の
実
務
と
対
応
」（
第
一
法
規
）、「
消
費
税
の
決
算

実
務
」（
第
一
法
規
）、「
外
国
税
額
控
除
の
実
務
」（
清

文
社
）、「
移
転
価
格
税
制
」（
中
央
経
済
社
）
そ
の

他
多
数

《「
東
京
校
歌
祭
」
で
〝
都
の
空
に
〟
を
歌
っ
て
》

　

11
月
３
日
（
土
、
文
化
の
日
）
杉
並
公
会
堂

で
第
26
回
東
京
校
歌
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
、
一
商
の
参
加
人
数
は
52
名
と
な
り
、

前
年
37
名
に
比
べ
16
名
増
。
参
加
人
数
は
他
校

と
比
べ
て
遜
色
な
く
、
平
成
５
年
か
ら
参
加
し

て
い
る
古
参
の
一
校
と
し
て
、
そ
れ
な
り
に
対

面
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝

　

大
先
輩
方
、
中
先
輩
方
、
中
で
も
41
期
が
山

本
剛
さ
ん
の
尽
力
も
あ
っ
て
18
名
も
参
加
し
て

く
れ
た
の
が
功
績
大
。
で
も
、
残
念
な
の
は
中

間
層
か
ら
若
手
層
の
参
加
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
こ
と

　

こ
の
校
歌
祭
は
平
成
５
年
に
産
声
を
上
げ
、

一
商
が
参
加
し
た
の
は
第
５
回
か
ら
。
そ
の
時

の
参
加
人
数
は
１
０
７
名
、
そ
れ
が
今
や
な
か

な
か
40
名
に
も
届
か
な
い
、
ち
ょ
っ
と
悲
し
い

状
態
だ
っ
た
の
が
、今
年
は
な
ん
と
50
名
超
え
。

嬉
し
く
、
ど
う
い
う
わ
け
か
誇
ら
し
げ
な
気
分

に
な
り
ま
し
た
。

　

校
歌
と
い
う
の
は
不
思
議
な
も
の
で
、
50
年

以
上
経
っ
た
今
で
も
歌
い
だ
す
と
歌
詞
が
自
然

に
口
に
上
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
私
た
ち
一
商
卒

業
生
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
＂
青
春
賛
歌
＂
だ
か

ら
な
ん
で
し
ょ
う
、
き
っ
と
。

　

来
年
は
60
名
に
な
る
と
い
い
な
。

が
ご
自
宅
で
数
学
の
研
究
を
し
て
お
ら
れ
、
そ

の
と
き
化
学
よ
り
数
学
を
教
え
れ
ば
よ
か
っ
た

な
、
な
ん
て
つ
ぶ
や
い
て
お
ら
れ
た
の
を
思
い

出
し
ま
す
。

　

奇
し
く
も
「
一
土
会
」
と
同
じ
、
11
月
７
日

で
し
た
。
海
口
さ
ん（
29
期
）、
内
田
さ
ん（
30

期
）、
小
林
績
さ
ん（
30
期
）、
田
中
さ
ん（
30

期
）、
小
林
操
さ
ん（
34
期
）、
曽
根
さ
ん（
34

期
）、
長
崎
さ
ん（
34
期
）、
遠
藤
さ
ん（
35
期
）、

相
原
さ
ん（
36
期
）、
梶
浦
さ
ん（
36
期
）、
小
島

さ
ん（
36
期
）、
大
原（
香
取
）さ
ん（
37
期
）、
富

越
さ
ん（
37
期
）、
笠
倉
さ
ん（
40
期
）、
芥
川
さ

ん（
41
期
）、
福
崎（
41
期
）、
総
勢
16
名
が
集
ま

っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
２
時
間
と
ち
ょ
っ
と
、
昼
食
を

い
た
だ
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
が
思
い
思

い
の
お
話
を
披
露
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
中
に
は
、
病
気
を
抱
え
て
お
ら

れ
る
方
、
大
き
な
怪
我
や
病
気
を
乗
り
越
え
て

元
気
を
回
復
さ
れ
た
方
、
病
気
に
は
縁
が
な
く

元
気
な
方
…
い
ろ
い
ろ
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
年
に
一
度
、
お
互
い
の
無
事
を

確
か
め
、
喜
び
合
え
た
こ
と
の
嬉
し
さ
を
満
面

に
浮
か
べ
、
そ
し
て
、
終
わ
り
際
、
ま
た
来
年

会
お
う
、
元
気
で
い
よ
う
ね
、
そ
ん
な
言
葉
を

皆
さ
ん
で
か
け
合
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
、
す
ご

く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

《「
一
商
１
０
０
年
の
歴
史
」
動
画
、
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
ま
し
た
。見
て
ね
！
》

　
「
都
立
一
商
」
創
立
百
周
年
記
念
式
典
・
祝

賀
会
の
動
画
に
続
け
て
、
昨
年
暮
れ
に
＂
一
商

１
０
０
年
の
歴
史
＂
動
画
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し

ま
し
た
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
「
都
立
一
商
」
あ

る
い
は
「
一
商
」
と
入
力
し
検
索
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
視
聴

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
動
画
は
、
昨
年
６
月
２
日
に
挙
行
さ
れ

た
母
校
１
０
０
周
年
記
念
行
事
に
ご
参
加
い
た

だ
け
な
か
っ
た
多
く
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
方

に
、
こ
の
時
の
式
典
、
祝
賀
会
の
様
子
を
ご
覧

い
た
だ
き
母
校
の
慶
賀
を
共
に
祝
っ
て
い
た
だ

き
た
い
、
と
い
う
思
い
で
つ
く
り
ま
し
た
。

　

次
い
で
＂
一
商
１
０
０
年
の
歴
史
＂
は
「
50

年
史
」
を
下
敷
き
に
つ
く
っ
た
一
商
１
０
０
年

の
歴
史
「
温
故
知
新
」
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
用
に

加
工
し
た
も
の
で
す
。「
温
故
知
新
」
を
も
ら

っ
て
い
な
い
方
々
に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
在
学
中
に
学
ぶ
こ
と
の
な
か
っ
た

一
商
の
歴
史
。
そ
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
と
＂
天

下
の
一
商
＂と
言
わ
れ
た
所
以
が
よ
く
分
か
り
、

改
め
て
母
校
一
商
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。（
事
務
局 

福
崎
達
哉
）

メールマガジン一商同窓会報電子版
“きずな”の配信を受けるには

メールマガジン“きずな”の配信を希望される方は、
一商同窓会ホームページの「お問合せ」から、“き
ずな”配信希望とご記入いただき「送信」していた
だければ、次号からお送りさせていただきます。
もちろん、お名前とメールアドレスの記入をお忘れ
にならないようご注意ください。
また、同窓会事務局のメールアドレス

（info@isshou.jp）に同様の内容を送信していただ
いても差し支えありません。
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平成30年度  都立一商同窓会  会計報告
●収支計算書（平成30年4月1日〜平成31年3月31日）

収入の部

支出の部

予算額

予算額

決算額

決算額

差異(予算−決算)

差異(予算−決算)

（単位：円）

先 払 年 会 費 収 入
年 会 費 収 入
賛 助 会 費 収 入
総 会 会 費 収 入
親 睦 会 会 費 収 入
事 務 受 託 収 入
事 務 所 使 用 料 収 入
広 告 料 収 入
水 道 光 熱 費 分 担 金
100 周 年 募 金 会
受 取 利 息
雑 収 入
積 立 金 取 り 崩 し
当 年 度 収 入 合 計 A

会 報 製 作 費
会 報 発 送 費
総 会 費
親 睦 費・ 諸 行 事
諸 行 事 協 賛 金
慶 弔 費
家 賃
水 道 光 熱 費
事 務 費
交 通 費
会 議 費
通 信 費
消 耗 品 費
振 込 手 数 料
雑 費
生 徒 募 集 費 支 援
就 職 対 策 費 支 援
部 活 動 奨 励 費
資 格 取 得 奨 励 費
当 年 度 支 出 合 計 B
当年度収支差額C＝A－B
前年度繰越収支差額D
次年度繰越収支差額C＋D

2,200,000
1,000,000
1,800,000

200,000
0

120,000
720,000

0
48,000

0
15,000

0
2,000,000
8,103,000

1,000,000
950,000
500,000
250,000

10,000
30,000

1,800,000
120,000

1,000,000
150,000
150,000
100,000
500,000

60,000
200,000
180,000

70,000
400,000
250,000

7,720,000
383,000

12,284,174
12,667,174

2,160,000
946,300

2,210,544
196,000

4,500
120,000
720,000

0
48,000

3,072,383
130,672

5,695
0

9,614,094

900,439
558,695
531,360
174,846

10,000
26,200

1,788,480
137,519
905,241

0
53,776

188,156
678,274

57,096
131,066
115,440

45,535
338,718
288,540

6,929,381
2,684,713

12,284,174
14,968,887

40,000
53,700

△410,544
4,000

△4,500
0
0
0
0

△3,072,383
△115,672

△5,695
2,000,000

△1,511,094

99,561
391,305
△31,360

75,154
0

3,800
11,520

△17,519
94,759

150,000
96,224

△88,156
△178,274

2,904
68,934
64,560
24,465
61,282

△38,540
790,619

△2,301,713

△2,301,713

●貸借対照表（平成31年3月31日現在）

科　　目 金　　額
（単位：円）

資産の部
　現預金

現金
普通預金（三菱UFJ銀行渋谷支店）
振替貯金 664890（年会費･賛助会費）
普通預金（ゆうちょ銀行） 
普通預金（三菱UFJ信託銀行渋谷支店）
定期預金（三菱UFJ銀行渋谷支店）
定期預金（ゆうちょ銀行） 

　差入保証金
資産合計
負債の部
　　前受金
負債合計

正味財産の部
基金
次年度繰越収支差額
正味財産合計

負債及び正味財産合計

253,102
3,011,334
2,906,095
3,803,961

0
4,075,995
1,000,000 15,050,487

828,000
15,878,487

81,600
81,600

828,000
14,968,887
15,796,887
15,878,487

監査報告書
　監査の結果、東京都立第一商業高等学校同窓会の
平成30年度（平成30年４月１日～平成31年３月31日）
の会務は本会会則に従って執行されており、収支計
算書及び同年度末の貸借対照表は適正に作成されて
いるものと認めます。

　　令和元年５月21日
　　　東京都立第一商業高等学校同窓会
　　　　　　監　事　　山　口　善　久　㊞
　　　　　　監　事　　粕　谷　幸　男　㊞
　　　　　　監　事　　飯　塚　　　昇　㊞
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令和元年度  都立一商同窓会  収支予算

都立一商創立100周年記念事業 収支報告

（平成31年4月1日〜令和元年3月31日）
支出の部

支出の部

収入の部

収入の部

予算額予算額
会 報 製 作 費
会 報 発 送 費
総 会 開 催 案 内 葉 書
総 会 費
親 睦 費 ・ 諸 行 事
諸 行 事 協 賛 金
慶 弔 費
家 賃
水 道 光 熱 費
事 務 費
交 通 費
会 議 費
通 信 費
消 耗 品 費
振 込 手 数 料
雑 費
学 校 支 援 費 計
(生 徒 募 集 費 支 援)
(就 職 対 策 費 支 援)
( 部 活 動 奨 励 費 )
(資 格 取 得 奨 励 費)
支 出 合 計
単 年 度 収 支
次 年 度 繰 越

記 念 誌 等 印 刷 代
式 典 経 費
祝 賀 会 経 費
記 念 贈 答 費
事務委託費(入金管理業務等)
支 払 手 数 料
通 信 費
会 議 費
交 通 費
消 耗 品 費
そ の 他 の 支 出

支 出 合 計
差 引 ： 募 金 残 高

先 払 い 年 会 費
年 会 費 ( 通 常 )
賛 助 会 費
総 会 会 費 他 　
事 務 所 使 用 料
事 務 受 託 料 
広 告 料 収 入
受 取 利 息
雑 収 入
前 年 繰 越 金 繰 入
収 入 合 計

１ ０ ０ 周 年 募 金 収 入
P T A 寄 付 金
9 0 周 年 残 金
祝 賀 会 参 加 費
祝 賀 会 御 祝 金
記 念 誌 売 上
広 告 掲 載 料
そ の 他 の 収 入

収 入 合 計

1,000,000
600,000
643,260

30,000
150,000

0
20,000

1,836,000
130,000

1,000,000
80,000
80,000

190,000
700,000

60,000
150,000
800,000

7,469,260
385,740

5,768,642
1,486,458
9,108,044
2,308,074

854,172
199,144
707,095

83,668
189,950

40,381
358,286

21,103,914
6,072,383

2,200,000
1,200,000
1,800,000

60,000
250,000

30,000
312,000

0
3,000

2,000,000
7,855,000

19,832,452
2,500,000
1,982,648
2,035,000

152,000
129,600
528,000

16,597

27,176,297

（単位：円）

●収支計算書（平成26年4月1日〜平成31年2月28日） （単位：円）

監査報告書
　監査の結果、東京都立第一商業高等学校創立100周年
記念募金会の収支計算書（平成26年４月１日～平成31
年２月28日）は適正に作成されているものと認めます。

　　令和元年５月21日
　　　東京都立第一商業高等学校同窓会
　　　　　　監　事　　山　口　善　久　㊞
　　　　　　監　事　　粕　谷　幸　男　㊞
　　　　　　監　事　　飯　塚　　　昇　㊞

上記の残高については、東京都立第一商業高等学校
同窓会に移管しております。
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サイズ：名刺広告  左右30mm×天地  56mm  ￥  3,000
  モノクロ（1／8）左右  88mm×天地  56mm  ￥10,000
　　　　（1／4）左右180mm×天地  56mm  ￥18,000　
　　　　（1／2）左右180mm×天地120mm  ￥35,000
　　　　（1／1）左右180mm×天地254mm  ￥60,000
原　稿：完全原稿でお願いします。
送り先：同窓会事務局
　　　  〒150-0036　東京都渋谷区南平台町２－6
　　　　　　　　　　　　　　　 南平台ヒルス501号
　　　　　　　　　　　　   E-mail：info@isshou.jp
お支払：後日請求書を送らせていただきます。

一商同窓会会報　企業広告のお願い

電話：03－6455－3731
Fax：03－6455－3723

一般財団法人 一商奨学会

右記の収支報告書(正味財産増減計算書)は、都立一商
奨学会(平成30年４月１日～同年10月31日)およびその
全事業を継承した一般財団法人一商奨学会(平成30年
11月１日～同31年３月31日)を合算したものです。

●貸借対照表
　（2019年3月31日現在）

●正味財産増減計算書（含む都立ー商奨学会）
　（2018年4月1日〜2019年3月31日）（単位：円） （単位：円）

科　目
Ⅰ　資産の部
　１　流動資産
　　　　普通預金
　　　流動資産合計
　２　固定資産
　　　　定期預金
　　　　国　　債
　　　　定期預金
　　　　振替貯金
　　　固定資産合計

資　産　合　計
Ⅱ　負債の部
　１　流動負債
　　　　未 払 金
　　　流動負債合計

負　債　合　計
Ⅲ　正味財産の部
　　　指定正味財産
　　　一般正味財産

正味財産合計
負債及び正味財産合計

科　目
Ⅰ　一般正味財産増減の部

特定資産受取利息
特定資産受取利息振替額
受入寄付金振替額
受取利息

　　　　経常収益計
　　　事 業 費

一般奨学金
留学奨学金
支払手数料
通 信 費
賃 借 料
その他の経費

　　　管 理 費
賃 借 料
その他の経費

　　　　　経常費用計
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部
受入寄付金
特定資産受取利息
一般正味財産への振替額

当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高※ 
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

金　額

3,359,125
3,359,125

3,000,000
139,618,784

7,700,000
1,338,040

151,656,824
155,015,949

194,100
194,100
194,100

151,656,824
3,165,025

154,821,849
155,015,949

金　額

373
2,371,180
2,319,960

1,035
4,692,548

2,160,000
3,412,090

56,316
3,689

118,750
203,698

6,250
41,773

6,002,566
△1,310,018

4,475,043
3,165,025

1,358,000
2,395,006
4,691,140
△938,134

152,594,958
151,656,824
154,821,849

※一般財団法人設立時の設立者財産拠出額300万円を加算
　している。

企業の夢ある未来づくりに参加する

トータル ブランド プロデューサー

国内外の発明、ノウハウ、デザイン、商標、著作権

〒���-���� 東京都港区赤坂 �-�-��-���
TEL：��-����-����（代表）　FAX：��-����-����　
E-mail：info@asano-pat.com
URL：https://the.asano-pat.com

浅野国際特許事務所
所長弁理士 浅野 勝美（��期）

平
成
��
年
秋 

黄
綬
褒
章
受
章

首
都
大
学
東
京
大
学
院 

講
師



(35) はちやま・一商鉢山会会報　№55 2019年（令和元年）8月7日

◦一商同窓会の活動は皆様の年会費と賛助会費で運営されております。
◦　都立一商同窓会　http://www.isshou.jp/ 検索

一商同窓会  令和元年度役員

令和元年度  事業計画日程

期　日

平成31年4月9日㈫

　　　　4月12日㈮

令和元年5月18日㈯

5月21日㈫

6月3日(月)

6月15日㈯

6月22日㈯

7月20日㈯

8月上旬

8月10日㈯〜18日㈰

9月28日㈯・29日㈰

10月19日㈯

10月27日㈰

令和２年1月中旬

2月中旬

3月3日㈫

3月28日㈯

行事名

入学式

東京校歌祭総会

PTA歓迎会

同窓会会計監査

一商開校記念日

校歌祭実行委員会

常任委員会

総会、臨時常任委員会

会報55号発送

夏期休暇（事務所）

一商祭
(一商歴史展示＆一商同窓会芸術展(予定))

第7回ぶらりウォーキング

東京校歌祭

初会

同窓会・新年会(2/中)

卒業式

第8回ぶらりウォーキング

開催場所、補足事項

都立一商

小山台会館

都立一商

同窓会事務所

都立西高

都立一商

都立一商

観覧可能日は9月29日㈰だけです

小石川他

杉並公会堂

同窓会事務所

南国酒家原宿店

都立一商

神宮外苑他

役　職

会長

副会長

副会長・親睦委員長

常任理事・広報委員長

常任理事・広報副委員長

常任理事・委員長(校歌祭実行)

常任理事・親睦副委員長

理事

役　職

理事

理事

理事

理事

理事

事務局長

監事

監事

氏　名

浅 野 勝 美

岩 佐 芳 一

山 﨑 松 夫

秦　　 和 夫

大 橋 佳 夫

山 本　　 剛

太 田 守 洋

櫻 井 欣 吾

氏　名

井 上 七 郎

芥 川 英 子

市 毛 桂 子

高 戸 利 子

鵜 沢 正 二

福 崎 達 哉

粕 谷 幸 男

飯 塚　　 昇

卒業期

45

45

46

37

35

41

47

39

卒業期

39

41

41

41

45

41

45

47
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卒業期卒業期 合計金額合計金額
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
54
57
58
66
67
75
82
92
95
その他
総計

12
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38

64,800
36,000
38,400
16,800
31,200
28,800
9,600
33,600
21,600
4,800
7,200
2,400
2,400
2,400
7,200
2,400
4,800
2,400
2,400
2,400
2,400
2,400
4,800
7,200

946,300

4,800
2,400
2,400
2,400
7,200
4,800
4,800
7,200
12,000
16,800
7,200
21,600
7,200
2,400
28,800
36,100
27,000
67,200
67,200
45,600
74,400
57,600
62,400
38,400

平成30年度賛助会費および年会費報告 平成31年
３月末日現在

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0
10 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 57 66 75 95そ

の
他

合
計
入
金
額

卒業期

平成30年度 同窓会賛助会費（期別比較）*原則一口1万円

　一商同窓会の運営は皆さんから支払っていただいて
いる年会費（定額2,400円）、賛助会費（随意）及び先
払い年会費（新規同窓生一律12,000円）によって成り
立っています。
　本年度は年会費946,300円、賛助会費2,210,544円、
先払い年会費2,160,000円、合計5,316,844円（昨年度
5,094,200円）のご協力を頂くことが出来ましたことを
ご報告させていただきます。
　母校創立100周年募金もお願いしている時に誠に有
り難く感謝申し上げます。
　この大切な資金は有効に活用すべく役員一同努力い
たす所存でございます。

平成30年度		年会費納入状況
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日　
時　
平
成
30
年
７
月
16
日
㈪

総　
会　
11
時
～
13
時

懇
親
会　
13
時
15
分
～
15
時

会　
場　
渋
谷
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
６
階

　
　
　
　

プ
ラ
ネ
ッ
ツ
ル
ー
ム

総
会

１
、
開
会
の
辞

２
、
会
長
挨
拶

３
、
校
長
ご
挨
拶

４
、
議
長
選
出

５
、
議
事

出
席
者
数
：
38
名

第
一
号
議
案

　
「
平
成
29
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
報
告
と
監
査
報
告
」
承
認
の
件

　

会
長
か
ら
「
平
成
29
年
度
事
業
報
告
」、

次
い
で
山
本
財
務
委
員
長
か
ら
「
平
成
29

年
度
収
支
決
算
」
が
報
告
さ
れ
、そ
の
後
、

粕
谷
監
事
か
ら
、
各
財
務
諸
表
監
査
の
結

果
、
適
正
で
あ
っ
た
旨
報
告
さ
れ
、
出
席

者
全
員
の
拍
手
を
以
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

第
二
号
議
案

　
「
平
成
30
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
案
」
承
認
の
件

　

会
長
か
ら
「
平
成
30
年
度
事
業
計
画
」

次
い
で
山
本
財
務
委
員
長
か
ら
「
平
成
30

年
度
収
支
予
算
案
」
が
報
告
さ
れ
、
出
席

者
全
員
の
拍
手
を
以
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案

　
「
役
員
改
選
」
承
認
の
件

　

会
長
か
ら
、
石
田
前
会
長
の
逝
去
に
伴

う
臨
時
的
人
事
措
置
に
つ
い
て
、「
本
年

２
月
３
日
の
臨
時
正
副
委
員
長
会
議
に
於

い
て
、
定
時
総
会
ま
で
菊
池
氏
が
会
長
代

行
と
し
て
、
残
余
期
間
を
会
長
と
し
て
職

務
を
担
う
」
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
報
告
事
項

　

①
平
成
29
年
度
（
95
期
）
卒
業
生
新
役
員
の

　
　

紹
介

　

②
都
立
一
商
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
収

　
　

支
報
告
に
つ
い
て

　

６
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
都
立
一
商
創

立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
が
成
功
裡
に
終

わ
っ
た
こ
と
に
つ
き
感
謝
表
明
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
収
支
状
況
は
別
紙
の
通
り
報

告
が
あ
り
、
出
席
者
全
員
の
拍
手
を
以
っ

て
承
認
さ
れ
た
。

③
一
商
奨
学
会
を
公
益
財
団
に
転
換
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　
　

福
崎
事
務
局
長
か
ら
、
現
在
の
「
一
商

奨
学
会
」
を
公
益
法
人
に
転
換
さ
せ
る
検

討
を
行
な
っ
て
い
る
旨
説
明
が
あ
っ
た
。

④
同
窓
会
の
財
務
上
の
課
題
と
対
策
を
含
め

た
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

　

福
崎
事
務
局
長
か
ら
、「
財
務
上
の
課

題
と
対
策
を
含
め
た
今
後
の
同
窓
会
の
運

営
方
針
」
に
つ
い
て
提
案
が
あ
っ
た
。

◦
こ
こ
数
年
、
年
会
費
・
賛
助
会
費
の
収

入
が
減
少
し
て
お
り
、単
年
度
赤
字
で
、

危
機
的
状
況
に
あ
る
。

◦
特
別
会
員
（
法
人
）
創
設
、
地
方
在
住

同
窓
生
と
の
つ
な
が
り
の
構
築
、
同
期

会
活
動
支
援
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
発
行

等
を
通
し
て
、
年
会
費
・
賛
助
会
費
の

増
収
を
図
る
。

◦
こ
れ
ら
を
推
進
し
て
行
く
中
で
、
試
行

錯
誤
し
つ
つ
増
額
対
策
に
努
力
す
る
。

※
こ
れ
ら
施
策
の
実
施
に
当
り
、
正
副
委

員
長
会
議
の
了
承
の
元
で
実
施
し
、
次

回
定
期
総
会
に
て
正
式
な
承
認
を
得
る

こ
と
を
、
出
席
者
全
員
の
拍
手
を
以
っ

て
承
認
さ
れ
た
。

　

＊
新
任
会
長
と
退
任
会
長
の
挨
拶

６
、
閉
会
の
辞

懇
親
会

１
、
開
会
の
辞

２
、
来
賓
ご
挨
拶　

　
　
　
　

大
林
校
長
・
宇
津
江
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

３
、
会
長
挨
拶　
　

菊
池
会
長

４
、
乾
杯　
　
　
　

小
林
名
誉
会
長

５
、
新
理
事
紹
介

６
、
校
歌
斉
唱　
　

指
揮
：
山
本
副
会
長

７
、
中
締
め　
　
　

中
澤
副
会
長

　
　

会
は
賑
や
か
に
、盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。
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日　
時　
令
和
元
年
７
月
20
日
㈯

　
　
　
　
14
時
～
16
時

会　
場　
都
立
一
商
視
聴
覚
室

出
席
者　
38
名

総　
会

１
、
開
会
の
挨
拶　

太
田
守
洋

２
、
会
長
挨
拶　

菊
池
敏
郎
会
長

３
、
校
長
挨
拶　

大
林　

誠
校
長

４
、
議
長
選
出　

菊
池
敏
郎
議
長

5
、
議　
　

事　

司
会
：
太
田
守
洋　

　
　
　
　
　
　
　

議
案
説
明
：
菊
池
敏
郎
、

　
　
　
　
　
　
　

福
崎
達
哉
、
浅
野
勝
美

　

第
１
号
議
案

　
　
「
平
成
30
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

　
　

算
報
告
と
監
査
報
告
」
承
認
の
件

　
　
　

福
崎
事
務
局
長
よ
り
事
業
報
告
が
行
わ

れ
、
引
き
続
き
、
山
本
財
務
委
員
長
よ
り

収
支
報
告
を
行
っ
た
。
採
決
を
と
り
賛
成

多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

　

第
２
号
議
案

　
　
「
次
期
会
長
選
任
、
役
員
改
選
、
会
則
改

　
　

正
案
」
承
認
の
件

　
　
　

菊
池
議
長
よ
り
、
次
期
会
長
に
浅
野
勝

美
を
推
薦
し
た
い
と
報
告
が
あ
り
、
賛
成

多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

　
　
　

浅
野
新
会
長
よ
り
、
会
則
改
正
案
、
役

員
改
選
案
の
提
案
が
あ
り
、
両
案
と
も
に

承
認
さ
れ
た
。

　

第
３
号
議
案

　
　
「
令
和
元
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

　
　

算
案
」
承
認
の
件

　
　
　

福
崎
事
務
局
長
よ
り
提
案
が
あ
り
、
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
報
告
事
項

　
　

１
、
平
成
30
年
度
（
96
期
）
卒
業
生
新
役

　
　
　

員
の
紹
介

　
　

２
、
奨
学
会
報
告

　
　
　
　

福
崎
事
務
局
長
よ
り
報
告
が
あ
り
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

６
、
感
謝
状
贈
呈　

小
林
三
郎
名
誉
会
長
へ
贈

呈

　
　

菊
池
前
会
長
よ
り
小
林
名
誉
会
長
へ
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

７
、
閉
会
の
辞　

中
澤
総
務
委
員
長

承
認
事
項
、
新
旧
会
長

１
、議
案
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

２
、
菊
池
会
長
が
関
わ
っ
た
時
代
か
ら
、
そ
の

前
の
時
代
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
添
付
Ｂ
の

書
類
に
答
え
が
。

　
　

菊
池
会
長
が
こ
の
資
料
を
も
と
に
説
明
を

さ
れ
た
。

３
、
浅
野
新
会
長
も
ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ
た
。
そ

の
中
で
会
則
改
正
案
や
ご
自
身
の
基
本
的
な

考
え
方
を
述
べ
た
が
、
会
員
に
的
確
に
ご
理

解
頂
く
為
に
と
書
面
で
用
意
し
た
、
添
付
の

「
同
窓
会
会
長
就
任
の
挨
拶
」。

　
　

会
員
に
的
確
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
実
際

に
挨
拶
と
し
て
ス
ピ
ー
チ
す
る
時
間
の
短
縮

を
は
か
る
為
と
の
こ
と
。
こ
れ
も
ス
モ
ー
ル

サ
イ
ジ
ン
グ
の
一
環
で
す
、
と
の
弁
。

出
席
者　
来
賓
（
敬
称
略
）

大
林　
　

誠
（
校
長
）

岩
崎　
　

豊
（
副
校
長
）

宇
津
江　

靖
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問
）

小
関　

貞
柱
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

出
席
者　
同
窓
会

佃　
　

史
彦
（
25
）　 

小
林　

三
郎
（
30
）

飯
泉
善
一
郎
（
31
）　 

菊
池　

敏
郎
（
32
）

澤
田
竹
二
郎
（
32
）　 

梅
村　

光
俊
（
32
）

木
島　

邦
彦
（
32
）　 

樋
口　

幸
雄
（
32
）

吉
田　

清
一
（
32
）　 

宇
田
川
一
浩
（
33
）

国
岡　
　

宏
（
33
）　 

大
橋　

佳
夫
（
35
）

秦　
　

和
夫
（
37
）　 

田
島　

嗣
也
（
37
）

井
上　

七
郎
（
39
）　 

櫻
井　

欣
吾
（
39
）

山
口　

善
久
（
39
）　 

中
澤　

捷
雄
（
39
）

磯
部　

宏
次
（
41
）　 

山
本　
　

剛
（
41
）

芥
川　

英
子
（
41
）　 

高
戸　

利
子
（
41
）

福
崎　

達
哉
（
41
）　 

小
幡　

昇
造
（
42
）

國
友　
　

修
（
42
）　 

根
岸　

秀
年
（
44
）

浅
野　

勝
美
（
45
）　 

鵜
澤　

正
二
（
45
）

粕
谷　

幸
男
（
45
）　 

桜
井　

貴
子
（
46
）

山
﨑　

松
夫
（
46
）　 

飯
塚　
　

昇
（
47
）

太
田　

守
洋
（
47
）　 

一
之
瀬　

渉
（
47
）
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別
会
員
は
、
母
校
現
教
職
員
及
び
前
教
職

員
と
す
る
。

３　

母
校
を
中
途
退
学
し
た
生
徒
で
会
員
が

推
薦
し
理
事
会
が
承
認
し
た
者
は
一
般
会

員
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
５
条 （
役　

員
）

　
　

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

　
　

①　

会　
　

長　
　
　
　
　

１
名

　
　

②　

副
会
長　
　
　
　

若
干
名

　
　

③　

常
任
理
事　
　
　
　

若
干
名

　
　

③　

理　
　

事　
　
　
　

若
干
名

　
　

④　

監　
　

事　
　
　

２
名
以
上

２　

会
長
及
び
監
事
は
総
会
に
於
い
て
選
出

す
る
。

３　

副
会
長
、
常
任
理
事
及
び
理
事
は
会
長

が
指
名
す
る
。

第
６
条 （
役
員
の
任
期
）

　

会
長
、
副
会
長
、
常
任
理
事
及
び
理
事
並

び
に
監
事
の
任
期
は
、
選
出
が
承
認
さ
れ
た

定
時
総
会
以
後
翌
々
年
の
定
時
総
会
終
了
ま

別
会
員
は
、
母
校
現
教
職
員
及
び
前
教
職

員
と
す
る
。

３　

母
校
を
中
途
退
学
し
た
生
徒
で
会
員
が

推
薦
し
常
任
理
事
会
が
承
認
し
た
者
は
一

般
会
員
に
加
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
５
条 （
役　

員
）

　
　

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

　
　

①　

会　
　

長　
　
　
　
　

１
名

　
　

②　

副
会
長　
　
　
　

若
干
名

　
　

③　

常
任
理
事　

卒
業
年
度
毎
の
学
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
と
し
て
若
干
名

　
　

④　

理　
　

事　

卒
業
年
度
毎
の
ク
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
と
し
て
若
干
名

　
　

⑤　

監　
　

事　
　
　
　
　

３
名

⑥　

他
に
名
誉
会
長
１
名
及
び
顧
問
並
び

に
相
談
役
若
干
名
を
会
長
が
委
嘱
す
る

こ
と
が
出
来
る

⑦　

現
職
の
校
長
及
び
副
校
長
を
特
別
顧

問
に
、
前
職
の
校
長
を
名
誉
顧
問
と
す

る
こ
と
が
出
来
る

２　

会
長
及
び
監
事
は
総
会
に
於
い
て
選
出

す
る
。

３　

副
会
長
及
び
常
任
理
事
並
び
に
理
事

は
、
会
長
が
委
嘱
す
る
。

４　

常
任
理
事
は
、
卒
業
年
度
毎
の
学
年
代

表
と
し
て
同
期
の
理
事
と
連
携
を
図
る
。

５　

理
事
は
、
卒
業
年
度
毎
の
ク
ラ
ス
代
表

と
し
て
ク
ラ
ス
員
相
互
の
連
携
を
図
る
。

第
６
条 （
役
員
の
任
期
）

　

会
長
及
び
副
会
長
並
び
に
監
事
の
任
期

は
、
選
出
が
承
認
さ
れ
た
定
期
総
会
以
後

翌
々
年
の
定
期
総
会
終
了
ま
で
の
２
年
間
と

第
１
条 （
名　

称
）

　

本
会
は
、
東
京
都
立
第
一
商
業
高
等
学
校

同
窓
会
（
以
下
本
会
）
と
称
し
、
愛
称
を
一

商
鉢
山
会
と
す
る
。

　
　第

２
条 （
事
務
所
）

　
　

本
会
は
、
事
務
所
を
東
京
都
内
に
置
く
。

２　

支
部
は
、
総
会
の
決
議
を
得
て
、
任
意

の
地
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

３　

事
務
所
の
使
用
に
際
し
て
は
、
別
に
定

め
る
本
会
事
務
所
使
用
規
則
を
遵
守
す

る
。

第
３
条 （
目　

的
）

　

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
母

校
の
隆
盛
を
期
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２　

前
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
各

号
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。

　
　

①　

会
報
の
発
行

　
　

②　

親
睦
活
動
の
推
進

　
　

③　

母
校
の
教
育
活
動
へ
の
支
援

　
　

④　

母
校
の
歴
史
資
料
の
収
集
及
び
保
存

　
　

⑤　

そ
の
他
必
要
な
事
業

第
４
条 （
会　

員
）

　

本
会
の
会
員
は
、
一
般
会
員
及
び
特
別
会

員
と
す
る
。

２　

一
般
会
員
は
、
東
京
府
立
第
一
商
業
学

校
・
東
京
都
立
第
一
商
業
学
校
・
東
京
都

立
第
一
商
業
新
制
高
等
学
校
・
東
京
都
立

第
一
商
業
高
等
学
校
の
卒
業
生
と
し
、
特

第
１
条 （
名　

称
）

　

本
会
は
、
東
京
都
立
第
一
商
業
高
等
学
校

同
窓
会
（
以
下
本
会
）
と
称
し
、
愛
称
を
一

商
鉢
山
会
と
す
る
。

　
　第

２
条 （
事
務
所
）

　
　

本
会
は
、
事
務
所
を
東
京
都
内
に
置
く
。

２　

支
部
は
、
総
会
の
決
議
を
得
て
、
任
意

の
地
に
置
く
こ
と
が
出
来
る
。

３　

事
務
所
使
用
に
際
し
て
は
、
別
に
定
め

る
本
会
事
務
所
使
用
規
則
を
遵
守
す
る
こ

と
。

第
３
条 （
目　

的
）

　

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
母

校
の
隆
盛
を
期
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２　

前
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
各

号
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。

　
　

①　

会
報
の
発
行

　
　

②　

親
睦
活
動
の
推
進

　
　

③　

母
校
の
教
育
活
動
へ
の
支
援

　
　

④　

母
校
の
歴
史
資
料
の
収
集
及
び
保
存

　
　

⑤　

そ
の
他
必
要
な
事
業

第
４
条 （
会　

員
）

　

本
会
の
会
員
は
、
一
般
会
員
及
び
特
別
会

員
と
す
る
。

２　

一
般
会
員
は
、
東
京
府
立
第
一
商
業
学

校
・
東
京
都
立
第
一
商
業
学
校
・
東
京
都

立
第
一
商
業
新
制
高
等
学
校
・
東
京
都
立

第
一
商
業
高
等
学
校
の
卒
業
生
と
し
、
特

  
都
立
一
商
同
窓
会 

会
則
改
正
に
係
る
新
旧
対
比
（
変
更
箇
所 

： 

太
字
）

  
改
正
（
令
和
元
年
７
月
20
日
改
正
）

  

現
行

  

改
正

  

現
行
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で
の
２
年
間
と
す
る
。

　
　

但
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

２　

会
長
は
、
３
選
を
上
限
と
す
る
。

３　

補
欠
の
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残

任
期
間
と
す
る
。

４　

任
期
の
満
了
又
は
辞
任
に
よ
っ
て
退
任

す
る
役
員
は
、
後
任
の
役
員
が
就
任
す
る

ま
で
の
間
、引
き
続
き
そ
の
会
務
を
行
う
。

第
７
条 （
会　

長
）

　

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
会
務
を
統
括
す

る
。

２　

会
長
は
副
会
長
、
常
任
理
事
及
び
理
事

を
選
任
又
は
解
任
し
、
必
要
に
応
じ
て
、

事
務
員
を
採
用
又
は
解
雇
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

３　

会
長
は
、
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

４　

会
長
は
、
一
般
会
員
の
中
よ
り
名
誉
会

長
、
最
高
顧
問
、
顧
問
又
は
相
談
役
を
委

嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
現
職
の
校

長
及
び
副
校
長
を
特
別
顧
問
に
、
前
職
の

校
長
を
名
誉
顧
問
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
８
条 （
副
会
長
）

　

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
て
会
務
を
執

行
し
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
又
は
会
長
が

欠
け
た
と
き
は
、
会
長
代
行
と
し
て
そ
の
会

す
る
。

　
　

但
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

２　

会
長
は
、
３
選
を
上
限
と
す
る
。

３　

補
欠
の
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残

任
期
間
と
す
る
。

４　

任
期
の
満
了
ま
た
は
辞
任
に
よ
っ
て
退

任
す
る
役
員
は
、
後
任
の
役
員
が
就
任
す
る

ま
で
の
間
、
引
き
続
き
そ
の
会
務
を
行
う
。

５　

常
任
理
事
、理
事
は
任
期
を
定
め
ず
、任

期
の
途
中
で
辞
任
す
る
時
は
、
必
ず
代
わ

り
の
者
を
決
め
て
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

６　

相
談
役
、
顧
問
は
任
期
を
定
め
ず
、
辞

任
を
以
て
任
期
満
了
と
す
る
。

第
７
条 （
会　

長
）

　

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
会
務
を
統
括
す

る
他
、
各
号
に
掲
げ
る
会
務
を
執
行
す
る
。

①　

会
則
も
し
く
は
常
任
理
事
会
の
決
議

に
よ
り
、
本
会
の
会
務
と
し
て
定
め
ら

れ
た
事
項

②　

必
要
に
応
じ
て
、
事
務
員
を
採
用
ま

た
は
解
雇
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

２　

副
会
長
が
担
当
す
る
委
員
会
を
決
定
す

る
こ
と
。

３　

会
長
に
事
故
あ
る
時
の
会
務
を
代
理
す

る
順
位
を
決
め
て
お
く
こ
と
。

４　

会
長
は
、
定
期
総
会
に
於
い
て
、
前
年

度
に
於
け
る
会
務
の
執
行
に
関
す
る
報
告

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
８
条 （
副
会
長
）

　

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事

故
あ
る
と
き
は
、
そ
の
会
務
を
代
理
し
会
長

が
欠
け
た
と
き
は
、そ
の
会
務
を
執
行
す
る
。

務
を
執
行
す
る
。

２　

前
項
の
場
合
、
副
会
長
は
、
会
長
が
あ

ら
か
じ
め
定
め
る
順
位
に
従
い
会
長
代
行

と
し
て
会
務
を
執
行
す
る
。

第
９
条	

（
常
任
理
事
、
理　

事
）　
（
新
設
）

　

常
任
理
事
及
び
理
事
は
副
会
長
の
会
務
執

行
を
補
助
す
る
。

第
10
条 （
監　

事
）

　

監
事
は
、
本
会
の
会
務
の
執
行
及
び
財
産

の
状
況
を
監
査
し
そ
の
結
果
を
総
会
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

監
事
は
、
理
事
会
等
に
出
席
し
て
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
11
条 （
名
誉
会
長
・
顧
問
・
相
談
役
等
）

　

第
７
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
名
誉
会

長
、
最
高
顧
問
、
顧
問
及
び
相
談
役
は
、
重

要
事
項
に
つ
い
て
会
長
の
諮
問
を
受
け
答
申

す
る
。

第
12
条 （
総　

会
）

　

総
会
は
、
本
会
の
最
高
意
思
決
定
機
関
と

し
、
定
時
総
会
及
び
臨
時
総
会
と
す
る
。

２　

定
時
総
会
は
、
毎
年
１
回
会
長
が
招
集

す
る
。
新
会
計
年
度
開
始
以
後
原
則
と
し

て
４
か
月
以
内
に
行
う
。

３　

臨
時
総
会
は
、
会
長
が
必
要
と
認
め
る

場
合
に
招
集
す
る
。

４　

総
会
の
議
長
は
、
会
長
が
務
め
る
。

５　

総
会
は
次
に
定
め
る
事
項
を
決
議
す
る
。

　
　

①　

会
長
及
び
監
事
の
選
任

②　

収
支
決
算
、
事
業
報
告
、
収
支
予
算

２　

会
務
を
代
理
ま
た
は
執
行
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
順
位
に
従

う
も
の
と
す
る
。

３　

別
に
定
め
る
会
務
執
行
委
員
会
委
員
長

を
兼
務
す
る
。

　
第
９
条 （
監　

事
）

　

監
事
は
、
本
会
の
会
務
の
執
行
及
び
財
産

の
状
況
を
監
査
し
そ
の
結
果
を
総
会
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

監
事
は
、
常
任
理
事
会
及
び
会
務
執
行

委
員
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
出
来
る
。

第
10
条 （
名
誉
会
長
・
顧
問
・
相
談
役
）

　

名
誉
会
長
及
び
顧
問
並
び
に
相
談
役
は
、

重
要
事
項
に
つ
い
て
会
長
の
諮
問
を
受
け
答

申
す
る
も
の
と
す
る
。

第
11
条 （
総　

会
）

　

総
会
は
、
本
会
の
最
高
意
思
決
定
機
関
と

し
、
定
期
総
会
及
び
臨
時
総
会
と
す
る
。

２　

会
長
は
、
定
期
総
会
を
、
毎
年
１
回
新

会
計
年
度
開
始
以
後
原
則
と
し
て
３
か
月

以
内
に
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

会
長
は
、
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、

い
つ
で
も
臨
時
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が

出
来
る
。

４　

総
会
の
議
長
は
、
会
長
が
務
め
る
。

５　

各
号
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
総

会
の
決
議
事
項
と
す
る
。

  

改
正

  

現
行

  

改
正

  

現
行
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案
及
び
事
業
計
画
案
の
承
認

　
　

③　

会
則
の
改
正

　
　

④　

そ
の
他
本
会
の
重
要
事
項

６　

総
会
の
議
事
は
、
出
席
会
員
の
過
半
数

に
よ
り
決
し
、
可
否
同
数
の
場
合
に
は
、

議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　

但
し
、
会
則
の
改
正
に
関
す
る
議
事
は

出
席
会
員
の
３
分
の
２
以
上
に
よ
り
決
す

る
。

第
13
条	

（
正
副
会
長
会
）　
（
新
設
）

　

会
長
及
び
副
会
長
に
て
正
副
会
長
会
を
構

成
し
、
会
則
又
は
総
会
の
決
議
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
事
項
及
び
会
長
が
委
嘱
す
る
事
項
を

執
行
す
る
。

２　

正
副
会
長
は
、
総
会
又
は
理
事
会
に
諮

る
案
件
、
そ
の
他
会
長
が
委
嘱
す
る
事
項

に
つ
い
て
審
議
す
る
。
前
条
第
６
項
の
規

定
は
、決
議
を
要
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

３　

会
長
が
指
名
し
た
副
会
長
は
、
会
長
の

指
示
が
あ
る
場
合
、
副
会
長
会
議
を
招
集

し
、
審
議
結
果
を
会
長
に
報
告
し
、
会
長

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
14
条 （
理
事
会
）

　

理
事
会
は
、
会
長
、
副
会
長
、
常
任
理
事

及
び
理
事
に
て
構
成
す
る
。

２　

前
条
第
３
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定

に
よ
る
会
議
に
準
用
す
る
。

第
15
条	

（
幹
事
）　
（
新
設
）

　

幹
事
は
、
卒
業
年
度
毎
の
ク
ラ
ス
代
表
と

し
て
同
窓
会
と
ク
ラ
ス
員
相
互
の
連
絡
を
十

　
　

①　

会
長
及
び
監
事
の
選
任

②　

収
支
決
算
と
事
業
報
告
及
び
収
支
予

算
案
と
事
業
計
画
案

　
　

③　

会
則
の
改
正

　
　

④　

そ
の
他
本
会
の
重
要
事
項

６　

理
事
及
び
常
任
理
事
選
任
の
報
告

７　

総
会
の
議
事
は
、
出
席
会
員
の
過
半
数

で
決
し
、
可
否
同
数
の
場
合
に
は
、
議
長

の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　

但
し
、
会
則
の
改
正
に
関
す
る
議
事
は

出
席
会
員
の
３
分
の
２
以
上
で
決
す
る
。

第
12
条	

（
常
任
理
事
会
）

　

常
任
理
事
会
は
、
会
長
及
び
副
会
長
並
び

に
常
任
理
事
で
構
成
す
る
。

２　

常
任
理
事
会
は
、
総
会
が
招
集
さ
れ
る

前
に
会
長
か
ら
報
告
を
受
け
た
重
要
事
項

に
つ
い
て
審
議
す
る
。

３　

会
長
は
、
必
要
に
応
じ
て
い
つ
で
も
常

任
理
事
会
を
招
集
し
、そ
の
議
長
と
な
る
。

第
13
条 （
理
事
会
）

　

理
事
会
は
、
会
長
及
び
副
会
長
並
び
に
理

事
で
構
成
す
る
。

２　

理
事
は
、
卒
業
年
度
毎
の
ク
ラ
ス
代
表

と
し
て
同
窓
会
と
ク
ラ
ス
員
相
互
の
連
絡

を
十
分
に
取
る
も
の
と
す
る
。

３　

会
長
は
、
必
要
に
応
じ
て
い
つ
で
も
理

事
会
を
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

第
14
条 （
事
務
局
）

　

本
会
の
会
務
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
事

務
局
を
置
く
。

２　

事
務
局
に
は
、
事
務
局
長
１
名
及
び
事

分
に
取
る
た
め
、
ク
ラ
ス
代
表
の
中
か
ら
、

互
選
に
よ
り
選
出
し
、
会
務
の
執
行
に
協
力

す
る
。

２　

幹
事
は
任
期
を
定
め
ず
、
任
期
の
途
中

で
辞
任
す
る
と
き
は
、
必
ず
代
わ
り
の
者

を
決
め
て
会
長
に
書
面
に
て
申
し
出
る
も

の
と
す
る
。

第
16
条 （
事
務
局
）

　

本
会
の
会
務
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
事

務
局
を
置
く
。

２　

事
務
局
に
会
長
が
指
名
す
る
事
務
局
長

を
置
く
。

３　

事
務
局
は
、会
の
運
営
に
関
わ
る
業
務
、

議
事
録
の
作
成
及
び
会
計
・
庶
務
等
の
事

務
会
務
を
主
管
す
る
と
と
も
に
必
要
に
応

じ
て
各
会
議
の
事
務
を
補
完
・
支
援
す
る
。

第
17
条 

（
委
員
会
）　
（
新
設
）

　

委
員
会
は
、
会
務
の
執
行
を
推
進
す
る
た

め
設
置
さ
れ
る
。

２　

委
員
会
の
委
員
長
は
常
任
理
事
の
中
か

ら
会
長
が
委
嘱
す
る
。
委
員
長
は
副
会
長

の
指
示
の
下
に
担
当
す
る
会
務
を
行
う
。

３　

委
員
会
の
副
委
員
長
及
び
委
員
は
、
一

般
会
員
の
中
か
ら
委
員
長
が
推
薦
し
副
会

長
が
委
嘱
す
る
。

４　

会
務
を
執
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場

合
、
合
同
正
副
委
員
長
会
議
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
会
長
又
は

会
長
が
指
名
す
る
副
会
長
が
議
長
と
な

る
。

５　

委
員
長
及
び
副
委
員
長
の
任
期
は
、
２

年
と
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

務
局
次
長
を
置
く
。

３　

事
務
局
長
及
び
事
務
局
次
長
は
、
そ
れ

ぞ
れ
会
長
が
指
名
し
委
嘱
す
る
。

４　

事
務
局
は
、会
の
運
営
に
関
わ
る
業
務
、

議
事
録
の
作
成
及
び
事
務
会
務（
会
計･

庶

務
等
）
を
主
管
す
る
と
と
も
に
必
要
に
応

じ
て
各
会
議
の
事
務
を
補
完
・
支
援
す
る
。

第
15
条	

（
会
務
執
行
委
員
会
）

　

会
務
を
推
進
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
委

員
会
を
置
く
。

　
　

①　

総
務
委
員
会

　
　
　

イ　

会
則
改
正
の
原
案
作
成

　
　
　

ロ　

各
委
員
会
に
対
す
る
支
援

　
　
　

ハ　

会
員
名
簿
の
管
理

　
　

②　

財
務
委
員
会

イ　

収
支
予
算
案
作
成
及
び
収
支
決
算

報
告

ロ　

年
会
費
及
び
賛
助
会
費
等
の
収
納

並
び
に
保
有
財
産
運
用
の
企
画
立
案

　
　

③　

広
報
委
員
会

イ　

会
報
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジﾞ

の
編

集
及
び
作
成

　
　
　

ロ　

会
報
の
発
送

④　

親
睦
委
員
会

　
　

同
窓
生
の
親
睦
を
図
る
事
業
の
企
画

立
案
及
び
執
行

⑤　

歴
史
資
料
委
員
会

　
　

母
校
の
歴
史
資
料
の
収
集
及
び
保
存

⑥　

記
念
誌
編
集
委
員
会

　
　

母
校
が
発
行
す
る
周
年
記
念
誌
発
行

に
対
す
る
協
力

⑦　

企
画
委
員
会

　
　

上
記
各
号
委
員
会
に
属
さ
な
い
会
務

  

改
正

  

現
行

  

改
正

  

現
行



2019年（令和元年）8月7日 はちやま・一商鉢山会会報　№55 (42)

◦一商同窓会の活動は皆様の年会費と賛助会費で運営されております。
◦　都立一商同窓会　http://www.isshou.jp/ 検索

６　

会
長
は
、
必
要
に
応
じ
て
委
員
会
の
新

設
及
び
統
廃
合
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
18
条 （
会　

計
）

　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
４
月
１
日
か

ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

２　

本
会
の
経
費
は
、
別
に
定
め
る
会
費
そ

の
他
か
ら
支
弁
す
る
。

３　

本
会
は
第
７
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る

事
務
員
の
報
酬
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
13
条
第
１
項
、
同
条
第
３
項
及
び
会
長

が
指
定
す
る
各
会
議
に
要
す
る
交
通
費
、

そ
の
他
会
長
が
認
め
る
実
費
経
費
は
、
本

会
が
支
弁
す
る
。
但
、
会
長
は
正
副
会
長

会
の
議
を
経
て
本
条
に
よ
る
支
弁
経
費
の

額
の
上
限
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４　

年
会
費
及
び
賛
助
会
費
並
び
に
寄
付
金

以
外
の
収
入
は
賛
助
会
費
に
繰
り
入
れ
る

も
の
と
す
る
。

５　

本
会
の
会
計
事
務
は
、
会
長
が
指
名
し

た
副
会
長
が
統
括
し
事
務
員
が
補
佐
す

る
。

　
第
19
条 （
会
費
そ
の
他
）

　
　

本
会
の
会
費
は
、以
下
の
各
号
に
定
め
る
。

　
　

①　

年
会
費　
　
　
　
　

２
，
４
０
０
円

　
　

②　

先
払
い
年
会
費　

１
２
，
０
０
０
円

２　

新
卒
会
員
が
支
払
う
先
払
い
年
会
費

は
、
同
窓
会
年
会
費
半
額
の
10
年
分
の
１

２
，
０
０
０
円
と
し
、
同
窓
会
入
会
同
意

書
を
入
手
し
た
後
学
校
積
立
金
よ
り
徴
収

す
る
。

　

３　

賛
助
会
費

　

会
員
か
ら
賛
助
会
費
と
し
て
指
定
さ
れ

に
関
す
る
企
画
立
案
及
び
そ
の
執
行

２　

各
委
員
会
の
委
員
長
は
会
長
の
委
嘱
に

よ
り
副
会
長
が
担
当
し
、
副
委
員
長
及
び

委
員
は
、
常
任
理
事
、
理
事
を
中
心
に
同

窓
生
の
中
か
ら
委
員
長
が
推
薦
し
会
長
が

委
嘱
す
る
。

３　

各
委
員
会
が
連
携
し
会
務
を
執
行
す
る

た
め
、
合
同
正
副
委
員
長
会
議
を
任
期
中

年
度
毎
に
年
２
回
、
ま
た
臨
時
正
副
委
員

長
会
議
を
必
要
に
応
じ
て
会
長
又
は
委
員

長
が
招
集
し
、
会
長
又
は
委
員
長
が
議
長

と
な
る
。

４　

各
委
員
の
任
期
は
、
２
年
と
し
再
任
を

妨
げ
な
い
。

５　

会
長
は
、
必
要
に
応
じ
て
委
員
会
の
新

設
及
び
統
廃
合
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
。

第
16
条 （
会　

計
）

　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
４
月
１
日
か

ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

２　

本
会
の
経
費
は
、
別
に
定
め
る
会
費
そ

の
他
か
ら
支
弁
す
る
。

３　

第
７
条
に
定
め
る
事
務
員
の
報
酬
を
支

払
う
こ
と
が
で
き
る
。

４　

年
会
費
及
び
賛
助
会
費
並
び
に
寄
付
金

以
外
の
収
入
は
賛
助
会
費
に
繰
り
入
れ
る

も
の
と
す
る
。

５　

本
会
の
会
計
事
務
は
、
会
長
が
統
括
し

事
務
員
が
補
佐
す
る
。

第
17
条 （
会
費
そ
の
他
）

　
　

本
会
の
会
費
は
、以
下
の
各
号
に
定
め
る
。

　
　

①　

年
会
費　
　
　
　
　

２
，
４
０
０
円

　
　

②　

先
払
い
年
会
費　

１
２
，
０
０
０
円

た
受
入
れ
分
及
び
特
に
指
定
が
な
く
第
１

項
の
年
会
費
以
外
の
年
度
受
け
入
れ
分
は

賛
助
会
費
の
収
入
と
し
、
広
く
会
員
よ
り

の
納
入
を
奨
励
す
る
。

　

４　

寄
付
金

　

本
会
は
、
会
員
及
び
そ
の
他
の
者
か
ら

の
寄
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
20
条 （
会
則
の
改
正
）

　

こ
の
会
則
の
改
正
は
、
第
12
条
第
６
項
に

従
い
総
会
に
お
い
て
改
正
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

附　

則
⑴　

平
成
11
年
10
月
22
日
改
正
の
会
則
は
、

平
成
11
年
10
月
22
日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

⑵　

平
成
13
年
６
月
19
日
改
正
の
会
則
は
、

平
成
13
年
６
月
19
日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

⑶　

平
成
24
年
６
月
２
日
改
正
の
会
則
は
、

平
成
24
年
６
月
２
日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

⑷　

平
成
25
年
６
月
23
日
改
正
の
会
則
は
、

平
成
25
年
６
月
23
日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

⑸　

旧
会
則
第
14
条
第
１
項
第
２
号
（
終
身

会
費
５
，
０
０
０
円
は
平
成
27
年
３
月
の

卒
業
生
を
以
て
こ
れ
を
廃
止
す
る
）
は
、

こ
れ
を
削
除
す
る
。

⑹　

平
成
28
年
６
月
25
日
改
正
の
会
則
は
、

平
成
28
年
６
月
25
日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

⑺　

令
和
元
年
７
月
20
日
改
正
の
会
則
は
、

令
和
元
年
７
月
20
日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

２　

新
卒
会
員
が
支
払
う
先
払
い
年
会
費

は
、
同
窓
会
年
会
費
半
額
の
10
年
分
の
１

２
，
０
０
０
円
と
し
、
同
窓
会
入
会
同
意

書
を
入
手
し
た
後
学
校
積
立
金
よ
り
徴
収

す
る
。

３　

賛
助
会
費

　
　

会
員
か
ら
賛
助
会
費
と
し
て
指
定
さ
れ

た
受
入
れ
分
及
び
特
に
指
定
が
な
く
１
．

項
の
年
会
費
以
外
の
年
度
受
け
入
れ
分
は

賛
助
会
費
の
収
入
と
し
、
広
く
会
員
よ
り

の
納
入
を
奨
励
す
る
。

４　

寄
付
金

　
　

会
員
及
び
そ
の
他
の
者
か
ら
の
寄
付
金

も
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
第
18
条 （
会
則
の
改
正
）

　

こ
の
会
則
の
改
正
は
、
第
11
条
７
項
に
従

い
総
会
に
於
い
て
改
正
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

附　

則
⑴　

平
成
11
年
10
月
22
日
改
正
の
会
則
は
、

平
成
11
年
10
月
22
日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

⑵　

平
成
13
年
６
月
19
日
改
正
の
会
則
は
、

平
成
13
年
６
月
19
日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

⑶　

平
成
24
年
６
月
２
日
改
正
の
会
則
は
、

平
成
24
年
６
月
２
日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

⑷　

平
成
25
年
６
月
23
日
改
正
の
会
則
は
、

平
成
25
年
６
月
23
日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

⑸　

旧
会
則
第
14
条
第
１
項
２
号
（
終
身
会

費
５
，
０
０
０
円
は
平
成
27
年
３
月
の
卒

業
生
を
以
て
こ
れ
を
廃
止
す
る
）
は
、
こ

れ
を
削
除
す
る
。

⑹　

平
成
28
年
６
月
25
日
改
正
の
会
則
は
、

平
成
28
年
６
月
25
日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

  

改
正

  

現
行

  

改
正

  

現
行
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当
時
英
語
担
当
の
小
嶋
先
生
の
お
陰
で
英
語
が
好
き
に
な
っ
た
と

話
さ
れ
て
。
道
理
で
海
外
研
修
生
の
面
倒
見
が
い
い
ん
で
す
ね
。

○
同
窓
会
総
会
で
来
賓
の
宇
津
木
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問
か
ら
も
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
に
よ
る
「
人
脈
作
り
」
に
奨
学
会
発
展
の
た
め
の
企
業
連

携
ス
キ
ー
ム
を
、
と
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

○
31
期
の
飯
泉
善
一
郎
さ
ん
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
で
の
特
選

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
努
力
が
花
咲
い
た
こ
と
に
頭
が
下

が
り
ま
す
。
飯
泉
さ
ん
は
同
窓
会
の
鉢
山
俳
句
会
も
主
宰
さ
れ
絵

画
等
多
彩
な
活
動
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。会
報
も
卒
業
生
の
文
化
・

文
芸
の
活
動
を
広
く
見
つ
め
て
い
き
ま
す
。

○
わ
れ
わ
れ
卒
業
生
も
生
き
生
き
楽
し
も
う
と
、
令
和
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
年
の
は
じ
め
に
、
新
し
い
企
画
「
新
年
会
」
が
始
動
し
ま

す
。
同
期
会
な
ど
も
同
じ
円
卓
で
囲
む
と
か
、
他
に
事
務
局
か
ら

の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
案
内
ペ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ
。

○「
東
京
校
歌
祭
」は
従
来
通
り
で
す
が
、「
一
商
祭
」の
同
窓
会

コ
ー
ナ
ー
は
参
加
型
を
取
入
れ
る
予
定
で
す
の
で
注
目
で
す
。

○
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て
い
る
「
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は

一
時
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
満
を
持
し
て
復
活
で
す
。
ぶ
ら

り
と
行
き
ま
し
ょ
う
。

○
一
商
の
歩
み
の
中
で
も
特
筆
さ
れ
る
一
つ
は
、
昭
和
前
半
の

一
商
文
庫
「
図
書
館
本
館
」
で
す
。
こ
の
記
録
は
福
崎
達
哉

（
41
期
）
さ
ん
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
委
員　

岩
佐　

芳
一
（
45
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
橋　

佳
夫
（
35
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秦　
　

和
夫
（
37
期
）

○
令
和
元
年
７
月
20
日
に
浅
野
勝
美
新
会
長
が
就
任
さ
れ
一
商
同

窓
会
の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
菊
池
敏
郎
前
会
長
は
今

総
会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
の
同
窓
会
の
基
礎
を
築

い
て
く
だ
さ
っ
て
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
そ
の
功
績
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
人
物
訪
問
は
、
今
回
は
税
理
士
法
人
昴
星
の
岩
田
克
夫
さ
ん
で

す
。
一
商
卒
業
生
の
歩
ん
で
き
た
道
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

○
一
商
奨
学
会
支
援
に
よ
る
在
校
生
の
海
外
研
修
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
報
告
に
見
え
る
元
気
な
感
性
あ
ふ
れ
る
様
子
は
う
れ
し
い

で
す
ね
。

○「
旅
立
ち
の
日
に
」、卒
業
式
の
歌
と
し
て
今
や
定
番
の
こ
の
作
詞

は
一
商
副
校
長
の
岩
崎
豊
先
生
の
恩
師
小
嶋
登
先
生
と
の
こ
と
、

〒169-0074　新宿区北新宿4-19-15  正和ハイツ

母校で学んだこと
先生、先輩、友人との出会いに感謝！

公認会計士　飯　塚　　昇
　　　　　　第47期生（昭和45年3月卒業）

年会費、賛助会費の納⼊のお願い

一商同窓会の活動は皆さまの年会費と賛助会
費で運営されております。
同封の払込用紙にて郵便局を利用してお振込
みを是非お願いします。
・年会費：２，４００円
・賛助会費：随意の金額
かつては、１万円が基準でしたが、随意の金
額で結構です。年会費と同時に納入いただく
と、簡単な手続きになります。
＊払込用紙には、①金額　②住所　③お名前

④卒業期　⑤電話番号の他、⑥会員番号
　（宛名ラベル右下に記載してある８ケタの

英数字）を忘れずご記入ください。　
　また、“ひとことメッセージをどうぞ”のメ

モ欄もあるので、連絡、お問い合わせなど
にご利用いただけます。
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同窓会イベント案内
今年度のイベントのご案内です。

みなさま、ふるってご参加くださいますようお願い申し上げます。

行事項目

第72回一商祭

第７回ぶらりウォーキング

第27回東京校歌祭　

新　年　会

第８回ぶらりウォーキング

日　時

９月29日㈰９時〜15時

10月19日㈯10時集合
「都営地下鉄三田線白山駅」

10月27日㈰14時集合

2020年２月８日㈯13時

2020年３月28日㈯10時
「地下鉄銀座線外苑前駅改札口」

会　場

都立第一商業高等学校

小石川周辺

杉並公会堂

南国酒家 原宿店

神宮外苑、新宿御苑

詳しいご案内は、本文をご覧ください。
また、ご参加を希望なさる場合は、
挟み込みの申込書を、同窓会事務所宛ファックスください。


